
]L
〈1579>Laesodolorisremediuminimiciestdolor.[Dolorinim

iciestremediumdol6rislaes6.](Syr.420)「 被 害 を 受 け た[人]に と

っ て は 、 相 手 方 の 苦 痛 は[自 身 の 受 け た]苦 痛 を 癒 す も の で あ る 。」 〈inim

ici>… 〈inimicus>[敵]の 團[国 、 〈remedium>… 「治 療 法 」、 〈doloris>… 〈d

olor>[苦 痛]の 團 國 、 〈laeso>… 〈laedo>[傷 つ け る]の 圃 囹 〈laesus>の 團

囲 團(囮).※ 「・ 一 マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の ・・ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索

引 」

〈1580>L,ataculpadoloae唖uiperatur.[Culpalataaequiperatur

dol6.]「 重 過 失 は 悪 意 と 同 視 さ れ る 。」<lata>… 〈latus>[重 い]の 團 國 国 、

〈aequiperatur>… 〈aequipero>[同 置 す る]の 図 囲[ヨ 團 。

〈1581>Lataculpaestnimianeglegentia,idestnonintelleg

erequodintelleguntomnes.[Culpalataestneglegentianimia,

idestn6nintellegere,quodomnesintellegunt.](σZp.D.50,16,213,

2)「 重 過 失 は 極 度 の 不 注 意 で あ る 。 つ ま り 、 そ れ は 、 す べ て の[人]が 理

解 し て い る[こ と を]理 解 し な い こ と で あ る 。」 〈lata>… 〈latus>[重 い]

の 團 國 国 、 〈negelegentia>… 「不 注 意 」、 〈nimia>… 〈nimius>[極 度 の]

の 團 國 国 。

〈1582>Latac111paplanedolocomparabitur.[Culpalatacomp

arabiturdol6plane.](σZp.D.H,6,1,1)「 重 過 失 は 悪 意 と 明 ら か に 同 等

と 認 め ら れ る だ ろ う 。」 〈lata>… 〈latus>[重 い]の 團 國 国 、 〈comparabit

ur>… 〈comparo>[同 等 と 認 め る]の 図 困 国 團 。

〈1583>L,atasententiajudexdesinitessejudex.[JUdexdesini

tessejUdex,sententialata.](σZp.D.41,1,55)「 判 決 が 下 さ れ る と 、

裁 判 官 は 裁 判 官 で あ る こ と を 止 め る 。」〈desinit>… 〈desino>[や め る]の 囲

国 團 、 〈lata>… 〈fero>[は こ ぶ]の 囲 囹 〈latus>の 團 國 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格

の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(sententia)プ ラ ス 完 了 分 詞(lata)」 型 で 、 そ の

意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 〈desinit>は 補 足 不 定 法(esse)を と る 。 圏 圏

→<22>

〈1583わfs>Latiusestimpunitumrelinquifacinusnocentisqu

aminnocentemdamnari.[Estlatiusfacinusnocentisrelinquii

mpUnltum,quaminnocentemdamnarl.]「 無 実 の[人]が 有 罪 判 決 を

受 け る よ り も 、 悪 事 を 行 な う[人]の 悪 行 が 罰 せ ら れ な い ま ま 残 さ れ る こ

と の 方 が 、 い っ そ う 緩 や か で あ る 。」 〈latius>… 〈latus>[広 い]の 見 出 し

語 囮 、 〈facinus>… 〈facinus>[悪 行]の 團 因]、 〈nocentis>… 〈noceo>[害
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す る]の 囲 囹 〈nocens>の 團 囲 圓(囮)、 〈「elinqui>'"〈 「elinquo>[の こ

す]の 図 囲 困 、 〈impunitum>… 〈impunitus>[罰 せ ら れ な い]の 團 囲 因]、

<inn・cent・m>… 〈inn・c・n・ 〉[無 実]の 團 囲 圃(囮)、<d・mn・ ・i>…<d・

mno>[有 罪 判 決 す る]の 図 囲 團 。 ※ 〈estlatius>に ひ か れ た 対 格 不 定 法

の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈facinus>と 〈innocentem>は 、 主 語 と し て 、 そ

れ ぞ れ 、 〈relinqui>と 〈damnari>に か か る 。[到 困 → 〈35>

〈1583オer>Legatanondebenturnisi,deductoaerealieno,ali

quidsuperstit.[Legatan6ndebentur,nisialiquidsuperstitaere

alien6dedUct6.]「 遺 贈 は 、 債 務 が 控 除 さ れ た 後 に あ る も の が 残 っ て い

る 場 合 以 外 に は 、 負 わ れ な い 。」 〈legata>… 〈legatus>[遺 贈]の 圏 国 、 〈s

uperstit>… 〈supersto>[残 る]の 國 囲 国 團 、 〈aere>… 〈aes>[金 銭]の 團

匿]、 〈deducto>… 〈deduco>[引 く]の 園 囹 〈deductus>の 團 園 團 。 ※ 絶 対

的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(aere)プ ラ ス 完 了 分 詞(deducto)」 型 で 、

そ の 意 味 は 「～ し た と き に 」 で あ る 。 囮 圏 → 〈22>

〈1583qα αオer>Legatarillsproparteacqllirere,proparterepud

iarenonpotest.[Legatariusn6npotestacqulrerepr6parte,rep

udiarepr6parte.]「 受 遺 者 は 、 一 部 に つ い て は 取 得 し 、 一 部 に つ い て は

拒 絶 す る よ う な こ と は 、 出 来 な い 。」 〈legatarius>… 「受 遺 者 」、 〈acquire

re>… 〈acquiro>の[取 得 す る]図 囲 国 、 〈parte>… 〈pars>[部 分]の 團 圏 、

〈repudiare>… 〈repudio>[拒 む]の 國 匠]。

〈1584>Legatosviolarecontrajusgentillmest.[Violarelegat

6sestcontrajUsgentium.](Branch,Princ.;12Co.Rep.17)「 使 節

を 侵 害 す る こ と は 国 際 法 に 反 し て い る 。」 〈violare>… 〈violo>[侵 害 す る]

の 囲 国 、 〈legatos>… 〈legatus>[使 節]の[園 因]、 〈gentium>… 〈gens>[民

族]の[園 圓 。 ※ 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る → 〈171>。 「国 際 法 」 → 「索 引 」

〈1585>Legatummortetestatoristantumconfirmatursicutd

onatiointervivostraditionesola。[Legatumc6nfirmaturmorte

testat6ristantum,sicutdonati6interviv6straditi6nes61a.](σlp.

D.36,2,54;Dyer,143)「 遺 贈 は 遺 言 者 の 死 亡 に 依 っ て の み 確 定 さ れ る 。

こ れ は 、 ち ょ う ど 、 生 存 し て い る[人]の 間 で 贈 与 が 引 渡 に 依 っ て だ け[確

定 さ れ る の と]、 同 じ よ う な も の で あ る 。」<legatum>… 「遺 贈 」、 〈confir

matur>… 〈confirmo>[か た め る]の 図 囲[ヨ 團 、〈morte>… 〈mors>[死 亡]

の 團 團 、 〈donatio>… 「贈 与 」、 〈vivos>… 〈vivus>[生 き て い る]の[園[劉 因]

(囮)、 〈t・aditi・n・ 〉… 〈t・aditi・ 〉[引 渡]の 團 圏 。

〈1585わfs>Legatlls,nonso111mintersociorumjura,sedetiam

interllostiumtelaincolumisservatur.[Legatusservaturincol

umisn6ns61uminterjUrasoci6rum,sedetiamintertelahostiu
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m.]「 使 節[の 身 柄]は 、 単 に 同 盟 者 の 法 に 於 い て だ け で な く 、 敵 の 武 器

の 下 で さ え も 、 安 全 に 保 護 さ れ る 。」 〈legatus>… 「使 節 」、 〈servatur>… 〈s

erVO>[保 護 す る]の 図 囲 国 團 、 〈inCOIUmiS>… 「無 傷 の 」、 〈SOCiOrUm>

… 〈socius>[組 合]の 閣 圏 、 〈tela>… 〈telum>[武 器]の 國 因]、 〈hostiu

m>… 〈hostis>[敵]の[園[圃 。 ※ 「国 際 法 」 → 「索 引 」

〈1586>1♂egatusregisvicefungitur,a唖uodestinatur,etllon

orandusestsicutillecujusvicemgerit.[Legatusfungiturvice

regis,aqu6destinatur,etesthonorandussicutille,cUjusvice

mgerit.](12Co.Rep.17)「 使 節 は 、 自 ら を 任 命 す る 国 王 に 代 っ て 職 務

を 行 な い 、 そ し て 、 そ の 人 が 代 理 す る あ の 人 の 場 合 と 同 じ よ う に 、 敬 意 を

表 さ れ る べ き で あ る 。」 〈legatus>… 「使 節 」、 〈fungitur>… 圖 〈fungor>[実

行 す る]の 囲 国 團(図)、 〈vice>…<vicis>(属 格 形)[地 位]の 團 團 、 〈d

estinatur>…<destino>[任 命 す る]の 図 囲 国 團 、 〈honorandus>…<hon

oro>[敬 意 を 表 す る]の 國 囮 〈honorandus>[敬 意 を 表 さ れ る べ き[で あ

る]]の 團 囲 国 、 〈vicem>… さ き の 〈vicis>の 團 圃 、 〈gerit>… 〈gero>[は こ

ぶ]の 國 国 團 。 ※ 國 圏 → 〈1>、 「国 際 法 」 → 「索 引 」。

〈1587>Legeduravivuntmulieresmultoqueiniquioremisera

e,quamviri.[MulieresmiseraevivuntlegedUra,(que)iniqui6re

mult6,quamviri.](Plaut.Merc.4,6,12)「 哀 れ な 婦 女 た ち は 、 厳 し い

法 に 依 っ て 生 き 、し か も 、男 た ち の 場 合 よ り も は る か に 不 衡 平 な[法 律(法)]

に 依 っ て 生 き る 。」 〈mulieres>… 〈mulier>[婦 女]の 國 国 、〈miserae>… 〈m

iser>[悲 惨 な]の 國 國 国 、 〈vivunt>…<vivo>[生 き る]の 囲 国 圏 、<dur

a>… 〈durus>[過 酷 な]の 團 國 團 、 〈iniquiore>… 〈iniquus>[不 衡 平 な]

の 囲 〈inqUiOr>の 團 國 團 、 〈Viri>… 〈Vir>[男]の 圏 国 。 ※ 〈mUltOqUe>の 〈q

ue>は 、 〈et>[そ し て]の 意 味 で あ る 。 「哀 れ な 」 と い う 形 容 詞 は 、 「哀 れ

に も 」 と い う 副 詞 の ニ ュ ア ン ス で う け と め る こ と も 可 能 で あ る 。 「形 容 詞 の

訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」。 〈que>は 他 の 言 葉 の 後 に く っ つ く(〈ve>[も

し く は]も 同 様 で あ る)。

〈1588>Legembrevemesseoportet,吼uofaciliusabimperitis

teneatur.[Oportetlegemessebrevem,qu6teneaturabimperitI

sfacilius.](Seneca,Ep.94,38)「 法 律(法)は 、 そ れ に 通 じ て い な い[人

々]に 依 っ て い っ そ う 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、簡 潔 で な け れ ば な ら な い 。」

〈brevem>… 〈brevis>[簡 潔 な]の 團 國 因]、 〈imperitis>… 〈imperitus>[知

ら な い]の[園 囲 團(囮)。 ※ 非 人 称 動 詞 〈oportet>に ひ か れ た 対 格 不 定 法

の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈legem>は 、 主 語 と し て 、〈esse>に か か る 。 匿1困

→<35>。 〈quofacilius>は 「<quo>プ ラ ス 比 較 級 」 の か た ち で 一 種 の 熟 語

と な っ て い る 表 現(「 い っ そ う ～ す る よ う に 」)で あ る が 、 〈quO>だ け に 注
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目 す る と 、 関 係 代 名 詞 の 一 族 と 見 ら れ る 危 険 性 は 大 き い 。 こ こ の 〈quO>は

副 詞 で あ る 。

〈1589>Legemcontractusdat.[Contractusdatlegem.]「 契 約 は

法 律(法)を 与 え る 。」 〈contractus>… 「契 約 」。

〈1590>Legemnocensveretur,fortunaminnocens。[Nocensve

returlegem,innocensfortUnam.](Syr.427)「 有 実 の[人]は 法 律(法)

を 恐 れ[、 一 方 で 、]無 実 の[人]は[悲]運 を[恐 れ る]。 」 〈nocens>…

「有 罪 の 」を 意 味 す る 形 容 詞 が 名 詞 化 し た も の 、<veretur>… 圖<vereor>[お

そ れ る]の 囲 国 圓(図)、 〈innocens>… 「潔 白 な 」 を 意 味 す る 形 容 詞 が 名

詞 化 し た も の 、 〈fortunam>… 〈fortuna>[運 命]の 團 因]。 ※ 「有 実 と 無 実 」

→ 「索 引 」

〈1591>Legemsancimusiniquam.[Sanclmuslegeminlquam.]

「私 た ち は 不 衡 平 な 法 律(法)を 是 認 す る 。」 〈sancimus>… 〈sancio>[同

意 す る]の 囲E]圏 、 〈iniquam>… 〈iniquus>[不 衡 平 な]の 團 國 因]。

〈1592>Legemsolentoblivisciiracundia.[Iracundiasolentobl

Ivlscilegem.](Syr,428)「 怒 り は 法 律(法)を 忘 れ る の を 常 と す る 。」 〈i

racundia>… 「立 腹 」、〈oblivisci>…[≡]<obliviscor>[忘 れ る]の 囲 困(図)。

〈1593>Legesavictoribusdicuntur,accipiunturavictis.[Le

gesdicunturavict6ribus,accipiunturavictis.](Curt.6,6,10)「 法

律(法)は 勝 利 者 に 依 っ て 言 明 さ れ 、[そ し て 、]敗 北 し た[人 々]に 依 っ

て 受 け い れ ら れ る 。」 〈victoribus>… 〈victor>[勝 利 者]の[園 團 、 〈accipi

untur>… 〈accipio>[う 。ナ い れ る]の 図 囲 国 圏 、〈victis>°"〈vinco>[勝 つ]

の 囲 囹 〈victUS>の[國[劉 匡1(囮)。 ※ 「国 際 法 」 → 「索 引 」

〈1594>Legesabominbusintellegidebent.[Legesdebentintel

leglabomnibus.](C.J.ヱ,14,9)「 法 律(法)は す べ て の[人 々]に 依 っ

て 理 解 さ れ る べ き で あ る 。」 〈1246>

〈1595>Legesadciviumsalutem,civitatumqueincolumitate

mconditaesunt.[LegessuntconditaeadsalUtemcivium(que)

incolumitatemcivitatum.](Cic.DeLeg.2,2,11)「 法 律(法)は 国 民 の

安 寧 お よ び 国 家 の 安 全 の た め に 制 定 さ れ た 。」 〈conditae>… 〈condo>[制 定

す る]の 園 囹 〈conditus>の 圏 國 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、<salutem>

… 〈salus>[安 寧]の 團 因]
、 〈incolumitatem>… 〈incolumitas>[安 全]の

團[到 、 〈civitatum>… 〈civitas>[国 家]の[園[圃 。

〈1596>LegesAngliaesunttripartitae;juscommune,consue

tudines,acdecretacomitiorum.[LegesAngliaesunttripartltae;

jUscommUne,c6nsuetUdines,acdecretacomiti6rum.]「 イ ギ リ ス

の 法 律(法)は 、 普 通 法 、 慣 習 、 お よ び 国 会 の 制 定 法 と い う 三 部 制 の も の
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で あ る 。」 〈Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の[里]圓 、 〈tripartitae>… 〈tri

partitus>[三 つ に わ か れ た]の 圏 國 国 、 〈decreta>… 〈decretum>[決 定]

の 圏 国 、 〈comitiorum>… 〈comitia>[国 会]の 國 圓 。

〈1597>Legesbellosilerecoactae.[Legescoactaesilerebell6.]

(Luc.Phars.1,277)「 法 律(法)は 戦 争 状 態 に 於 い て は 沈 黙 す る こ と を 強

い ら れ て[い る]。 」 〈coactae>… 〈cogo>[強 い る]の 匠1囹 〈coactus>の[園[図

国 、 〈silere>… 〈sileo>[沈 黙 す る]の 囲 困 、 〈bello>… 〈bellum>[戦 争]

の 團 團 。 ※ 〈coactus>は 完 了 分 詞 の 形 で あ る が 、 こ こ で は 、 そ れ を 、 受 動

相 完 了 の 構 成 要 素 と は 見 ず に 、 形 容 詞 と と ら え る こ と に し た 。 動 詞 が 省 略

さ れ て い る 。 〈cogo>は 補 足 不 定 法 〈silere>を ひ く 。 「国 際 法 」 → 「索 引 」

〈1598>Legesbonaeexmalismoribllsprocreantur.[Legesbon

aepr6creanturexm6ribusmalls.](Macrob.Sat.2,13)「 良 い 法 律(法)

は 悪 い 慣 行 か ら 生 み だ さ れ る 。」<procreantur>… 〈procreo>[生 み だ す]

の 図 囲 国 圏 、 〈moribus>… 〈mos>[1貫 行]の 圏 圏 。 ※ 「法 律(法)と 慣 行 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(慣 行)」 → 「索 引 」 ・「良 い

と 悪 い 」 → 「索 引 」。

〈1599>Legesbrevesesseoportetquofaciliusteneantur.[Op

ortetlegesessebreves,qu6teneanturfacilius.](Seneca,Ep.94,3

8)「 法 律(法)は 、[人 々 に]い っ そ う 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、 簡 潔 で

な け れ ば な ら な い 。」 〈breves>… 〈brevis>[短 い]の[園[図[到 、 〈facilius>

… 〈facilie>[容 易 に]の 囲 。 ※ 〈quo>は 副 詞 で あ る が 、 こ れ に は 関 係 代 名

詞 の 変 化 形(た と え ば 〈statusquo>[現 状])も あ る の で 、 と て も ま ぎ ら

わ し い 。 非 人 称 動 詞 〈oportet>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格

形 の 〈leges>は 、 主 語 と し て 、 〈esse>に か か る 。 因]團 → 〈35>

〈1600>Legesegregias,exemplahonesta,apudbonosexdeli

ctisaliorumgigni.[Legesegregias,exemplahonesta,glgnlexd

elictisali6rumapudbon6s.](Tac.An.15,20)「 立 派 な 範 例 で あ る 優 れ

た 法 律(法)が 、 良 い[人 々]の 下 で 、 他 の[人 々]の 不 法 な 行 為 か ら 生

み だ さ れ る こ と 。」 〈egregias>… 〈egregius>[よ り ぬ き の]の[園 國 因]、 〈e

xempla>… 〈exemplum>[例]の[園[到 、〈honesta>… 〈honestus>[立 派 な]

の[國 園 因]、 〈gigni>…<gigno>[産 む]の 図 囲 困 。 ※ 〈leges>と<exempla>

は 同 格 の 関 係 に た つ 。 本 動 詞 の な い 、 不 定 法 止 の 表 現 の な か に 、 対 格 不 定

法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈leges>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈gigni>に

か か る 。 因]困 → 〈35>、 「不 定 法 止 」 → 「索 引 」。

〈1601>Legesetconstitutionesfllturiscertumestdareform

amnegotiis,nonadfactapraeteritarevocari,nisinominatim

etiampraeteritotemporeetadhucpendentibusnegotiiscaut
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umsit.[Estcertumlegesetc6nstitUti6nesdaref6rmamneg6tiis

futUrls,n6nrevocarladfactapraeterita,nisisitcautumtempor

epraeterit6etneg6tilspendentibusadhUcetiamn6minatim.](C.

J.1,14,7)「 法 律(法)と 勅 法 が 、 将 来 の 行 為 に 形 式 を 与 え る こ と 、 過 去 の

行 為 に 関 係 づ け ら れ な い こ と は 、 確 か で あ る 。 た だ し 、 過 去 の 時 点 や 、 ま

た 、 ま だ 継 続 中 の 行 為 に 関 し て さ え も 特 に 規 定 さ れ た 場 合 は 、 こ の 限 り で

は な い 。」 〈constitutiones>一 ・〈constitutio>[勅 法]の[園 園]、 〈futuris>

…<futurus>[未 来 の]の[國 匠]團 、 〈revocari>… 〈revoco>[も ど す]の 図

囲 国 、 〈praeterita>… 〈praeteritus>[過 去 の]の 國 圃 圃 、 〈cautum>… 〈c

aveo>[配 慮 す る]の 囲 囹 〈cautus>の 團 口]国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈p

raeterito>… さ き の 〈praeteritus>の 團 匠]圏 、 〈pendentibus>… 〈pendeo>

[ぶ ら さ が る]の 囲 囹 〈pendens>の 圏 匝 團 。 ※ 〈estcertum>に ひ か れ た 対

格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈leges>と 〈constitutiones>と は 、 意 味

上 の 主 語 と し て 、そ れ ぞ れ 〈dare>と 〈revocari>に か か る 。 因]匠]→ 〈35>、 「将

来(未 来)と 過 去 」 → 「索 引 」。

〈1602>L・egesfingendietrefingendiconsuetudoestpericulo

sissima。[C6nsuetUd6fingendletrefingendllegesestperlcul6sis

sima.](7Coke.Pref.)「 法 律(法)を 作 り そ し て[す ぐ に]作 り な お す

慣 習 は 、 極 め て 危 険 で あ る 。」 〈fingendi>… 〈fingo>[つ く る]の 國 囮 〈fin

gendum>の 圓(團)、 〈refingendi>… 〈refingo>[つ く り な お す]の 國 囮 〈r

efingendum>の 圓(團)、 〈periculosissima>… 〈periculosus>[危 険 な]

の 國 〈periculosissimus>の 團 因 国 。※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。 「法 律(法)

と 慣 行 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(慣 行)」 → 「索 引 」。

〈1603>Legesllumanaenascuntur,vivunt,etmoriuntur。[Leg

eshUmanaenascuntur,vlvunt,etmoriuntur.](2Atk.674;1Bl.

Com.89;CalvinlsCase,7Co.Rep.25a)「 人 間 の 法 律(法)は 、 生 ま れ 、

生 き 、 そ し て 死 ぬ 。」 〈humanae>… 〈humanus>[人 間 の]の 閣 國 国 、 〈na

scuntur>… 圖 〈nascor>[生 ま れ る]の 囲 国 圏(図)、 〈vivunt>"° 〈vivo>

[生 き る]の 囲 国 國 、 〈mOriUntUr>… 圖 〈mOriOr>[死 ぬ]の 囲 国 國(図)。

〈1604>Legesjura唖11eservamlls.[Servamusleges(que)jUra.]

「私 た ち は 法 律 お よ び 法 を 守 る 。」 〈servamus>… 〈servo>[維 持 す る]の 囲

日 國 。 ※ 〈servamus>の と こ ろ に 〈serva>が 入 っ て く る と 、 「(君 は)守 れ 」

と い う 命 令 法 の 表 現 に な る 。 〈que>は 〈et>[そ し て]と 同 じ 意 味 で あ る 。 〈l

ex>[法 律]と 〈jus>[法]が 対 置 さ れ て い る 表 現 は そ れ ほ ど 多 く な い → 〈6

41翫s>・ 〈1436>・ 〈1769>。 両 概 念 の 内 容 や 相 互 関 係 に は 、 ロ ー マ 以 来 の

長 い 変 遷 の 歴 史 が あ る 。 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(法)」 → 「索 引 」

〈1605>Legesligentlatoremsuum.[Legesligentlat6remsuu
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m.](Fleta,B.1,C.17,81)「 法 律(法)が そ の 提 案 者 を 拘 束 す る よ う 。」 〈l

igent>… 〈ligo>[し ば る]の 國 囲 国 國 、 〈latorem>… 〈lator>[提 案 者]の

團[対]o〈1612>

〈1606>Legesnaturaeperfectissimaesuntetimmutabiles;h

umaniverojurisconditiosemperininfinitumdecurrit,etni

hilestineoquodperpetuostarepossit.[LegesnatUraesuntp

erfectissimaeetimmUtabiles;ver6conditi6jUrishUmanldecurri

tinInflnltumsemper,etnihil,quodpossitstareperpetu6,esti

ne6.](CalvinlsCase,7Co.Rep.25a)「 自 然 の 法 律(法)は 極 め て 完 全

な も の で 、 不 変 で あ る が 、 し か し 、 人 の 法 律(法)の 状 況 は 常 に 無 限 の[も

の]へ と 続 い て い き 、 そ し て 、 永 遠 に 存 立 す る こ と が 出 来 る よ う な[も の

は]、 そ の 中 に は な ん ら な い 。」 〈perfectissimae>… 〈perfectus>[完 全 な]

の 國 〈perfectissimus>の 國 國 国 、 〈immutabiles>… 〈immutabilis>[不 変

の]の 圏 國 国 、 〈humani>… 〈humanus>[人 の]の 團 圃 國 、 〈decurrit>

… 〈decurro>[走 り お り る]の 囲 国 團
、 〈infinitum>… 〈infinitus>[無 限

の]の 團 田 囲(囮)、 〈・tare>… 〈・t・ 〉[立 つ]の 國 圏.※ 〈・・〉 と 〈qu・d>

は 、 位 置 的 に は た が い に 近 い が 、 先 行 詞 と 関 係 代 名 詞 の 関 係 に は な い 。

〈1607>Legesnonverbis,sedrebus,suntimpositae.[Legess

untimpositae,n6nverbis,sedrebus.](10Co.Rep.101;Branch,P

rinc.)「 法 律(法)は 、 文 言 で は な く て 、 事 物 に 依 っ て 、 設 定 さ れ て い る 。」

〈impositae>… 〈impono>[す え る]の 囲 囹 〈impositus>の 國 園 国 。 ※ 〈no

n～sed>は 相 関 語 で あ る 。 完 了 分 詞 の 〈impositae>は 、 受 動 相 完 了 の 構 成

要 素 と し て の 形 で は な く 、 た ん な る 形 容 詞 と 理 解 し た 。

〈1608>Legesomniumsalutemsingulorumsalutianteponunt.

[Legesantep6nuntsalUtemomniumsalUtlsingul6rum,](Cic.DeF

in.3,19,64)「 法 律(法)は 、 す べ て の[人 々]の 安 全 を 、 個 々 の[人 々]

の 安 全 よ り も 重 視 す る 。」 〈anteponunt>… 〈antepono>[前 に お く]の 囲 国

[國 、 〈salutem>… 〈salus>[安 全]の 團 因]、 〈saluti>… さ き の 〈salus>の 團

團 、 〈SingUlOrUm>… 〈SingUli>[個 々 の]の 國 囲 圓(囮)。 ※ 「す べ て

と 個 」 → 「索 引 」

〈1608わfs>Legespoenacomprobantur.[Legescompr6banturpo

ena.]「 法 律(法)は 刑 罰 に 於 い て 確 認 さ れ る 。」 〈comprobantur>… 〈com

probo>[是 認 す る]の 図 囲 国 圏 。 ※ 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(刑

罰)」 → 「索 引 」

〈1609>1♂egesposteriorespriorescontrariasabrogant.[Leges

posteri6resabrogantpri6rescontrarias.](Pα αZ.D.1,3,28;1Co.Re

p.25b;Broom,Max.27.29)「(い っ そ う)後 の 法 律(法)は 、[そ れ と]
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矛 盾 す る(い っ そ う)前 の[法 律(法)]を 全 面 的 に 廃 止 す る 。」 〈abroga

nt>… 〈abrogo>[全 面 的 に 廃 止 す る]の 國 国 國 、 〈contrarias>… 〈contrar

ius>[反 対 の]の[國[図 因]。 ※ 「前 と 後 」 → 「索 引 」。 〈1689>

〈1610>Legessolamemoriaetusuretinebant.[Retinebantleg

esmem6riaetUsUs61a.](Steph.Com.1)「 彼 ら は 、 記 憶 と 慣 用 に 依 っ

て の み 法 律(法)を 保 持 し て い た 。」〈retinebant>… 〈retineo>[確 保 す る]

の 未 完 了 過 去 国 圏 、 〈memOria>… 〈memOria>[記 憶]の 團 團 。 ※ 〈SOla>

は 、 形 の う え で は 女 性 名 詞 〈memoria>に か か る だ け で あ る が 、 意 味 上 は 男

性 名 詞 の 〈USUS>の 方 に も か か る 。

〈1611>Legessuntinventae吼uaecumomnibussemperunaa

t唖ueeademvoceloquerentur.[Leges,quaeloquerenturcumom

nibusv6ceUnaatqueeademsemper,suntinventae.](Cicero)「 法

律(法)は 、 す べ て の[人 々]を 相 手 方 と し て 、 常 に 、 た だ 一 つ の 同 じ 声

で 語 る べ き も の と し て 、考 案 さ れ た 。」〈loquerentur>… 圖 〈loquor>[語 る]

の 圏 未 完 了 過 去 国 圏(図)、 〈VOCe>… 〈VOX>[声]の 團 圏 、 〈inVentae>… 〈i

nvenio>[見 つ け る]の 囲 囹 〈inventus>の 國 園 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。

※<quae>以 下 の 関 係 節 は 接 続 法 の 動 詞 を 含 ん で い る の で 、 こ の 関 係 代 名 詞

を 接 続 詞 の よ う に 扱 っ て 、 関 係 節 を 訳 出 す る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 「 目 的 」

を 示 す が 、 「～ す る と こ ろ の 」 と い う 関 係 代 名 詞 が 、 接 続 法 が 用 い ら れ て い

る こ と と の 関 係 で 、 「～ す る(さ せ る)た め に 」 へ と 微 妙 に 意 味 が か わ っ て

く る た め で あ る 。 近 代 欧 米 語 で は 、 接 続 詞 を 活 用 し て 、 意 味 に 明 確 さ を 与

え る こ と に な っ て い る 。 「 目 的 」 の ほ か に 、 「～ す る の で 」、 「～ す る た ぐ い

の 」、 「～ す る の に 」 と い っ た 「理 由 」、 「結 果 」、 「譲 歩 」 の 用 法 が あ る 。 『新

ラ テ ン 文 法 』 §787、 「関 係 節 中 の 接 続 法 」 → 〈815>・ 「索 引 」。

〈1612>Legessullmligentlatorem.[Legesligentlat6remsuu

m.](Fleta,Lib.1,C.17)「 法 律(法)は そ の 提 案 者 を 拘 束 す る よ う 。」 〈li

gent>… 〈ligO>[し ば る]の 國 囲 国 閣 、 〈latOrem>… 〈latOr>[提 案 者]の 團

因]Q〈1605>

〈1613>Legesvigilantibus,nondormientibus,subveniunt.[Le

gessubveniuntvigilantibus,n6ndormientibus.](Smithv,Carll,5

Johns.Ch.(N.Y.)122,145;Toolev.Cook,10How.Proc.(N.Y.)142,144)

「法 律(法)は 、 目 ざ め て い る[人]を 助 け る が 、[し か し 、]眠 っ て い る[人]

は 助 け な い.」 〈subveniunt>… 〈subveni・ 〉[助 け る]の 囲 国 圏 、 〈vigila

ntibus>… 〈vigilo>[目 ざ め て い る]の 囲 囹 〈vigilans>の 圏 囲 團(囮)、 〈d

ormientibus>… 〈dormio>[眠 る]の 囲 囹 〈dormiens>の 圏 囲 團(國)。

〈1613わfs>Legispecialipergeneralemnonderogatur.[N6nde

rogaturlegispecialipergeneralem.]「 特 別 な 法 律(法)は 一 般 的 な[法
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律(法)]に 依 っ て 部 分 的 に 廃 止 さ れ な い 。」 〈derogatur>… 〈derogo>[部

分 的 に 廃 止 す る]の 図 囲 国 團 、 〈speciali>… 〈specialis>[特 殊 の]の 團 國

團 。 ※ 「一 般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一 般)と ホ ン ネ(特

別)」 → 「索 引 」。

〈1614>Legibusidcircoomnesservimus,utliberiessepossi

mlls.[Omnesservlmuslegibusidcirc6,utpossimusessellberl.]

(Cic.ProClu,53,146)「 私 た ち は 、 す べ て 、 自 由 で あ る こ と が 出 来 る よ う

に 、 法 律(法)に 従 う 。」 〈SerVimUS>… 〈SerVi・ 〉[し た が う]の 囲 日 圏 、

〈liberi>… 〈liber>[自 由 な]の 閣 囲 国 。 ※ 〈idcirco～,ut>は 相 関 語 で あ

る 。 〈omnes>は 、 独 立 の 主 語 や 目 的 語 な ど で は な く て 、 隠 れ て い る 一 人 称

の 主 語 に か か る 。 「形 容 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈1615>Legibus,nonexemplisjudicandum.[JUdicandumlegib

us,n6nexemplls.]「 先 例 に 依 ら ず 、 法 律(法)に 依 っ て 裁 判 が な さ れ る

べ き[で あ る 。]」 〈judicandum>… 〈judico>[裁 判 す る]の 國 囮 〈judican

dus>[裁 判 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 園 国 、 〈exemplis>… 〈exemplum>

[先 例]の[園 圏 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈1616>Legibussumptisdesinentibus,1egenaturaeutendum

est.[EstUtendumlegenatUrae,legibussumptisdesinentibus.](2

Rolle,298)「[国 歌 に 依 っ て]定 め ら れ た 法 律(法)が 役 だ た な い と き に

は 、 自 然 の 法 律(法)を 用 い る べ き で あ る 。」 〈utendum>… 圖 〈utor>[用

い る]の 國 圏 〈utendus>[用 い ら れ る べ き[で あ る]]の 團 囲 国 、 〈sump

tis>… 〈sumo>[と る]の 匠1囹<sumptus>の[國[図 團 、 〈desinentibus>… 〈d

esino>[や め る]の 囲 囹 〈desinens>の 閣 國 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見

え る 。 「名 詞(legibus)プ ラ ス 現 在 分 詞(desinentibus)」 型 で 、 そ の 意

味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 〈utendum>は 動 形 容 詞 の 単 数 中 性 主 格 の 形 で あ

る が 、 こ れ は 非 人 称 的 な 表 現 に な っ て い る た め で あ る 。 〈utor>は 奪 格 を 支

配 す る 。 國 囮 → 〈1>、 囮 圏 → 〈22>。 「国 家 の 法 律(法)と 自 然 の 法 律(法)」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(国 家 の 法 律(法))と ホ ン ネ(自 然 の 法 律(法))」

→ 「索 引 」。

〈1617>Legisconstructionollfacitinjllriam.[C6nstrUcti61egi

sn6nfacitinjUriam.](Co.Litt.183)「 法 律(法)の 構 成 は 不 法 を な さ

な い 。」 〈constructio>… 「構 成 」。 〈13>・ 〈3776>・ 〈3818>

〈1618>Legisinterpretatiolegisvimobtinet.[Interpretati61e

gisobtinetvimlegis.](Ellesm,Post.N.55;Branch,Princ,)「 法 律(法)

の 解 釈 は 法 律(法)の 力 を 獲 得 す る 。」 〈obtinet>… 〈obtineo>[手 に い れ

る]の 囲 国 團 。

〈1619>Legisministerteneturnonfugereautretrocederein
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executiolleofficiisui。[Ministerlegisteneturn6nfugereautr

etr6cedereinexecUti6neofficilsul.](6Co.Rep.;Branch,Princ,)

「法 律(法)の 執 行 者 は 、 自 身 の 職 務 の 実 行 の 際 、 逃 げ た り 、 あ る い は 退 い

た り し な い よ う 、 拘 束 さ れ る 。」 〈minister>… 「助 成 者 」、 〈fugere>… 〈fug

io>[逃 げ る]の 囲 困 、 〈retrocedere>… 〈retrocedo>[退 く]の 囲 国 、 〈e

xecutione>… 〈executio>[執 行]の 團 圏 。

〈1620>Legisvirtusllaecest:imperare,vetare,permittere,

punire。[VirtUslegisesthaec:imperare,vetare,permittere,pUnI

re.](1140d.D.1,3,7)「 法 律(法)の 力 は 、 命 ず る こ と 、 禁 止 す る こ と 、 許

す こ と 、 罰 す る こ と 、 こ れ ら で あ る 。」 〈virtus>… 「力 」、 〈imperare>… 〈i

mpero>[命 令 す る]の 國 困 、 〈vetare>… 〈veto>[禁 止 す る]の 囲 困 、 〈P

ermittere>…<permitto>[許 す]の 囲 困 。

〈1621>Legislatorumestvivavox,rebusnonver1⊃islegemi

mponere。[V6xvivalegislat6rumestimp6nerelegemrebus,n6n

verbis.](10Co.Rep.101;Bart.Max.211)「 立 法 者 の 生 き た 声 は 、 文 言

で は な く 、事 物 に 依 っ て 法 律(法)を 設 定 す る こ と で あ る 。」 〈VOX>… 「声 」、

<ViVa>… 〈ViVUS>[生 き た]の 團 國 国 、<legiSlatOrUm>… 〈legiSlatOr>[立

法 者]の 圏 圏 、 〈imponere>… 〈impono>[す え る]の 囲 團 。

〈1622>Legitimeimperantiparerenecesseest・[ParereimPe「a

ntllegitimeestnecesse.](Jenk.Cent.120)「 適 法 に 命 令 す る[人]に

従 う こ と は 、 必 要 で あ る 。」 〈parere>… 〈pareo>[し た が う]の 囲 困 、 〈im

peranti>… 〈impero>[命 ず る]の 囲 囹 〈imperans>の 團 囲 團(匿 囮)、 〈ne

cesse>… 「必 要 な 」(不 変 化 詞)。 ※ 不 定 法 が 主 語 と な っ て い る → 〈171>。

〈1623>Legumcorrectorusus.[Ususcorrectorlegum.](Livius,

AbUrbeCond.45,32,7)「 慣 行 は 法 律(法)の 矯 正 者[で あ る]。 」 〈cor

rector>… 「矯 正 者 」。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 ※ 「法 律(法)と 慣 行 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(慣 行)」 → 「索 引 」。 〈420>

・ 〈1823>・ 〈2473>・ 〈2476>

〈1624>Legumministrimagistratus,1eguminterpresjudices.

[MagistratUsministrllegum,jUdicesinterpreslegum.](Cic,ProC

lu.53,146)「 政 務 官(公 職 者)は 法 律(法)の 執 行 者[で]、 裁 判 官 は 法 の 解

釈 者[で あ る 。]」 〈magistratus>… 〈magistratus>[官 吏]の 國 国 、 〈min

istri>… 〈minister>[執 行 者]の 國 国 、 〈interpres>… 「解 釈 者 」。 ※ 動 詞

が 省 略 さ れ て い る 。

〈1625>Levioras1111tilljuria,quaerepentineali⊂1uomotuacc

idunt,quameaquaemeditatepraeparatainferuntur.[InjUria,

quaeacciduntm6tUaliqu6repentine,suntlevi6ra,quamea,qua
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epraeparatainferunturmeditate.](Cic.DeOff.1,8,17)「 あ る 衝 動 に

依 っ て 突 然 に 生 ず る 不 法 な[こ と]は 、 準 備 さ れ た も の と し て 良 く 考 え て

加 え ら れ る も の よ り も 、 い っ そ う 軽 い 。」 〈injuria>… 〈injurius>[不 法 な]

の 閣 圃 国(囮)、 〈accidunt>… 〈accido>[生 ず る]の 囲 国 國 、 〈motu>

… 〈motus>[衝 動]の 團 圏 、 〈leviora>… 〈levis>[軽 い]の 囲 〈levior>の[園

囲 国 、 〈praeparata>… 〈praeparo>[準 備 す る]の 匠1囹 〈praeparatus>の 國

囲 国 、 〈inferuntur>… 〈infero>[は こ ぶ]の 図 囲 国 圏 。 ※ 〈praeparata>

と い う 完 了 分 詞 は 、 少 し 浮 い た 感 じ で 、 関 係 代 名 詞 〈quae>に か か る 。 「分

詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈1626>Lexae吼uitategaudet;appetitperfectum;estnorma

recti.[Lexgaudetaequitate;appetitperfectum;estn6rmarectl,]

(Jenk.Cent.36,Cas.69)「 法 律(法)は 、 衡 平 を 喜 び 、 ま た 完 全 な[も の]

を 求 め る 、 そ し て 、 こ れ は 正 義 の 規 範 で あ る 。」<gaudet>… 〈gaudeo>[喜

ぶ]の 囲 匡1團 、 〈apPetit>… 〈apPeto>[熱 心 に 志 す]の 囲 国 團 、 〈perfect

um>… 〈perfectus>[完 全 な]の 團 囮 因](圃)、 〈norma>… 「規 範 」、 〈re

cti>… 〈rectum>[公 正]の 團 圓 。 ※ 〈gaudeo>は 奪 格(aequitate)を ひ い

て い る 。 「法 律(法)と 衡 平 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン

ネ(衡 平)」 → 「索 引 」。

〈1627>Lexaliquandose吼uituraequitatem.[Lexsequituraequ

itatemaliquand6.](3Wils.119)「 法 律(法)は と き に は 衡 平 に 従 う 。」

※ 「法 律(法)と 衡 平 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(衡

平)」 → 「索 引 」。

〈1628>LexAngliaeestlexmisericordiae.[LexAngliaeestlex

misericordiae.](2Co.Inst.315,619)「 イ ギ リ ス の 法 律(法)は 慈 悲 の

法 で あ る 。」 〈Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團[国 、 〈misericordiae>

…<misericordia>[慈 悲]の 囲[國 。

〈1629>LexAngliaelexterraeest.[LexAngliaeestlexterrae.]

「イ ギ リ ス の 法 律(法)は[イ ギ リ ス と い う]国 の 法 律(法)で あ る 。」 〈A

ngliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團[圃 、 〈terrae>… 〈terra>[土 地]の 團

國 。

〈1630>LexAngliaenonpatitura1⊃surdum.[LexAngliaen6np

atiturabsurdum.](9Co.Rep.22)「 イ ギ リ ス の 法 律(法)は 不 合 理 な[こ

と]を 許 さ な い 。」 〈Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團[國 、 〈patitur>

… 圖 〈patior>[許 す]の 囲 国 團(図) 、 〈absurdum>… 〈absurdus>[不 合

理 な]の 團 囲 圃(囲)。

〈1631>LexAngliaenumquammatrissedsemperpatriscondi

tionemimitaripartumjudicat.[LexAngliaejUdicatpartumimit
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ariconditi6nemmatrisnumquam,sedconditi6nempatrissempe

r.](Co.Litt,123;Bart.Max.59)「 イ ギ リ ス の 法 律(法)は 、 子 が 、 母 の

[地 位 に 決 し て 倣 う こ と は]な く 、 父 の 地 位 に 常 に 倣 う こ と を 定 め る 。」 〈A

ngliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團[國 、 〈partum>… 〈partus>[子]の 團

因]、 〈imitari>… 圖 〈imitor>[模 倣 す る]の 囲 国(図)、 〈matris>… 〈mat

er>[母]の 團 圓 、 〈patris>… 〈pater>「 父 」 の 團 圓 。 ※ 〈judicat>に ひ か

れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈partum>は 、 意 味 上 の 主 語 と し

て 、<imitari>に か か る 。 因]困 → 〈35>。 〈numquam～sed>は 相 関 語 で あ

る 。

〈1632>LexAngliaesineparliamentomutarinonpotest.[Lex

Angliaen6npotestmUtarlsineparliament6.](6Co.lnst,21,619)

「イ ギ リ ス の 法 律(法)は 、 国 会 に[依 る]の で な い 限 り は 、 変 更 さ れ る こ

と は 出 来 な い 。」 〈Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團[國 、 〈mutari>…<m

uto>[変 え る]の 図 囲 團 、 〈parliamento>… 〈parliamentum>[国 会]の 團

圏 。

〈1633>Lexappetitperfectum.[Lexappetitperfectum.]「 法 律(法)

は 完 全 な[も の]を 求 め る 。」〈appetit>… 〈appeto>[ほ し が る]の 囲 国 團 、

〈perfectum>… 〈perfectus>[完 全 な]の 團 圃 園](囮)。

〈1634>Lexarctiusprohibet,quodfaciliusfieripotest。[Lex

prohibet,quodpotestfierlfacilius,arctius,]「 法 律(法)は 、 い っ

そ う 容 易 に な さ れ る こ と の 出 来 る[も の を]い っ そ う 厳 し く 禁 止 す る 。」 〈f

acilius>… 〈facile>[容 易 に]の 國 、<arctius>…<arctus>[固 い]に 由 来

す る[困 副 詞 。

〈1635>Lexbeneficialisreiconsimiliremediumpraestat.[Le

xbeneficialispraestatremediumrelc6nsimill.](3Co.Inst.689)

「利 益 を 与 え る 法 律(法)は 、 類 似 の 事 柄 に 救 済 を 与 え る 。」<beneficialis>

… 〈beneficialis>[禾1」 益 を 与 え る]の 團 國 国 、 〈praestat>… 〈praesto>[与

え る]の 囲 国 團 、 〈remedium>… 〈remedium>[救 済]の 團 因]、 〈consimi

li>… 〈COnSimiliS>[類 似 の]の 團 國 團 。

〈1636>Lexcitillstolerarevultprivatumdamnum⊂1uampubl

icummalum。[Lexvulttoleraredamnumprlvatumcitius,quam

malumpUblicum.](C.J.12,62,3;Co.Litt.132,152b)「 法 律(法)は 、

私 的 な 損 害 を 公 的 な 損 失 よ り も い っ そ う 速 く 受 け と め る こ と を 望 む 。」 〈to

lerare>… 〈tolero>[耐 え る]の 囲 困 、 〈citius>… 〈citus>[速 い]に 由 来

す る 匠]副 詞 。 〈1486>・ 〈1487>・ 〈2706>・ 〈2707>・ 〈3716>・ 〈3717>

〈1637>Lexcontraid,quodpraesumit,probationemnonreci

pit。[Lexn6nrecipitprobati6nemcontraid,quodpraesUmit.](L

B-397



offt,573)「 法 律(法)は 、 そ れ が 推 定 す る こ と に 反 し て は 、 証 明 を 受 け い

れ な い 。」 〈recipit>… 〈recipio>[う け い れ る]の 囲 国 團 。

〈1638>Lexdefuturo,judexdepraeterito.[LexdefutUr6,jU

dexdepraeterit6.]「 法 律(法)は 、 未 来 に 関 し て 、 裁 判 官 は 、 過 去 に 関

し て 、[判 断 す る]。 」 〈futuro>… 〈futurum>[未 来]の 團 圏 、 〈praeterito>

… 〈praeteritum>[過 去]の 團 圏 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈1639>Lexdeficerenonpotestinjustitiaexllibenda.[Lexn6

npotestdeficereinjUstitiaexhibenda.](Co.Lit.197;Jenk.Cent.3)

「法 律(法)は 、 正 義 を 示 す こ と に お い て 欠 け る と こ ろ が 在 る こ と は 出 来 な

い 。」 〈deficere>… 〈deficio>[欠 乏 す る]の 囲 国 、 〈exhibenda>… 〈exhib

eo>[見 せ る]の 國 圏 〈exhibendus>[見 せ ら れ る べ き[で あ る]]の 團[図 圏 。

※ 國 囮 → 〈1>。 動 形 容 詞 は 動 名 詞 風 に 訳 出 す る 必 要 が あ る 。 「動 形 容 詞 と 動

名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈1540>・ 「索 引 」

〈1640>Lexdilationessemperabhorret.[Lexabhorretdilati6n

essemper.](2Co.Inst.240)「 法 律(法)は 常 に 遅 延 を 嫌 う 。」 〈abhor

ret>… 〈abhorro>[い や が る]の 國 国 團 、〈dilationes>… 〈dilatio>[延 期]

の 圏 因]。

〈164・1>Lexestabaeterno.[Lexestabaetern6.](Jenk.Cent.3

4,Case66;Branch,Princ.)「 法 律(法)は 永 遠 の[も の]か ら 存 在 す る 。」

〈aeterno>… 〈aeternus>[永 遠 の]の 團 田 團(囮)。

〈1642>Lexestdictamenratiollis.[Lexestdictamenrati6nis.]

(Jenk.Cent.117,Case33)「 法 律(法)は 理 性 の 声 で あ る 。」 〈dictamen>

… 「声 」
。

〈1643>Lexestexercitusjudicumtutissimusductor.[Lexest

ductortUtissimusexercitUsjUdicum,](2Co.lnst.526)「 法 律(法)

は 、裁 判 官 と い う 軍 隊 の 最 も 安 全 な 指 導 者 で あ る 。」 〈ductor>… 「指 導 者 」、

〈tutissimus>… 〈tutus>[安 全 な]の 見 出 し 語 國 、 〈exercitus>… 〈exercit

us>[軍 隊]の 國 國 。

〈1644>Lexestnormarecti.[Lexestn6rmarecti.]「 法 律(法)

は 公 正 さ の 規 範 で あ る 。」 〈norma>… 「規 範 」、 〈recti>… 〈rectum>[公 正

さ]の 團 國 。

〈1645>Lexest,quodnotamus.[Lexest,quodnotamus.]「 法 律

(法)は 私 た ち が 記 載 す る[も の]で あ る 。」 〈notamus>… 〈noto>[印 を つ

け る]の 囲E國 。

〈1646>Lexestratiosllmma,insitaillnatura,唖11aejubetea

quaefaciendasuntprollibetquecontraria.[Lexestrati6summ

a,insitainnatUra,quaejUbetea,quaesuntfacienda,(que)pro
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hibetcontraria.](Cic.DeLeg.1,6,18;Co.Litt.319)「 法 律(法)は 、

自 然 の 中 に 刻 み こ ま れ て 、[そ し て 、]な さ れ る べ き こ と を 命 じ 、 ま た 、[そ

れ と]反 対 の[こ と]を 禁 止 す る 、 最 高 の 理 で あ る 。」 〈insita>… 〈insero>

[う え つ け る]の 囲 囹 〈insitus>の 團 國 国 、 〈jubet>… 〈jubeo>[命 ず る]

の 囲 国 團 、 〈facienda>… 〈facio>[な す]の 國 囮 〈faciendus>[な さ れ る

べ き[で あ る]]の 圏 囲 国 、 〈contraria>… 〈contrarius>[反 対 の]の 國 田

因](國)。 ※ 國 匪ヨ→ 〈1>。 〈quae～,quae>は 二 重 構 造 の 関 係 代 名 詞 で あ

る 。

〈1647>Lexestratiosumma,quaejubet,quaesuntutiliaet

necessaria,etcontrariaprohibet.[Lexestrati6summa,quae

jubet,quaesuntUtiliaetnecessaria,etprohibetcontraria,](Co.

Litt.319b)「 法 律(法)は 、 有 用 で 必 要 な[こ と を]命 じ 、 そ し て[こ れ

と]反 対 の[こ と]を 禁 止 す る 、 最 高 の 理 で あ る 。」 〈jubet>… 〈jubeo>[命

ず る]の 囲 国 團 、 〈neCeSSaria>… 〈neCeSSariUS>[必 要 な]の 國 圃 国 、 〈C

ontraria>… 〈contrarius>[反 対 の]の[園 園 因](囮)。 ※ 〈1646>に あ る 〈p

rohibetque>中 の 〈que>に か わ っ て 、 〈et(contraria)〉 が き て い る 。 ニ ュ ア

ン ス は そ れ ぞ れ 少 し 異 な る 。 〈quae～,quae>は 二 重 構 造 の 関 係 代 名 詞 で

あ る 。

〈1648>Lexestsanctiosancta,jubenshonesta,etprohibens

contraria.[Lexestsancti6sancta,jubenshonesta,etprohiben

scontraria,](2Co.Inst.588)「 法 律(法)は 、 立 派 な[こ と]を 命 じ 、

そ し て 、 そ れ に 反 対 の[こ と]を 禁 止 す る 、 神 聖 な 規 定 で あ る 。」 〈sancti

o>… 「約 款 」、 〈sancta>… 〈sanctus>陪 申 聖 な]の 團 國 国 、 〈jubens>… 〈j

ubeo>[命 ず る]の 囲 囹 〈jubens>の 團 國 国 、 〈honesta>… 〈honestus>[立

派 な]の[園 田 因](囮)、 〈prohibens>… 〈prohibeo>[禁 止 す る]の 國 囹 〈p

rohibens>の 團 因 国 、 〈contraria>…<contrarius>[反 対 の]の[國 匠]因]

(匿 唾])。 ※ 〈sancta>の 位 置 に 〈sacra>が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。 〈sacra>は

〈sacer>[神 聖 な]の 團 國 国 で あ る 。

〈1649>Lexesttutissimacassis,subclypeolegisnemodeci

pitur.[LexestcassistUtissima,nem6decipitursubclype61egis.]

(2Co.Inst.56)「 法 律(法)は 最 も 安 全 な 兜 で あ る 。 誰 も 、 法 律(法)の

盾 の 下 で は 、 欺 か れ な い 。」 〈cassis>… 「か ぶ と 」、 〈tutissima>… 〈tutus>

[安 全 な]の 國 〈tutissimus>の 團 國 国 、 〈decipitur>… 〈decipio>[欺 く]

の 図 囲 国 團 、 〈clypeo>… 〈clypeum>[盾]の 團 團 。

〈1650>Lexfacitregem.[Lexfacitregem.]「 法 律(法)が 国 王

を 作 る 。」

〈1651>Lexfavetdoti.[Lexfavetd6ti.](Jenk.Cent.50;3&4,
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WilL4,C.105)「 法 律(法)は 嫁 資 を 優 遇 す る 。」 〈favet>… 〈faveo>[好 意

を も つ]の 囲 国 團 、 〈doti>… 〈dos>[嫁 資]の 團 團 。

〈1652>Lexfingit,u1⊃isubsistitaequitas.[Lexfingit,ublaeq

uitassubsistit.](10Co.Rep.90;Branch,Princ.)「 法 律(法)は 、 衡

平 が 留 ま る と こ ろ で 、擬 制 す る 。」〈fingit>… 〈fingo>[擬 制 す る]の 囲 国 團 、

〈subsistit>… 〈subsisto>[停 止 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「法 律(法)と 衡 平 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(衡 平)」 → 「索 引 」。 〈123

1>

〈1653>Lexinjustanonestlex.[LexinjUstan6nestlex.]「 不

正 な 法 律(法)は 法 律(法)で は な い 。」 ※ こ れ は 、 「悪 法 も 法 な り 」 と い

う 、 よ く 知 ら れ た 格 言 的 な 命 題 の 意 味 す る と こ ろ と は 、 あ る 部 分 で は 正 反

対 の 考 え か た を 示 す も の と な っ て い る 。 こ の 発 想 は 、 ギ リ シ ア 哲 学 の 考 え

か た と も つ な が っ て い る 。

〈1654>Lexintenditvicinumvicinifactascire.[Lexintendit

vicinumscirefactavicini.](Co.Litt.78b)「 法 律(法)は 、 隣 人 が 隣

人 の 行 為 を 知 っ て い る こ と を 意 図 す る 。」 〈intendit>… 〈intendo>[志 す]

の 囲 国 團 、<ViCinUm>… 〈ViCinUS>[隣 人]の 團 圃 、<SCire>… 〈SCiO>[知

る]の 囲 国 、 〈vicini>… さ き の 〈vicinus>の 圓 圖 。 ※ 〈intendo>に ひ か れ た

対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。対 格 形 の 〈vicinum>は 、意 味 上 の 主 語 と し て 、

〈scire>に か か る 。 囲 困 → 〈35>

〈1655>Lexinterpellatprollomine.[Lexinterpellatpr6homin

e.]「 法 律(法)は 人 に 代 っ て 催 告 す る 。」 〈interpellat>… 〈interpello>

[催 告 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「不 可 能 」 → 「索 引 」。 〈617>

〈1656>Lexjubeat,nondisputet.[LexjUbeat,n6ndisputet.]

(Sen.Ep,94,38)「 法 律(法)は 、 命 ず る べ き で あ っ て 、 論 ず る べ き で は な

い 。」 〈jubeat>… 〈jubeo>[命 ず る]の 圏 囲 国 團 、 〈disputet>°"<disPuto>

[論 ず る]の 圏 囲 国 圓 。

〈1657>Lexjudicatderebusnecessariofaciendisquasireip

safacta.[LexjUdicatderebusfaciendisnecessari6,quasireips

afacta,](Branch,Princ.)「 法 律(法)は 、 必 要 上 事 柄 を な す こ と に 関

し て 、 あ た か も そ の 事 柄 そ れ 自 体 が な さ れ た 場 合 の よ う に 、 判 断 す る 。」 〈f

aciendis>… 〈facio>の 國 囮 〈faciendus>[な さ れ る べ き[で あ る]]の 國 國

圏 。 ※ 〈faciendus>と い う 動 形 容 詞 は 動 名 詞 に 読 み か え て 訳 す 必 要 が あ る 。

〈necessario>と い う 副 詞 が き て い る の は 、 「べ き で あ る 」 と い っ た 動 形 容

詞 的 な ニ ュ ア ン ス を い っ そ う 強 く 出 す た め で あ ろ う 。 國 圏 → 〈1>。 絶 対 的

奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(re)フ ゜ラ ス 完 了 分 詞(facta)」 型 で 、 そ の 意

味 は 「～ と き に 」 で あ る 。 囮 圏 → 〈22>、 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」
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→ 〈153>・ 〈1540>「 索 引 」。

〈1658>L・exjustononestposita.[Lexn6nestpositajUst6.]

(Morits)「 法 律(法)は 、 正 し い[人]の た め に 設 定 さ れ て い る の で は な

い 。」 〈posita>… 〈pono>[お く]の 囲 囹 〈positus>の 團 國 国 。 ※ 〈positus>

は 、 受 動 相 完 了 の 構 成 要 素 と し て で は な く 、 た ん な る 形 容 詞 と 理 解 し て い

る 。

〈1659>Lexlegetollitur.[Lextolliturlege.]「 法 律(法)は 法 律

(法)に 依 っ て 廃 止 さ れ る 。」<tollitur>… 〈tollo>[奪 う]の 図 囲 国 團 。 〈6

88>

〈1660>Lexmoneat,nondoceat.[Lexmoneat,n6ndoceat.]「 法

律(法)は 戒 め る べ き で あ っ て 、 教 え る べ き で は な い 。」 〈moneat>… 〈mo

neo>[警 告 す る]の 圏 囲 国 團 、〈doceat>… 〈doceo[教 え る]の 圏 囲 国 團 。

〈1661>Lexmoneat,priusquamferiat.[Lexmoneat,priusquam

feriat.]「 法 律(法)は 、[人 々 に]適 用 さ れ る 前 に 、 警 告 す る べ き で あ

る 。」 〈moneat>… 〈moneo>[警 告 す る]の 圏 囲 国 團 、 〈feriat>… 〈ferio>

[打 つ]の 圏 國 国 團 。

〈1662>Lexnecessitatisestlextemporis(scilicetinstantis).

[Lexnecessitatisestlextemporis(scilicetinstantis).](Hob.159)

「緊 要 の 法 は 、 時 の(つ ま り そ の 時 の)法 律(法)で あ る 。」 〈instantis>

… 〈instans>[現 在 の]の 團 匝][国 。

〈1663>Lexnemillemcogitadimpossibilia.[Lexc6gitnemine

madimpossibilia.]「 法 律(法)は 誰 に も 不 可 能 な[こ と]を 強 い な い 。」

※ 「不 可 能 」 → 「索 引 」

〈1664>Lexneminemcogitadvanaseuinutiliaperagenda.[L

exc6gitneminemadperagendavanaseuinUtilia.](Broom,Max.1

69,252;5Co.Litt.197b;Laughter'sCase,5;Co.Rep.21b;Wing.Ma

x,600)「 法 律(法)は 、 誰 に 対 し て も 、 無 益 な こ と あ る い は 無 用 な こ と を

遂 行 す る こ と を 強 い な い 。」 〈peragenda>… 〈perago>[完 成 す る]の 國 囮 〈p

eragendus>[完 成 さ れ る べ き[で あ る]]の[園 匝1因]、 〈vana>… 〈vanus>

[空 虚 な]の 困到匝]因](囲)、 〈inUtilia>… 〈inUtiliS>[無 用 な]の 困到匝]匿1

(囮)。 ※ 動 形 容 詞 は 動 名 詞 風 に 訳 す 必 要 が あ る 。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密

接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈1540>。 こ こ の ラ テ ン 語 文 を 英 語 文 に 移 す と 、 〈Th

elawforcesnoonetodovainoruselessthings.〉 と い う よ う に 、不

定 詞 を 用 い た 、 と て も シ ン プ ル な 構 造 の も の に な っ て く る 。 ラ テ ン 語 の ニ

ュ ア ン ス も 、 こ れ く ら い の 軽 さ の も の で あ る 。 國 圏 → 〈1>

〈1665>Lexneminemcogitostendere,quodnescirepraesumi

tur.[Lexc6gitostendereneminem,quodpraesUmiturnescire.](L
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offt,569;2Co.Inst.587)「 法 律(法)は 、 誰 に 対 し て も 、 そ の 人 が 知 ら

な い と 推 定 さ れ る[こ と を]示 す よ う に は 強 制 し な い 。」 〈ostendere>… 〈o

stendo>[示 す]の 囲 圏 、<nescire>… 〈nescio>[知 ら な い]の 囲 圏 。 ※

主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 主 語 は 、 〈praesumitur>と 〈nesci

re>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>。 〈cogo>は 補 足 不 定 法 〈ostendere>を と

る 。

〈1666>Lexnemillifacitinjuriam.[LexfacitinjUriamneminl.]

(Branch,Princ.)「 法 律(法)は 誰 に 対 し て も 不 法 を な さ な い 。」

〈1667>Lexneminioperaturiniquum.[Lexoperaturiniquumn

emini.](Jenk.Cent.18,22,Case,33)「 法 律(法)は 誰 に 対 し て も 不 衡 平

な[こ と]を な さ な い 。」 〈operatur>… 圖 〈operor>[遂 行 す る]の 囲 国 團

(図)、 〈iniquum>…<iniquus>[不 衡 平 な]の 團 圃 因](囮)。

〈1668>Lexnihilfrustrajubet.[LexjubetnihilfrUstra.](3B

ulst.280;Broom,Max.169,252)「 法 律(法)は 無 益 と 成 る よ う に は な に

も 命 じ な い 。」 〈jubet>… 〈jubeo>[命 ず る]の 囲 国 團 。 ※ 「〈frustra>系 の

も の 」 → 「索 引 」

〈1669>Lexnilfacitfrustra.[LexfacitnllfrUstra.](Jenk.Cen

t.17;3Bulst.280;Broom,Max.169,252)「 法 律(法)は 無 益 と 成 る よ

う に は な に も な さ な い 。」 ※ 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈1670>L・exnonaregeestviolanda.[Lexestviolandan6na

rege.](Jenk.Cent.7)「 法 律(法)は 国 王 に 依 っ て は 侵 犯 さ れ て は な ら な

い 。」<violanda>…<violo>[侵 す]の 國 囮<violandus>[侵 さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈1671>Lexnoncogitadimpossibilia.[Lexn6nc6gitadimpo

ssibilia.](CεZ.D.50,ヱ7,185;Broom,Max.162,242;Co,Litt.231b;Ho

b.96)「 法 律(法)は 、 不 可 能 な[こ と]へ と[人 々 を]強 い な い 。」 ※ 「不

可 能 」 → 「索 引 」

〈1672>Lexnoncuratdeminimis。[Lexn6ncUratdeminimis.]

(Hob.88)「 法 律(法)は 些[事]を 考 慮 し な い 。」 〈curat>… 〈curo>[酉 己

慮 す る]の 囲 国 團 。

〈1673>Lexnondebetdeficereconquerentibusinjustitiaex

hibenda.[Lexn6ndebetdeficereconquerentibusinjUstitiaexhi

benda.](Co.Litt.1976)「 法 律(法)は 、 正 義(裁 判)を 示 す こ と に 於 い

て 、 訴 え て く る[人]の た め に 欠 け る と こ ろ が 在 っ て は な ら な い 。」 〈defi

cere>… 〈deficio>[欠 け る]の 囲 匠]、 〈conquerentibus>・ 一 圖 〈conqueror>

[不 満 を 訴 え る]の 囲 囹 〈conquerens>の 國 囲 團(囮)、<exhibenda>… 〈e

xhibeo>[示 す]の 國 囮 〈exhibendus>[示 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國
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圏 。 ※ 動 形 容 詞 は 動 名 詞 に 読 み か え て 訳 さ な け れ ば な ら な い 。 「示 さ れ る

(べ き)正 義 に お い て 」 で は な く 、 「正 義 を 示 す こ と に お い て 」 と い う よ う

に で あ る 。 國 囮 → 〈1>、 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈15

40>

〈1674>Lexnondebetesseludibrio.[Lexn6ndebetesseIUdi

bri6.](C,J.1,1,1;J㍑Z,D.5,1,75二D.43,8,7)「 法 律(法)は 戯 れ の 対 象

と 成 っ て は な ら な い 。」 〈ludibrio>… 〈ludibrium>[戯 れ]の 團 團 。

〈1675>Lexnondistinguit.[Lexn6ndistinguit.]「 法 律(法)

は 区 別 し な い 。」 〈distinguit>… 〈distinguo>[区 別 す る]の 囲 国 團 。

〈1676>Lexnonexactedefinit,sedarbitrioboniviripermitt

it.[Lexn6ndeflnitexacte,sedpermittitarbitri6virlbonl.](Gr

otius;Bisselv.Briggs,9(Mass.)475,6Am.Dec.88)「 法 律(法)は 、 正

確 に は 定 義 し な い が 、 し か し 、[そ れ を]良 い 人 の 裁 量 に 委 ね る 。」<defini

t>… 〈definio>[定 義 す る]の 囲 国 團 、 〈arbitrio>… 〈arbitrium>[裁 量]

の 團 團 。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。 〈virbonus>は 「良 い 人 」 と も

「善 い 人 」 と も 読 め る 。 し か も 、 「良 い 人 」 に は 、 「有 能 な 」 と い う 意 味 と 、

「平 均 的 な レ ヴ ェ ル の 」 と い う 、 格 の ち が っ た 意 味 と が あ る 。 法 律 用 語 の な

か に は 、 い か に も 倫 理 的 ・道 徳 的 な 雰 囲 気 の 、 「善 良 な 人 」 と い う ニ ュ ア ン

ス を も っ た 表 現 は あ ま り な く 、 「良 い 人 」 系 統 の 訳 語 を つ け る 必 要 の あ る 事

例 が 多 い よ う に 思 わ れ る 。 ち な み に 、 〈diligentiabonipatrisfamilias>

に つ い て は 、 こ れ を 「善 良 な 家 長 の 注 意 」 と 訳 出 せ ず 、 「丹 念 な(あ る い は

:標 準 的 な)家 長 の 注 意 」 と す る の も 、 一 案 で あ る 。

〈1677>Lexnonfavetvotisdelicatorum.[Lexn6nfavetv6tis

delicat6rum.](9Co.Rep.58)「 法 律(法)は 、 甘 や か さ れ た[人 々]の

願 望 に 有 利 な 取 扱 は し な い 。」 〈favet>… 〈faveo>[好 意 を も つ]の 囲 国 團 、

<votis>… 〈votum>[願 望]の[國 團 、<delicatorum>…<delicatus>[享 楽

的 な]の[園 囲 圏([巫 ヨ)。 〈597>・ 〈1532>・ 〈2258>

〈1678>Lexnonintenditaliquidimpossibile。[Lexn6nintendi

taliquidimpossibile.](CeZ.D.50,17,185;12Co.Rep.89a)「 法 律(法)

は 不 可 能 な あ る こ と を 意 図 し な い 。」 〈intendit>… 〈intendo>[意 図 す る]

の 囲 国 團 。 ※ 「不 可 能 」 → 「索 引 」。<1162>・ 〈1163>・ 〈2045>・ 〈2088>

・ 〈3673>

〈1679>Lexnonnovitpatrem,necmatrem,solamveritatem.

[Lexn6nn6vitpatrem,necmatrem,veritatems61am.](1Bulst,1

99)「 法 律(法)は 、 父 も 母 も 知 っ て は い ず 、 真 実 だ け を[知 っ て い る]。 」

<novit>… 〈nosco>[知 る]の 囲 国 團 、<patrem>… 〈pater>[父]の 團 圃 、

〈matrem>… 〈mater>[母]の 團 因]、 〈veritatem>… 〈veritas>[真 実]の 團
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因]。 ※ 〈non～nec>は 、 〈nec～nec>系 の 相 関 語 で あ る 。 〈novit>は 完 了

形 で あ り な が ら 、 現 在 の 意 味 を 示 す 特 別 の 動 詞 で あ る 。 「現 在 形 の 意 味 を も

つ 完 了 」 → 〈275>・ 「索 引 」

〈1680>Lexnonobligatnisipromulgata.[Lexn6nobligatnisi

pr6mulgata.]「 法 律(法)は 、 公 布 さ れ た[も の]で な い 限 り は 、[人

々 を]拘 束 し な い 。」 〈promulgata>… 〈promulgo>[公 布 す る]の 園 囹 〈pr

・mulg・tu・ 〉の 團 國 国(囲)。

〈1681>Lexnonoriturexinjuria.[Lexn6noriturexinjUria.]

「法 律(法)は 不 法 か ら 生 じ な い 。」 〈oritur>… 圖 〈orior>[生 ず る]の 囲

国 團(図)。

〈1682>Lexnonpatitllrfractionesetdivisionesstatlltorllm.

[Lexn6npatiturfracti6nesetdlvlsi6nesstatUt6rum.](1Co.Rep.

87a;Branch,Princ.)「 法 律(法)は 、 制 定 法 の 断 片 お よ び 分 割 さ れ た も

の を[援 用 す る こ と を]許 さ な い 。」 〈patitur>… 巨]〈patior>[こ う む る]

の 囲 国 團(図)、 〈fractiones>… 〈fractio>[部 分]の 圏 圃 、 〈divisiones>

… 〈divisio>[区 分]の[園 因] 、 〈statutorum>… 〈statutus>[制 定 法]の[園

國 。

〈1683>Lexnonpraecipitinutilia.[Lexn6npraecipitinUtilia.]

(Co.Litt.127b)「 法 律(法)は 無 用 な[こ と]を 命 じ な い 。」 〈praecipit>

… 〈praecipio>[命 ず る]の 囲 国 團 、 〈inutilia>… 〈inutilis>[無 用 な]の

圏 田 囲(囮).〈3112>

〈1684>Lexnonrequiritverificari,quodapParetcuriae.[Lex

n6nrequirit,quodapparetcUriae,verificari.](9Co.Rep.54)「 法

律(法)は 、 裁 判 所 に 明 ら か と な っ て い る[こ と が]証 明 さ れ る こ と を 求

め な い 。」 〈requirit>… 〈requiro>[要 求 す る]の 囲 国 團 、 〈apparet>… 〈a

PPareo>[明 ら か に な る]の 囲 国 團 、〈curiae>… 〈curia>[裁 判 所]の 團 團 、

〈verificari>… 〈verifico>[証 明 す る]の 図 囲 匠]。 ※ 〈requiro>に よ っ て ひ

か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 関 係 代 名 詞 〈quod>の 、 省 略 さ れ て い る

対 格 形 の 先 行 詞 が 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈verificari>に か か る 。 因]困 → 〈3

5>。 〈1799>・ 〈2304>

〈1685>Lexnonvaletextraterritorium.[Lexn6nvaletextra

territ6rium.]「 法 律(法)は 領 域 外 で は 効 力 を 持 た な い 。」 〈territoriu

m>… 〈territOriUm>[領 域]の 團 因]。

〈1685わfs>Lexnovaadpraeteritatralline唖uit.[Lexnovaneq

uittrahladpraeterita.]「 新 し い 法 律(法)は 過 去 へ と 引 き よ せ ら れ る

こ と は 出 来 な い 。」 〈nova>…<novus>[新 し い]の 團 國 国 、 〈nequit>… 〈n

equeo>[で き な い]の 囲 国 團 、 〈trahi>… 〈traho>[ひ く]の 図 囲 国 、 〈P
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raeterita>… 〈praeteritum>[過 去]の[園[到 。

〈1686>L・expluslaudatur,唖uandorationeprobatur.[Lexlaud

aturplUs,quand6probaturrati6ne.](Broom,Max,97,159;Litt.Ep

iL)「 法 律(法)は 、 理 に 依 っ て 是 認 さ れ る と き に 、 い っ そ う 賞 讃 さ れ る 。」

〈laudatur>… 〈laudo>[賞 讃 す る]の 図 囲 国 團 。 ※ 「法 律(法)と 理 」 →

「索 引 」

〈1687>Lexposterioradpriorestrallinequit.[Lexposterior

nequittrahladpri6res.](Tθr飽ZZfα η㍑s.D.1,3,27;Pα ㍑Z.D.ヱ,3,28;C.

J,14,7)「(い っ そ う)後 の 法 律(法)は 、(い っ そ う)前 の[法 律(法)]

へ と[解 釈 の 際 に]引 き よ せ ら れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈nequit>… 〈neque

o>[で き な い]の 囲 国 團 、 〈trahi>… 〈traho>[ひ き よ せ る]の 図 囲 圏 。

※ 「前 と 後 」 → 「索 引 」

〈1688>Lexposteriorderogatpriori.[Lexposteriorderogatpr

i6rL](Mod.D.1,4,4;Pα ㍑Z.D.1,3,28;Mack.Civ.Law,5;Broom,Max.2

7,28,348)「(い っ そ う)後 の 法 律(法)は 、(い っ そ う)前 の[法 律(法)]

を 部 分 的 に 廃 止 す る 。」 〈derogat>… 〈derogo>[部 分 的 に 廃 止 す る]の 囲 国

團 。 ※ 「前 と 後 」 → 「索 引 」。 〈1539>

〈1689>Lexposteriorgeneralisnonderogatpriorispeciali.[L

exposteriorgeneralisn6nderogatpri6rispeciali.]「 い っ そ う 後 の

一 般 的 な 法 律(法)は
、(い っ そ う)前 の 特 別 な[法 律(法)]を 部 分 的 に

廃 止 し な い 。」 〈derogat>… 〈derogo>[部 分 的 に 廃 止 す る]の 囲 国 團 、 〈sp

eciali>…<specialis>[特 別 な]の 團 國 團 。 ※ 〈derogo>は 与 格 を ひ く 。 「前

と 後 」 → 「索 引 」、 「一 般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(一 般 的)

と ホ ン ネ(特 別)」 → 「索 引 」。 〈1609>

〈1690>1♂exprospicit,nonrespicit.[Lexpr6spicit,n6nrespici

t.](Jenk.Cent.283)「 法 律(法)は 、 前 を 見 る[が 、 し か し]、 後 を 見 な

い 。」 〈proscipit>… 〈prospicio>[前 を 見 る]の 囲 国 圓 、 〈respicit>'"〈re

spicio>[後 を 見 る]の 囲 国 團 。 ※ 「前 と 後 」 → 「索 引 」。 〈413>・ 〈2305>

〈1691>Lexpunitmendacium.[LexpUnitmendacium.](Jenk.C

ent.15)「 法 律(法)は 嘘 を 罰 す る 。」 〈mendacium>… 〈mendacium>[嘘]

の 團 因]。 〈663>

〈1692>Lexregitarmatuentur.[Lexregit,armatuentur.]「 法

律(法)は 支 配 す る[が]、 武 器 は 守 る 。」 〈regit>… 〈regio>[支 配 す る]

の 國 国 團 、 〈arma>… 「武 器 」(複 数 形)、 〈tuentur>… 圖 〈tueor>[守 る]

の 國 国 圏(図)。 ※ 「法 律(法)と 武 器 」 → 「索 引 」

〈1693>Lexrejicitsuperflua,pugnantia,incongrua.[Lexrejic

itsuperflua,pUgnantia,incongrua.](Jenk.Cent.122,14・0,176)「 法
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律(法)は 、 余 分 な[も の]、 矛 盾 す る[も の]、 不 適 切 な[も の]を 斥 け

る 。」 〈rejicit>… 〈rejicio>[拒 否 す る]の 國 国 團 、 〈superflua>… 〈superf

luus>[過 剰 な]の[國 匠]因]([蟹)、 〈pugnantia>… 〈pugno>[反 駁 す る]

の 囲 囹 〈pugn・n・ 〉の 圏 圃 囲(囮)、 〈in・ ・ng・u・ 〉… 〈in・ ・ng・uu・ 〉[不 適

切 な]の[園 園 因](囮)。

〈1694>Lexreprobatmoram.[Lexrepr6batmoram.](Jenk,Cent.

35)「 法 律(法)は 遅 延 を 非 難 す る 。」 〈reprobat>… 〈reprobo>[非 難 す る]

の 囲 国 團 、 〈m・ram>… 〈m・ra>[遅 延]の 團 因]。

〈1695>Lexrespicitaequitatem.[Lexrespicitaequitatem.](Co.

Litt.24b;14Q.B.R.504,511,512;Broom,Max.151)「 法 律(法)は 衡

平 を 考 慮 す る 。」 〈respicit>… 〈respicio>[考 慮 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「法 律

(法)と 衡 平 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(衡 平)」 → 「索

引 」。

〈1696>Lexscriptasicesset,idcustodirioportetquodmori

busetconsuetudineinductumest,etsiquainrehocdefecer

it,tllncid噌uodproximllmetcollse⊂1uenseiest,etsiidnon

apPareat,tunc,jusquourbsRomanautitur,servarioportet.

[Oportetid,quodestinductumm6ribusetc6nsuetUdine,cUst6d

iri,silexscriptacesset,etid,quodestproximumetc6nsequen

sel,tunc,slhocdefeceritinrequa,etoportetjUs,qu6urbsR

6manaUtitur,servarltunc,slidn6nappareat,](Iul.1,3,32pr.;7

Co.Rep.19)「 も し 成 文 の 法 律(法)(ロ ー マ 法)に 規 定 が な い 場 合 に は 、

慣 行 お よ び 風 習 か ら 導 き だ さ れ た も の が 守 ら れ る こ と が 必 要 で あ り 、 そ し

て 、 も し 、 ひ ょ っ と し て 、 こ れ が[そ の]事 柄 の 中 に 欠 け て い た よ う な 場

合 に は 、そ の と き 、[そ れ に]極 め て 近 い も の 、 お よ び そ れ に 倣 う も の が[守

ら れ る こ と が 必 要 で あ り]、 そ し て 、 も し そ れ[も]明 ら か と な ら な い 場 合

に は 、そ の と き 、ロ ー マ 市 が 用 い て い る 法 が 維 持 さ れ る こ と が 必 要 で あ る 。」

〈inductum>… 〈induco>[と り い れ る]の 囲 囹 〈inductus>の 團 圃 国(受

動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈moribus>… 〈mos>['1貫 行]の 腫]圏 、 〈custodiri>

… 〈custodio>[守 る]の 図 國 匠] 、 〈scripta>… 〈scribo>[書 く]の 園 囹 〈s

criptus>の 團 國 国 、 〈cesset>…<cesso>[さ し ひ か え る]の 國 囲 国 團 、<c

onsequens>… 圖 〈consequor>[し た が う]の 囲 囹 〈consequens>の 團 圃 国 、

〈defecerit>… 〈deficio>[お と ろ え る]の 圏 囲 国 團 、 〈urbs>… 「市 」、 〈Ro

mana>… 〈Romanus>[ロ ー マ の]の 團 國 国 、 〈servari>… 〈servo>[保 持

す る]の 図 囲 圏 、 〈appareat>… 〈appareo>[見 え る]の 圏 囲 国 團 。

〈1697>Lexsemperdabitremedium.[Lexdabitremediumsemp

er.](Branch,Princ.;Broom,Max.118,192;Jacob,69)「 法 律(法)は
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常 に 救 済 を 与 え る で あ ろ う 。」 〈remedium>…[救 済]の 團 因]。 〈3640>

〈1698>Lexsemperdebetessedecasudubitabili.[Lexdebet

essedecasUdubitabillsemper.](σlp.D.50,1,ヱ,2;Nic.Ev.Loc.Arg.

Leg.79,58)「 法 律(法)は 、 疑 問 を 生 じ さ せ る 事 案 に 関 し て 常 に 存 在 し て

い る べ き で あ る 。」 〈dubitabili>… 〈dubitabilis>[疑 わ し い]の 團[劉 團 。

〈1699>Lexsemperilltelldit,唖110dcollvenitrationi.[Lexinte

nditsemper,quodconvenitrati6nl.](Co.Litt,78b)「 法 律(法)は 、

常 に 、 理 に 合 致 す る[こ と を]目 ざ す 。」 〈intendit>… 〈intendo>[め ざ す]

の 囲 国 圓 、 〈COnVenit>… 〈COnVeniO>[合 致 す る]の 囲 国 團(非 人 称 的 用

法)。 ※ 〈venit>に は 、 現 在 形 の ほ か に 、 完 了 形 が 同 形 と し て あ る 。 長 音 が

つ い て 〈venit>と な る の は 、 完 了 形 の 方 で あ る 。 ※ 「法 律(法)と 理 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(法)と ホ ン ネ(理)」 → 「索 引 」。 〈3145>

〈1700>Lexsemperloquitur.[Lexloquitursemper.]「 法 律(法)

は 常 に 語 る 。」 〈loquitur>… 圖 〈loquor>[話 す]の 囲 国 團(図)。 〈1674>

〈1701>Lexspecialisderogatlegigenerali.[Lexspecialisdero

gatleglgenerall.]「 特 殊 な 法 律(法)は 一 般 的 な 法 律(法)を 部 分 的 に

廃 止 す る 。」 〈specialis>… 〈specialis>[特 別 な]の 團 因 国 、〈der・gat>… 〈d

erogo>[部 分 的 に 廃 止 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈derogo>は 与 格 を と る 。 「一 般

と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一 般 的)と ホ ン ネ(特 殊)」 → 「索

引 」。 〈1031>・ 〈1033>・ 〈1038>・ 〈3455>

〈1702>Lexspectatnaturaeordinem.[Lexspectat6rdinemnat

Urae.](Co.Litt.197b,Broom,Max.52)「 法 律(法)は 自 然 の 秩 序 を 考 慮

す る 。」 〈spectat>… 〈specto>[見 る]の 囲 国 團 、 〈ordinem>… 〈ordo>[秩

序]の 團 因]。 ※ 「法 律(法)と 自 然 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法)と ホ ン

ネ(自 然)」 → 「索 引 」。 〈1490>・ 〈1914>・ 〈2801>

〈1702わfs>Lexstatuitdeeoquodplerumquefit.[Lexstatuit

dee6,quodfitplerumque.]「 法 律(法)は 一 般 に 生 ず る こ と に 関 し て

定 め る 。」 〈StatUit>… 〈StatUO>[定 め る]の 囲 国 團 。

〈1702オer>Lexsubvenitvigilantibus,nonautemstultisetdo

rmientibus.[Lexsubvenitvigilantibus,autemn6nstultlsdormie

ntibus.]「 法 律(法)は 目 ざ め て い る[人 々]を 助 け る が 、 し か し 、 愚 か

な[人 々]や 眠 っ て い る[人 々]は 、 助 け な い 。」 〈subvenit>… 〈subveni

o>[助 け る]の 囲 国 團 、 〈vigilantibus>… 〈vigilo>[目 ざ め て い る]の 囲 囹

〈・igilan・ 〉の 圏 囲 團(囮)、 〈・tUlti・ 〉… 〈・tUltU・ 〉[愚 か な]の 圏 囲 團

(囮)、 〈dormientibus>… 〈dormio>[眠 る]の 囲 囹 〈dormiens>國 囲 團

(囮)。

〈1703>Lexsuccurritignoranti.[Lexsuccurritign6ranti.](Je
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nk.Cent.15,57)「 法 律(法)は 不 知 の[人]を 助 け る 。」 〈succurrit>… 〈s

UCUrrO>[助 け る]の 國 国 團 、 〈ignOranti>… 〈ignOrO>[知 ら な い]の 囲 囹

<ignorans>の 團 囲 團(囮)。 ※ 〈succurro>は 与 格 を 支 配 す る 。 こ こ を 「人

に 助 け を 与 え る 」 と 言 い か え れ ば 、 「に 」 の 格 で あ る 与 格 の 雰 囲 気 が で て く

る 。 〈1137>・ 〈1139>・ 〈1142>

〈1704>Lexsuccurritminoribus.[Lexsuccurritmin6ribus.](J

enk.Cent.Case51,97)「 法 律(法)は 年 少[者]を 助 け る 。」 〈succurrit>

…<succurro>[助 け る]の 囲 国 團 。 〈1137>

〈1705>Lexsuperiorderogatlegiinferiori.[Lexsuperiordero

gatlegiinferi6ri.]「(い っ そ う)上 位 の 法 律(法)は 、(い っ そ う)下 位

の[法 律(法)]を 部 分 的 に 廃 止 す る 。」 〈derogat>… 〈derogo>[部 分 的 に

廃 止 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈derogo>は 与 格 を 支 配 す る 。 「上 と 下 」 → 「索 引 」

〈1706>Lexunooreomnesalloquitur。[Lexalloquituromnes6

reUn6.](2Co.Inst.184)「 法 律(法)は 、 た だ 一 つ の 口 で す べ て の[人

々]に 語 り か け る 。」 〈alloquitur>… 囲 〈alloquor>[語 り か け る]の 囲 国 團

(図)、 〈・re>… 〈・S>[口]の 團 團 。

〈1706わfs>Lexvetatfieri,sedsifactumsitnonrescindit,p

oenaminferteiquifecit.[Lexvetatfieri,sedn6nrescindit,si

sitfactum,infertpoenamei,quifecit.]「 法 律(法)は 、 な さ れ る こ

と を 禁 ず る が 、 し か し 、 も し[あ る こ と が]な さ れ た 場 合 に は 、 そ れ を 無

効 と せ ず に 、[そ れ を]な し た 人 に 罪 を 科 す 。」〈vetat>… 〈veto>[禁 止 す る]

の 囲 国 團 、 〈rescindit>… 〈rescindo>[き り さ く]の 囲 国 團 、 〈infert>… 〈i

nfero>[も た ら す]の 囲 国 團 。

〈1707>Lexvidetiratum,iratuslegemnonvidet.[Lexvideti

ratum,iratusn6nvidetlegem.](Syr,)「 法 律(法)は 怒 っ た[人]を

見 る[が]、 怒 っ た[人]は 法 律(法)を 見 な い 。」 〈iratum>…<iratus>[怒

っ た]の 團 囲 園](囮)。 ※ 〈iratus>は さ き の 形 容 詞 が 名 詞 化 し た も の で

あ る 。

〈1708>Lexvigilantibus,nondormientibus,subvenit.[Lexsu

bvenitvigilantibus,n6ndormientibus.](Syr.434;1Story,Cont.§5

29)「 法 律(法)は 、 眠 っ て い る[人 々]で は な く 、 目 ざ め て い る[人 々]

を 、 助 け る 。」 〈subvenit>… 〈subvenio>[助 け る]の 囲 国 圓 、 〈vigilanti

bus>… 〈vigilo>[目 ざ め て い る]の 囲 囹 〈vigilans>の 國 囲 團(囮)、 〈do

rmientibus>… 〈dormio>[眠 る]の 囲 囹 〈dormiens>の 國 囲 團(囮)。

〈1709>Liberasuntmatrimonia.[Matrim6niasuntIlbera,](C.

J.8,38,2;Dam.Reg.Can.101)「 婚 姻 は 自 由 で あ る 。」 〈matrimonia>…<m

atrimonium>[婚 姻]の 圏 国 、 〈libera>… 〈liber>[自 由 な]の 圏 圃 国 。

B-408



〈1710>Liberalitatemcaptiosaminterpretatioprudentiumfre

git.[Interpretati6prUdentiumfregitllberalitatemcapti6sam.](P

αp.D.2,15,5)「 法 学 者 の 解 釈 は 、 損 害 を も た ら す 寛 大 さ を 無 力 に し た 。」 〈p

・ud・ntium>… 〈P・ud・n・ 〉[[法 に]精 通 し た]の 閣 囲 圏(囮)、 〈f・egit>

… 〈frango>[く だ く]の 囲 国 團 、 〈liberalitatem>… 〈liberalitas>[寛 大

さ]の 團 因]、 〈captiosam>… 〈captiosus>[損 害 を も た す]の 團[冤[到 。

〈1711>Liberatapecuniano111iberatofferelltem.[PecUniallbe

ratan6nllberatofferentem.](Pαp.D.5,3;Co.Litt.207)「 解 放 さ れ た

金 銭 は 、 提 供[者]を 解 放 し な い 。」 〈pecunia>… 「金 銭 」、 〈liberata>… 〈l

ibero>[解 放 す る]の 囲 囹 〈liberatus>の 團 國 国 、 〈liberat>… さ き の 〈lib

ero>の 囲 国 團 、 〈offerentem>… 〈offero>[提 供 す る]の 囲 囹 〈offerens>

の 團 囲 囲(囮)。

〈1712>Libertasestnaturalisfac111tasejllsquodlicetfacere

cuique,nisiquoddejureautviprohibetur.[Libertasestfacu

ltasnatUralisejus,quodlicetfacerecuique,nisiquodpr6hibet

urdejUreautvl.](FZor,D.1,5,4pr.;Co.Litt,116)「 自 由 は 、 法 上 あ

る い は 実 力 に よ っ て 阻 止 さ れ て い る[こ と を]除 い て 、 各 人 に な す こ と が

許 さ れ る こ と に つ い て の 自 然 の 資 格 で あ る 。」 〈facultas>… 「資 格 」。

〈1713>Libertasestpotestasfaciendiid,吼uodjurefierilice

t.[Llbertasestpotestasfaciendlid,quodlicetfierljUre.](FZor.

D.1,5,4 .ρr.)「 自 由 は 、 法 上 な さ れ る こ と を 許 さ れ て い る こ と を 行 な う 権 能

で あ る 。」 〈potestas>… 「権 能 」、 〈faciendi>…<facio>[な す]の 國 囮<fa

ciendum>の 圏(圓)。 ※ 國 囮 → 〈153>、 「定 義 」 → 「索 引 」。

〈1714>Libertasinaestimabilisresest.[Libertasestresinaes

timabilis.](Pαp.D.50,17,106;Jenk.Cent,52)「 自 由[身 分]は[金 銭

に]評 価 出 来 な い 事 柄 で あ る 。」<inaestimabilis>… 〈inaestimabilis>[評

価 で き な い]の 圓 國 国 。 ※ 「 自 由(libertas)」 は 、 ロ ー マ 法 で は と り わ

け 重 要 な 法 概 念 で あ る 。 人(ヒ ト)の 基 本 的 な 種 別 に 、 自 由 人(ロ ー マ 市

民 、 あ る い は 他 共 同 体 の 市 民)と 奴 隷 と い う も の が あ る 。 前 者 は 人 で あ る

が 、 後 者 は 、 タ テ マ エ 上 は 物 で し か な い(ホ ン ネ で は 決 し て 物 な ど で は な

い が)。

〈1715>Libertasnonrecipitaestimationem.[Libertasn6nreci

pitaestimati6nem.](Gα ∫.D.9,1,3;Brac.Fol,14)「 自 由[身 分]は[金

銭]評 価 を 受 け い れ な い 。」 〈recipit>… 〈recipio>[う け い れ る]の 囲 国 團 、

〈aestimationem>… 〈aestimatio>[評 価]の 團 因]。 〈1338>・ 〈1719>

〈1716>Libertasomnibusrebusfavorabiliorest.[hbertasest

fav6rabiliorrebusomnibus.](Gαf.D.50,17,122)「 自 由 は あ ら ゆ る 事
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柄 よ り も い っ そ う 優 遇 さ れ る 。」 〈favorabilior>… 〈favorabilis>[有 利 な]

の 囲 〈favorabilior>の 團 國 国 。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 の 用 法 が 見 え る 。 〈rebus>

が そ の 奪 格 で あ る 。 → 〈605>・ 「索 引 」。

〈1716わfs>Libertaspecunialuinonpotest.[Libertasn6npote

stluipecUnia.]「 自 由 は 金 銭 に 依 っ て は 償 わ れ る こ と は 出 来 な い 。」〈lui>

… 〈luo>[っ ぐ な う]の 図 國 匿ヨ、 〈pecunia>… 〈pecunia>[金 銭]の 團 圏 。

〈1717>Libertatesregalesadcoronamspectantesexconcessi

oneregumacoronaexierunt.[Llbertatesregalesspectantesad

cor6namexieruntexconcessi6neregumacor6na.](2Co.Inst.496)

「王 冠 に 関 連 す る 、 国 王 の 自 由 は 、 国 王 た ち の 譲 与 に 基 づ い て 王 冠 か ら 生 じ

た 。」 〈regales>… 〈regalis>[国 王 の]の 圏[冤 国 、 〈spectantes>… 〈spect

・〉[見 る]の 囲 囹 〈spectans>の 圏 因 国 、<c・r・nam>… 〈c・r・na>[王 冠]

の 團 圖 、 〈exierunt>…<exeo>[生 ず る]の 囲 国 國 、 〈concessione>"° 〈co

ncessio>[譲 与]の 團 圏 、 〈corona>… さ き の 〈corona>の 團 匡1。

〈1718>Libertinumingratumlegescivilesinpristinamservit

utemredigunt;sedlegesAllgliaesemelmanumissllmsemperl

iberumjudicant.[LegesclvllesrediguntIlbertlnumingratumin

servitUtempristinam;sedlegesAngliaejUdicantmanUmissumse

melliberumsemper.](Co.Litt.137)「 市 民 法(ロ ー マ 法)は 、 忘 恩 の

被 解 放 奴 隷 を 従 前 の 隷 従 状 態 へ と 戻 す 。 し か し 、 イ ギ リ ス の 法 は 、 い っ た

ん 解 放 さ れ た[人]が 常 に 自 由[で あ る]と 判 断 す る 。」 〈redigunt>… 〈re

digo>[も ど す]の 囲 国 圏 、 〈libertinum>… 〈libertinus>[被 解 放 奴 隷]

の 團[瑚 、 〈ingratum>… 〈ingratus>[忘 恩 の]の 團[劉[瑚 、 〈servitutem>…

〈servitus>[奴 隷 身 分]の 團 因]、 〈pristinam>… 〈pristinus>[以 前 の]の

團[図 因]、 〈Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ ス]の 團[国 、 〈manumissum>… 〈m

anumitto>[解 放 す る]の 匠1囹<manumissus>の 團 囲 因]([囮)、 〈liberu

m>… 〈liber>[自 由 な]團 囲 因]。 ※ 〈judicant>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構

文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈manumissum>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 隠 れ て い

る 〈esse>に か か る 。 因]困 → 〈98>

〈1719>Liberumcorpusnullamrecipitaestimationem.[Corpu

sIlberumrecipitaestimati6nemnUllam.](Gαf.D.9,3,71D.94,3)「 自

由 人 の 身 体 は な ん ら の[金 銭]評 価 も 受 け な い 。」 〈corpus>… 「身 体 」、 〈l

iberum>… 〈liber>[自 由 な]の 團[回 匡1、 〈recipit>… 〈recipio>[う け と る]

の 國 国 團 、 〈aestimationem>… 〈aestimatio>[評 価]の 團 圃 。 〈1338>・ 〈1

715>

〈1720>Liberumestcuiqueapudseexplorareanexpediatsi1⊃

iconsilium.[Expl6rareapudse,anc6nsiliumexpediatsibi,est
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liberumcuique.](Uptonv.Vail,6Johns,(N.Y.)181,5Am.Dec.210)

「勧 告 が 自 身 に 好 都 合 と な る か ど う か を 自 身 の 下 で 探 り だ す こ と は 、各 人 の

自 由 で あ る 。」 〈explorare>…<exploro>[探 索 す る]の 囲 困 、 〈consilium>

… 「勧 告 」、 〈expediat>… 〈expedio>[好 都 合 で あ る]の 圏 囲 国 團 、 〈libe

rum>… 〈liber>[自 由 な]の 團 囲 匡1。 ※ 不 定 法(中 性 単 数 名 詞 扱 い)が 主

語 と な っ て い る → 〈171>。

〈1721>Licetdispositiodeinteressefllturositinutilis,tame

npotestfierideclaratiopraecedensquaesortiatureffectum,i

ntervenientenovoactu.[Declarati6praecedens,quaesortiatur

effectum,potestfieritamen,licetdispositi6deinteressefutUr6

sitinUtilis,actUn6v6interveniente.](Bac.Max.Reg,14;Broom,Ma

x.322,498)「 た と え 将 来 の 利 益 に 関 す る 措 置 が 無 効 で あ る と し て も 、 そ れ

で も や は り 、 新 し い 行 為 が 介 在 す れ ば 、 効 果 を 生 じ さ せ る よ う な 先 行 的 な

宣 言 は な さ れ る こ と が 出 来 る 。」 〈declaratio>… 「宣 言 」、 〈praecedens>…

〈praecedo>[さ き に い く]の 囲 囹 〈praecedens>の 團 國 匡 、 〈sortiatur>

… 圖 〈sortior>[手 に い れ る]の 國 囲 国 團(図) 、 〈dispositio>… 「措 置 」、

<intereSSe>…<intereSUm>[利 益 が あ る]の 囲 困<intereSSe>の 團(團)、

〈futuro>… 〈futurus>[未 来 の]の 圓 圃 匡1、 〈inutilis>… 〈inutilis>[無 効

な]の 團 國 国 、 〈nOVO>… 〈nOVUS>[新 し い]の 團 囲 圏 、 〈interVeniente>

… 〈intervenio>[あ い だ に く る]の 囲 囹 〈interveniens>の 團 囲 圏 。 ※ 絶 対

的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(actu)プ ラ ス 現 在 分 詞(interveniente)」

型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>。 中 性 単 数 名 詞 と し て

の 不 定 法(～ す る こ と)は 、 主 格 と 対 格 と し て し か 現 わ れ な い の が 古 い ル

ー ル で あ る が(『 新 ラ テ ン 文 法 』 §499) 、 こ こ で は 、 〈interesse>は 、 〈de>

と い う 前 置 詞 に ひ か れ て 、 奪 格 と し て 現 わ れ て い る 。 「不 定 法 」 → 〈171>

〈1721わfs>Licetmercatoribusseseinvicemcircumvenire.[Lic

etmercat6ribuscircumvenireseseinvicem.]「 商 人 に は 、 互 い に 欺 く

こ と が 許 さ れ る 。」 〈mercatoribus>… 〈mercator>[商 人]の 國[劉 團 、 〈ci

rcumvenire>… 〈circumvenio>[欺 く]の 囲 困 。 ※ 「契 約 の 実 相 」 → 「索

引 」

〈1721オ θr>Licetnocentemaliquandodefendere:vultllocmu

ltitudo,patiturconsuetudo,fertetiamllumanitas。[Licetdefen

derenocentemaliquand6:multitUd6vulthoc,c6nsuetUd6patitu

r,hUmanitasetiamfert.]「 と き に は 悪 行 を な す[人]を 弁 護 す る こ と

が 許 さ れ る 。 つ ま り 、 多 数 の 人 が こ れ を 望 み 、 慣 習 が[こ れ を]容 認 し 、

人 間 性 さ え も[こ れ を]求 め る 。」 〈defendere>… 〈defendo>[防 ぐ]の 囲

團 、 〈nocentem>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 囹 〈nocens>の 團 囲 圃(囮)、
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〈multitudo>… 「多 数 」、〈patitur>… 圖 〈patior>[耐 え る]の 囲 国 團(図)、

〈humanitas>… 「人 間 性 」、 〈fert>… 〈fero>[求 め る]の 囲 国 團 。

〈1721q㍑ αオεr>Licetpossessionudoanimoadquirinonpossit,

tamensoloanimoretineripotest。[Possessi6potestretinerian

im6s616tamen,licetpossessi6n6npossitadquirianim6nUd6.]

「た と え 占 有 が 心 素 だ け で は 取 得 さ れ る こ と が 出 来 な い と し て も 、 こ れ は 、

や は り 心 素 だ け で[も]保 持 さ れ る こ と は 、 出 来 る 。」 〈retineri>… 〈retin

eo>[留 保 す る]の 図 囲 圏 、<animo>… 〈animus>['己 ・素]の 團 匿]、 〈adq

uiri>… 〈adquiro>[取 得 す る]の 図 囲 匠]、 〈nudo>… 〈nudo>[裸 の]の 團

囲 團 。 ※ 「心 素 と 体 素 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(心 素)と ホ ン ネ(体 素)」

→ 「索 引 」。

〈1721q㍑ 語q㍑fε ηs>Licetreisuaelegemdicere.[Licetdlcerele

gemrelsuae.]「 自 身 の 物 に 法 律(法)を 言 明 す る こ と が 許 さ れ る 。」

〈1722>Licitabenemiscentur,formulanisijurisobstet.[Lici

tamiscenturbene,nisif6rmulajUrisobstet.](Broom,Max.Reg.23,

94;Crabb.R.P.179)「 適 法 な[こ と]は 、 法 の 形 式 が 妨 げ と な ら な い 限 り

は 、 巧 く 併 合 さ れ る 。」 〈licita>… 〈licitus>[適 法 な]の 國 圃 匡(囮)、<m

iscentur>… 〈misceo>[ま ぜ る]の 図 囲 国 國 、 〈formula>… 「形 式 」、 〈ob

stet>… 〈obsto>[妨 げ る]の 國 囲 国 團 。

〈1723>Ligeantiaest⊂1uasilegisessentia;estvillculumfide

i.[Ligeantiaestessentialegisquasl;estvinculumfidel,](Co.Li

tt.129)「 忠 誠 は 、 い わ ば 法 律(法)の 本 質 の よ う な も の で あ り 、 ま た 信 義

の 鎖 で あ る 。」 〈ligeantia>… 「忠 誠 」、 〈essentia>… 「本 質 」、 〈vinculum>

… 「鎖 」
。

〈1724>1♂igeantianaturalisnullisclaustriscoercetur,nullis

metisrefrenatur,nullisfini1⊃uspremitur.[LigeantianatUralisc

oerceturclaustrisnUllis,refrenaturmetisnUllis,premiturfinibu

snUllis.](Calvin「sCase,7Co.Rep.10a)「 自 然 の 忠 誠 は 、 い か な る 防

壁 に 依 っ て も 閉 じ こ め ら れ ず 、 い か な る 限 界 に 依 っ て も 抑 え ら れ ず 、 い か

な る 境 界 に 依 っ て も 圧 迫 さ れ な い 。」 〈ligeantia>… 「忠 誠 」、 〈coercetur>

…<COerCeO>[制 限 す る]の 図 囲 国 團
、 〈ClaUStriS>… 〈ClaUStra>[防 壁]

の 圏(國)、 〈refrenatur>… 〈refreno>[妨 げ る]の 図 囲 国 圓 、 〈metis>…

〈meta>[境 界]の 圏 圏 、 〈premitur>… 〈premo>[圧 迫 す る]の 図 囲 国 團 、

〈finibus>… 〈finis>[制 限]の 國 圏 。

〈1725>Linearectaestindexsuietobliqui;1exestlinear

ecti。[Llnearectaestindexsuletobllqul;lexestIlnearectl.](C

o.Litt.158)「 直 線 は そ の[も の]自 体 お よ び 斜 め の[も の]の 指 標 で あ り 、
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そ し て 、 法[律(法)]は 真 直 な[も の]の 線 で あ る 。」 〈linea>… 「線 」、 〈r

ecta>… 〈rectus>[ま っ す ぐ な]の 團 國 国 、 〈index>… 「指 標 」、 〈obliqui>

・<obliquus>[斜 め の]の 團 匝 圓(囮) 、 〈recti>… さ き の 〈rectus>の 團

圃 圏(囮)。 ※ 「直 線 と 斜 線 」 → 「索 引 」

〈1726>Linearectasemperpraeferturtransversali.[Lmearec

tapraeferturtransversallsemper.](C,J.3,28,21;Broom,Max,341;Co.

Litt.10b;Fleta,Lib,6,C,1)「 直 系 は 常 に 傍[系]よ り も 優 位 に 置 か れ る 。」

<linea>… 「線 」、 〈recta>… 〈rectus>[ま っ す ぐ な]の 團 國 国 、 〈praefert

ur>… 〈praefero>[上 に お く]の 図 囲 国 團 、 〈transversali>"'〈transvers

alis>[な な め の]の 團 國 團(匿 唾])。 ※ 「直 系 と 傍 系 」 → 「索 引 」

〈1727>Li噌uidicumilliquidon1111aestcompellsatio.[Compen

sati6nUllaliquidlcumilliquid6est.]「 期 限 の 到 来 し た[も の]と 期

限 の 到 来 し て い な い[も の]と の 相 殺 は 、 な ん ら 存 在 し な い 。」 〈compens

・ti・ 〉… 「相 殺 」、〈liquidi>… 〈liquidu・ 〉[期 限 の 套U来 し た]の 團 圃 國(囮)、

〈illiquido>… 〈illiquidus>[期 限 の 到 来 し て い な い]の 團 園 圏(匿 唾1)。

〈1728>Lisinfitiandocrescitinduplum.[Llscrescitinduplu

mlnfitiand6.](Pα ㍑Z.D.12,2,30pr.)「 訴 訟 物 は 、 否 認 す る こ と に 依 っ て

二 倍[額]に 増 加 す る 。」 〈crescit>… 〈cresco>[成 長 す る]の 囲 国 團 、 〈d

uplum>… 〈duplu・ 〉[二 倍 の]の 團 園 囲(囮)、 〈infiti・nd・ 〉… 匿]〈infit

io>[否 認 す る]の 國 囮 〈infitiandum>の 團(團)※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。

ロ ー マ 最 古 の 民 事 訴 訟 で あ る 「法 律 訴 訟legisactio」 の も と で は 、 私 人 審

判 人 に よ っ て 下 さ れ た 有 責 判 決 そ れ 自 体 に は 、 執 行 力 は な い 。 そ れ で 、 判

決 に 実 効 性 を 与 え る た め に は 、 自 力 救 済 的 な 色 あ い を も つ 、 人 的 執 行 を 目

指 し た 、 特 別 の 手 続 が さ ら に 必 要 と な る 。 「掌 捕 に よ る 法 律 訴 訟legisact

iopermanusinjectionem」 と い う も の が そ れ で あ る 。 そ こ で は 、 た と

え ば 、 原 告 の 主 張 に 異 議 を と な え て 、 争 訟 的 な 、 二 つ な い し は 三 つ の タ イ

プ の 法 律 訴 訟 手 続 に よ り 確 定 金 銭 の 支 払 に つ い て 有 責 判 決 を う け た 人(法

廷 に お い て 債 務 を 認 諾 し た 人 や 現 行 犯 な ど も 同 様 で あ る)が そ の 判 決 債 務

を 履 行 し な か っ た と き 、 そ の 人(被 告)は 、 三 〇 日 間 の 支 払 猶 予 期 間 経 過

後 に 、 原 告 に よ っ て 傘 捕 さ れ 、 法 廷 へ 連 行 さ れ て 、 そ こ で 第 二 次 の 手 続 が

は じ ま る こ と に な る 。 古 め か し い 厳 格 な 方 式 を 経 由 し て 、 被 告 は 、 原 告 の

支 配 下 に 入 り 、 そ の 人 の 奴 隷 に 類 似 し た 劣 悪 な 地 位 に お か れ て し ま う 。 そ

の 後 に 、 債 務 者(掌 捕 さ れ て し ま っ た 人)に は 、 も ち ろ ん 、 問 題 の 金 銭

を 最 終 的 に 支 払 え な い と き に か ぎ っ て の こ と で あ る が 極 端 な 場 合 に は 、

殺 害 に い た る ま で の 暗 い 運 命 が ま ち う け て い る 。 し か し 、 第 三 者 と し て の

担 保 人 が 登 場 し て き て 、 原 告 の 権 原(つ ま り 、 請 求 の 根 拠 一 有 責 判 決 の べ

一 ス)に ク レ ー ム を つ け る と き に は 、あ る 意 味 で は 再 審 の よ う な か た ち で 、
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再 び 事 案 に つ い て 争 い が 生 ず る こ と に な る が 、 も し こ こ で 再 び 被 告 側 が 敗

訴 す る と 、 訴 訟 物 は 二 倍 に な る 。 こ れ が 本 格 言 の 趣 旨 で あ る 。 訴 訟 物 倍 化

の シ ス テ ム は 、 そ の 後 も か な り 長 く 温 存 さ れ た 。 と こ ろ で 、 こ の 機 会 に 、

倍 額 制 一 般 に つ い て 概 観 し て お こ う 。 ア メ リ カ の 民 事 陪 審 に お い て 、 損 害

賠 償 額 の 数 倍 額 あ る い は そ れ 以 上 の 巨 額 の 懲 罰 的 賠 償 が 命 じ ら れ る こ と は

よ く 知 ら れ て い る 点 で あ る が 、 ロ ー マ の 罰 金 制 度 は 、 二 倍 、 三 倍 、 四 倍 と

い う よ う に 、 芸 が 細 か い 。 「罰 金poena」 と い う の は 、 損 害 の 填 補 と 罰 と

を あ わ せ も っ た 概 念 で 、 刑 事 問 題 と 民 事 問 題 が 、 未 分 化 の 状 態 で 、 訴 訟 上

一 体 と し て 取 り 扱 わ れ て い た ロ ー マ で は
、 き わ め て 重 要 な 役 割 を は た し て

い た 。 お よ そ 、 損 害 の 額 や 、 罰 の レ ヴ ェ ル を と り き め よ う と す る と き 、 利

害 関 係 者 間 で は 、 利 害 の 対 立 は も ち ろ ん の こ と 、 判 断 に く い ち が い が 生 じ

て く る の は さ け ら れ な い 。 こ の と き 、 両 当 事 者 を 納 得 さ せ る よ う な 額 を は

じ き だ す こ と は む ず か し い 。 す で に 、1コ ー マ 人 は 、 問 答 契 約stipulatioと

い う 第 一 級 の 要 式 行 為 を 活 用 し て 、 違 約 罰 と い う 装 置 を 設 定 し て お く こ と

に 慣 れ て い た が 、 そ こ で は 、 義 務 ・債 務 の 不 履 行 や 不 十 分 な 履 行 に よ っ て

生 ず る 損 失 を 、 あ ら か じ め 確 定 し た 金 銭 な ど の か た ち で 明 確 に し て お き 、

ト ラ ブ ル 処 理 の さ い に 必 要 な エ ネ ル ギ ー を 少 な く す る と と も に 、 あ ら た な

ト ラ ブ ル の 発 生 を お さ え る こ と が な さ れ た 。 こ の あ た り の と こ ろ を 「シ ン

プ ル ・イ ズ ・ベ ス ト」 の 発 想 と 表 現 し て お い て よ い か も し れ な い 。 も ち ろ

ん 、 違 約 罰 は 契 約 法 上 の 債 権 債 務 関 係 本 体 の な か に 組 み い れ ら れ る も の で

あ る が 、 他 方 で 、 不 法 行 為 そ の も の か ら も 、 債 権 債 務 関 係 は 発 生 す る 。 上

記 の 二 ・三 ・四 倍 額 と い う の は 、こ の 後 者 の フ ィ ー ル ド に お け る 話 で あ る 。

四 倍 額 の 償 金 は 、 現 行 窃 盗 の 犯 人 に 科 せ ら れ る(も と も と は 、 犯 人 は 、 一

定 の 条 件 ・手 続 の も と で 、 殺 害 さ れ て し ま う こ と さ え も あ っ た)ほ か 、 暴

力 的 不 法 行 為(強 盗)の 場 合 に も 適 用 さ れ る 。 こ れ ら の 場 合 に 、 窃 取 し た

り 、 強 奪 し た り し た 物 本 体 も 返 還 し な け れ ば な ら な い の で 、 四 プ ラ ス ー で

五 倍 額 を 支 払 う 必 要 も と き に は 生 ず る 。 も っ と も 、 後 者 の 場 合 、 復 讐 心 が

鎮 静 し た も の と し て 、 一 年 後 に は 一 倍 額 に き り さ げ ら れ る の で 、 そ れ な り

に 状 況 に 応 じ て 合 理 的 な 手 当 て も な さ れ て い る わ け で あ る 。 つ ぎ に 、 三 倍

額 の 償 金 の 科 せ ら れ る ケ ー ス と し て は 、 窃 盗 の 疑 い に よ り 、 証 人 の 立 会 い

の も と で 家 宅 捜 索 を う け る こ と に な っ た 人 が 、 問 題 の 盗 品 を 自 宅 内 で 発 見

さ れ て し ま っ た 場 合(彼 が ほ ん と う に 盗 人 で あ っ た か ど う か は 、 そ れ 自 体

と し て は 、 重 要 で は な い)や 、 彼 が 、 自 宅 へ 盗 品 を 隠 し て お い た 盗 人 本 人

に 対 し て 、さ き の 不 利 益 へ の 代 償 と し て 三 倍 額 を 請 求 す る 場 合 な ど が あ る 。

最 後 に 、 二 倍 額 が 問 題 と な る と い う ケ ー ス は 、 比 較 的 軽 度 の 不 法 行 為 に ペ

ナ ル テ ィ ー が 科 せ ら れ る 場 合 な ど で 、 非 現 行 窃 盗 の 犯 人 が 支 払 う も の が そ

れ で あ る 。 と こ ろ で 、 話 題 は か わ っ て く る が 、 二 倍 額 責 任 と 言 え ば 、 追 奪
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の さ い の そ れ が 重 要 で あ る 。 た と え ば 、 要 式 行 為 を 通 じ て 売 主 が 他 人 の 物

を い わ ば 勝 手 に 売 却 し て い た さ い 、 買 主 が せ っ か く 手 に い れ た 売 買 目 的 物

を 所 有 権 者 な ど の 第 三 者 か ら 追 奪 さ れ て し ま う こ と が あ る(多 く の 場 合 、

売 主 が 自 身 の 物 で あ る 、 な ど と 主 張 し 、 訴 訟 に お い て 買 主 を 擁 護 し て や っ

た に も か か わ ら ず 、 敗 訴 し て し ま っ た 結 果 と し て 、 そ の よ う に な る)。 こ の

と き 、 売 主 は 買 主 に 対 し て 二 倍 額 の 金 銭 を 支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 売 主

が 売 却 の さ い 実 際 に 他 人 の 物 で あ る こ と を 知 っ て い た か ど う か は べ つ と し

て 、 そ の よ う に 問 題 の あ る 売 買 を 実 行 す る と い う の は 、 売 買 代 金 を 窃 取 す

る 行 為 で あ る 、 と い う う け と り か た が な さ れ て 、 こ れ が 不 法 行 為 の 一 パ タ

ー ン と 見 ら れ た た め で あ る 、 と も 理 解 さ れ て い る 。 こ の よ う な 買 主 保 護 の

制 度 は 、 も と も と は 一 定 の 条 件 を み た し た 売 買 の さ い に し か 適 用 さ れ な か

っ た が 、ロ ー マ 人 は し ば し ば 生 じ た こ と な の で あ る が 他 の 売 買 の 類

型 に も 適 用 範 囲 を ひ ろ げ 、 問 答 契 約 と い う 方 式 を 用 い て 、 将 来 追 奪 が 生 じ

た さ い に 、 売 買 代 金 の 二 倍 額 の 支 払 を 売 主 に 約 束 さ せ る よ う な や り か た を

導 入 し た 。 も っ と も 、 そ の 二 倍 額 と い う の は 、 い わ ば モ デ ル で 、 一 倍 額 か

ら 四 倍 額 ま で 、 自 由 に そ の 額 を 設 定 す る こ と が 出 来 る 。 な お 、 ロ ー マ 人 は 、

償 金 支 払(損 害 賠 償)の 額 を 決 め る の に 、 さ き の 倍 額 制 の ほ か に 、 固 定 金

額 制 や 、 最 後 の 年 に 物(奴 隷 を 含 む)が も っ て い た 最 高 価 格 、 と い っ た 限

定 的 算 定 制 な ど 、 さ ま ざ ま な 手 を 用 い て い る 。 そ の な か に は 、 現 行 法 に お

け る や り か た と 共 通 す る タ イ プ の も の も い く ら か 存 在 す る 。

〈1729>Lisminimisverbisillterdllmmaximacrescit.[Llsma

ximacrescitverblsminimlsinterdum.](Dion.Cat.Dist.2,11)「 極 め

て 小 さ い 言 葉 か ら[で さ え も]、 と き に は 極 め て 大 き な 争 い が 生 ま れ る 。」〈c

rescit>… 〈cresco>[生 ず る]の 囲 国 團 。 ※ 「「さ え も 」 の 最 上 級 」 → 〈13

46>・ 〈2468>・ 〈2608>・ 「索 引 」。 こ こ は 絶 対 的 最 上 級 の 用 例 と 理 解 し て お

き た い → 〈105>。 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

〈1730>Liteamicorumreligiocomprobaturjudicis.[Religi6jU

diciscomprobaturliteamic6rum.](Pseudo-Seneca,Proverbia,42)

「友 人 た ち の 争 い に 於 い て 、 裁 判 者 の 良 心 が 確 認 さ れ る 。」 〈religio>… 「良

心 」、 〈comprobatur>… 〈comprobo>[確 認 す る]の 図 囲 国 團 、 〈amicoru

m>…<amicus>[友 人]の[國[國 。

〈1731>Litecontestatausu「aecu「 「unt.[Osu「aecu「 「unt,lite

c6ntestata.](Pα αZ.D.22,1,35)「 争 点 を 決 定 す る と 、 利 息 が 進 行 す る 。」

〈USUrae>… 〈USUra>[利 息]の 圏 国 、 〈CUrrUnt>… 〈CUrrO>[走 る]の 囲 国

[園 、 〈contestata>… 圖 〈contestor>[決 定 す る]の 匠1囹 〈contestatus>の 團

國 團 。 ※ 〈contestor>は デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 な の で 、 そ の 完 了 分 詞 の

ニ ュ ア ン ス は 、 受 動 的 な も の(「 争 点 が 決 定 さ れ る と 」)で は な く 、 能 動 的
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な も の で あ る → 〈1733>。 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(lite)プ ラ ス

完 了 分 詞(contestata)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 圏 團 → 〈2

2>。

〈1732>Litenoncontestatanonprocedaturadtestiumrecep

tionem。[N6npr6cedaturadrecepti6nemtestium,liten6nc6ntes

tata.](Decr.2,6,Rub,)「 争 点 を 決 定 し な い 限 り 、 証 人 の 受 け い れ へ は 進

ま な い 。」 〈procedatur>… 〈procedo>[進 む]の 図 囲 国 團 、 〈receptione

m>…<receptio>[受 容]の 團 因]、<contestata>… 圖 〈contestor>[決 定 す

る]の 囲 囹 〈contestatus>の 團 國 圏 。 ※ デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 系 の 絶 対

的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 → 〈250>。 「名 詞(lite)プ ラ ス 完 了 分 詞(contes

tata)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 圏 團 → 〈22>。 デ ー ポ ー ネ

ン テ ィ ア 動 詞 の 完 了 分 詞 は 能 動 的 な ニ ュ ア ン ス を も つ の で 、 「決 定 さ れ た 」

と は な っ て こ な い 。 「自 動 詞 の 受 動 相 」 → 〈59>・ 「索 引 」。 〈1731>

〈1733>Litependentenihilinnovetur.[Nihilinnovetur,litep

endente.](σZp.D.49,7,14pr.:D.49,7,1,1;Decr.2,16,Rub.;Lib.Se

x.2,8,Rub.)「 訴 訟 係 属 中 に は 、 な ん ら 更 改 も な さ れ な い よ う 。」 〈innovet

ur>… 〈inn・v・ 〉[更 改 す る]の 國 図 囲 国 團 、<pendente>… 〈pende・ 〉[ぶ

ら さ が っ て い る]の 囲 囹 〈pendens>の 團 國 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見

え る 。 「名 詞(lite)プ ラ ス 現 在 分 詞(pendente)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～

の あ い だ は 」で あ る 。ギ リ シ ア 語 に は 一 〇 の タ イ プ の 分 詞 が そ ろ っ て い て 、

い ろ い ろ と 便 利 な の で あ る が 、 ラ テ ン 語 に は 、 ギ リ シ ア 語 の 能 動 完 了 分 詞

に あ た る も の が な い(英 語 に は<havingdone>と い う 能 動 完 了 分 詞 が あ る

が)。 そ の た め に 、 「橋 を 構 築 し た あ と に 」 と い う 意 味 を 示 し た く て も 、 「橋

が 構 築 さ れ た あ と に 」 と い う よ う な 受 動 相 方 式 で 表 現 し て い か な け れ ば な

ら な い 。 し た が っ て 、 受 動 的 な 表 現 を あ ま り 好 ま な い 日 本 語 で の 表 現 に お

い て は 、 こ こ を 能 動 的 な ニ ュ ア ン ス で 訳 し て い く の が む し ろ 自 然 、 と い う

こ と に な る 。 し か し 、 上 例 の デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 で は 、 受 動 相 の 変 化

を す る も の の 、 意 味 は 能 動 相 と な る 、 と い う 変 わ っ た 性 格 が 見 ら れ る 関 係

で 、 そ の 完 了 分 詞 は 、 「～ し た(と こ ろ の)」 と い う よ う に 能 動 的 な ニ ュ ア

ン ス に な っ て 、 文 の 流 れ が ス ム ー ズ に な る 。 つ ま り 、 「(い っ た ん)争 点 が

決 定 さ れ て し ま う と 」 と い っ た ま わ り く ど い 表 現 は 不 要 で 、 ス ト レ ー ト に

「(い っ た ん)争 点 を 決 定 し て し ま う と 」 と な っ て い く わ け で あ る 。 囮 圏 →

〈22>、 〈1733>・ 〈2541>

〈1734>Litemliterosolvit.[ResolvitIltemIlte.](Hor,Sat.2,3,

103)「 彼 は 争 い を 争 い に 依 っ て 解 決 す る 。」 〈resolvit>… 〈resolvo>[と く]

の 囲 国 團 。 ※ 〈resolvit>の 変 化 形 は 、 完 了 の 意 味 の 場 合 と 、 同 型 で あ る 。

〈1735>Litigandojuraacquiritur.[JUraacquiriturlitigand6.]
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(Rabelais)「 争 う こ と に 依 っ て 権 利 が 獲 得 さ れ る 。」 〈acquiritur>… 〈acq

uiro>[獲 得 す る]の 図 囲 国 團 、 〈litigando>… 〈litigo>[争 う]の 國 囮 〈l

itigandum>の 團(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈1736>Litisnomenomnemactionemsignificat,siveinrem

siveinpersonamsit.[N6menlitissignificatacti6nemomnem,s

Ivesitinremslveinpers6nam.](Co,Litt.292)「 訴 訟 と い う 名 称 は 、

あ る い は 対 物 の も の で あ れ 、 あ る い は 対 人 の も の で あ れ 、 す べ て の 訴 権 を

意 味 す る 。」 〈significat>…<significo>[示 す]の 囲 国 團 。 ※<sive～si

ve>は 相 関 語 で あ る 。 「対 人 と 対 物 」 → 「索 引 」

〈1737>Litorumususpublicusest。[Ususlit6rumestpUblicus.]

(1.J.2,1,5)「 海 岸 の 利 用 は 公 的 な も の で あ る 。」〈litorum>… 〈litus>[海 岸]

の 圏 國 。

〈1738>Litterascriptamanet,voxemissavolat.[Litterascrlp

tamanet,v6xemissavolat.]「 書 か れ た 文 字 は 残 る[が]、 発 せ ら れ た

声 は 飛 び さ る 。」 〈littera>… 「文 字 」、 〈scripta>… 〈scribo>[書 く]の 囲 囹

〈scriptus>の 團 國 国 、 〈manet>… 〈maneo>[と ど ま る]の 囲 国 團 、 〈vox>

… 「声 」、 〈emiSSa>… 〈emitt・ 〉[1ま な つ]の 園 囹 〈emiSSUS>の 團 國 国 、 〈V

OIat>… 〈VOIO>[と ぶ]の 囲 国 團 。 ※ 〈emiSSa>の と こ ろ を[[い っ た ん]発

せ ら れ て し ま う と]と い う よ う に 、 接 続 詞 こ み で 訳 出 す る こ と も で き る 。

「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈1739>L,itterae(L,iterae)patentesregisnoneruntvacuae.[Li

tterae(Literae)patentesregisn6neruntvacuae.](1Bulst.6)「 国 王

の 開 封 特 許 状 は 無 効 と 成 ら な い で あ ろ う 。」 〈litterae(literae)〉 … 〈littera(l

itera)〉[証 書]の 圏 國 国 、 〈patentes>… 〈patens>[開 い て い る]の 圏 國

国 、 〈VaCUae>… 〈VaCUUS>[空 の]の 國 國 国 。

〈1740>Litusestquousquemaximusfluctusamaripervenit。

[Litusest,qu6usqueflUctusmaximuspervenitamari.](Cel.D.50,

16,96pr.;Ang.TideWater,67)「 海 岸 は 、 海 か ら 最 大 級 の 潮 が 到 達 す る

[こ と が 出 来 る]ま で の[場 所]で あ る 。」 〈litus>… 「海 岸 」、 〈fluctus>…

「潮 」、〈pervenit>… 〈pervenio>[い た る]の 囲 国 團 、〈mari>… 〈mare>[海]

の 團 團 。

〈1741>Locareservitutemnemopotest。[Nem6potestlocares

ervitUtem.](σZ .ρ.D.19,2,44)「 誰 も 、 役 権 を 賃 貸 す る こ と は 出 来 な い 。」

〈locare>… 〈loco>[貸 す]の 囲 困 、 〈servitutem>… 〈servitus>[役 権]の

團 圃 。

〈1741わfs>Locatioreisuaeconsisterenonpotest.[Locati6reI

suaen6npotestc6nsistere.]「 自 身 の 物 の 賃 約 は 成 立 す る こ と が 出 来
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な い 。」 〈locatio>… 「賃 約 」、 〈consistere>… 〈consisto>[な り た つ]の 囲

困 。

〈1742>Locupletarinondebetaliquiscumalteriusinjuriave

ljactura.[Aliquisn6ndebetlocupletaricuminjUriaveljactUra

alterius.](Lib.Sex.5,13,48)「 あ る 人 は 、 他 の[人]の 被 害 あ る い は 損

失 を 通 じ て 富 裕 と 成 る べ き で は な い 。」 〈locupletari>… 〈locupleto>[富 ま

せ る]の 図 國 匠]、 〈jactura>… 〈jactura>[損 失]の 團 團 。 ※ 〈aliquis>[誰

か あ る 人]は 、 ふ つ う 、 肯 定 文 で 用 い ら れ る 。 こ れ に 対 し て 、<quisquam>

[い か な る 人 も]は 、 普 通 、 否 定 文 で 用 い ら れ る 。 〈653>・ 〈1496>・ 〈198

3>

〈1743>Locuscolltractusregitactum.[LocuscontractUsregit

actum.](2Kent.458)「 契 約 の 場 所 は 行 為 を 支 配 す る 。」 〈regit>… 〈rego>

[支 配 す る]の 囲 国 團 。

〈1744>Locusprosolutionereditusautpecuniaesecundumc

onditionemdimissionisautobligationiseststricteobservandu

s.[Locuspr6solUti6nereditUsautpecUniaeestobservandussec

undumconditi6nemdlmissi6nisautobligati6nisstricte.](Mαrcf.

D.46,3,47,1;4Co.Rep.73)「 賃 料 あ る い は 金 銭 の 支 払 の た め の 場 所 は 、

賃 貸 借 あ る い は 債 務 関 係 の 条 件 に 従 っ て 、 厳 密 に 守 ら れ る べ き で あ る 。」 〈l

ocus>… 「場 所 」、 〈reditus>… 〈reditus>[賃 料]の 團[国 、 〈pecuniae>… 〈p

ecunia>[金 銭]の 團[国 、 〈observandus>… 〈observo>[守 る]の 見 出 し

語 國 囮[守 ら れ る べ き[で あ る]]、 〈dimissionis>… 〈dimissio>[賃 貸 借]

の 團 圏 。 ※[到 囮 → 〈1>

〈1745>Locusregitactum.[Locusregitactum.]「[行 為]地 は 行

為 を 支 配 す る 。」 〈regit>… 〈rego>[支 配 す る]の 國 国 團 。 ※ 「 国 際 法 」 →

「索 引 」

〈174・6>Longapossesioestpacisjus.[Possessi610ngaestjUs

pacis.](Co.Litt.6;Branch,Princ.)「 長 期 間 の 占 有 は 平 和 の 法 で あ る 。」

〈longa>… 〈longus>[長 い]の 團 國 国 、 〈pacis>… 〈pax>[平 和]の 團 國 。

〈1747>L・ongapossessiojusparit.[Possessi610ngaparitjUs,]

(σZp.D.39,2,15,27;Fleta,Lib,3,C.15,6)「 長 期 間 の 占 有 は 権 利 を 産 む 。」

〈longa>… 〈longus>[長 い]の 團 國 国 、 〈parit>… 〈pario>[生 む]の 囲 国

團 。

〈1748>L・ongapossessioparitjuspossidendiettollitactione

mverodomillo.[Possessi610ngaparitjUspossidendlettollita

cti6nemdomin6ver6.](σZp.D.39,2,15,27;Co.Litt.110b;Fleta,Lib.3.

C.15,§6)「 長 期 間 の 占 有 は 占 有 す る 権 利 を 生 み だ し 、 そ し て 、 真 の 所 有 権
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者 か ら 訴 権 を 奪 う 。」 〈longa>… 〈longus>[長 い]の 團 國 国 、 〈parit>… 〈p

ario>[生 む]の 囲 国 團 、 〈possidendi>… 〈possideo>[占 有 す る]の 國 囮

<possidendum>の 國(團)、 〈tollit>… 〈tollo>[奪 う]の 囲 国 團 、 〈vero>

… 〈verus>[真 の]の 團 囲 匡1 。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈1748わ ∫s>Longitemporisconsuetudovicemservitutisobtine

t.[C6nsuetUd6temporislonglobtinetvicemservitUtis.]「 長 期 間

の 慣 行 は 地 役 権 に 代 わ る 。」 〈longi>… 〈longus>[長 い]の 團 匝]圓 、 〈obti

net>… 〈obtineo>[え る]の 囲 国 團 、 〈vicem>…<vicis>[交 代]の 團 因](属

格 形)、 〈servitutis>… 〈servitus>[役 権]の 團 圏 。

〈1748オer>Longosilentioreshabeturproderelicto.[Reshabe

turpr6derelict6silenti610ng6.]「 物 は 、 長 期 間 の 沈 黙 に 依 っ て 、 放

棄 さ れ た[も の]と 扱 わ れ る 。」 〈derelicto>… 〈derelinquo>の 園 囹 〈derel

iCtUS>の 團 圃 團(囮)、<SilentiO>… 〈SilentiUm>[沈 黙]の 團 圏 、 〈10n

90>… 〈longUS>[長 い]團 圃 圏 。

〈1749>Longumtempusetlongususus,quiexceditmemoria

mhomillum,sufficitprojure.[TempuslongumetUsuslongus,

qulexceditmem6riamhominum,sufficitpr6jUre.](Gαf.D.41,3,1

;co.Litt.115)「 人 の 記 憶 を 超 え る 、 長 い 時 間 お よ び 長 い 利 用 は 、 権 利 の

た め に 十 分 で あ る 。」 〈longum>… 〈longus>[長 い]の 團 口]国 、 〈usus>…

「使 用 」、 〈excedit>… 〈excedo>[こ え る]の 國 国 團 、 〈memoriam>… 〈me

moria>[記 憶]の 團 囲 、 〈sufficit>… 〈sufficio>[た り る]の 囲 国 團 。 ※ 〈q

ui>は 男 性 名 詞 〈USUS>を 先 行 詞 と す る 関 係 代 名 詞 で あ る が 、 並 列 的 な 位 置

に あ る 中 性 名 詞 の 〈tempus>に も か か る も の と 見 る の が 、む し ろ 自 然 で あ る 。

〈1750>Luatincorpore,quinonluetinaere.[Quin6nlueti

naere,luatincorpore,](σZ .ρ,D.4849,1,3;Co,Litt.110b)「 金 銭 で

償 わ な い で あ ろ う[人 は]、 身 体 で 償 う よ う 。」 〈luet>…<luo>[つ ぐ な う]

の 困 国 圓 、 〈aere>… 〈aeS>[金 銭]の 團 圏 、〈IUat>… さ き の 〈IUO>の 圏 囲 国

團 、 〈corpore>… 〈corpus>[身 体]の 團 圏 。 ※ 「金 銭 と 身 体 」 → 〈2916>

〈1751>Lubricumlinguaeadpoenamfaciletrahendumnones

t.[LUbricumlinguaen6nesttrahendumadpoenamfacile,]CMod.

D.48,4,7,3;Cro.Car.117)「 言 葉 の 滑 り や す さ は 、 刑 罰 へ と 安 易 に 引 き よ

せ ら れ る べ き で は な い 。」 〈lubricum>… 「す べ る こ と 」、 〈linguae>… 〈ling

ua>[言 葉]の 團[國 、 〈trahendum>… 〈traho>[ひ き よ せ る]の 國 囮 〈tra

hendus>の 團 囲 国(「 ひ き よ せ ら れ る べ き[で あ る]」)團 囲 国 。 ※ 國 圏 →

〈1>

〈1751わfs>加crumcumdamnopensatur.[Lucrumpensaturcu

mdamn6.]「 利 益 は 損 失 と 相 殺 さ れ る 。」 〈pensatur>… 〈penso>[は か り
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く ら べ る]の 図 囲 国 團 。 ※ 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・

負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈1752>Lucrumfacereexpupillitutelatutornondebet.[TUto

rn6ndebetfacerelucrumextUtelapUpilli.](Manningv.Mannin

glsEx'rs,1Johns.Ch.(N.Y.)527,535)「 後 見 人 は 、被 後 見 人(未 成 熟 者)

の 後 見 か ら 利 得 を な す べ き で は な い 。」 〈tutor>… 「後 見 人 」、 〈tutela>… 〈t

utela>[後 見]の 團 圏 、 〈pupilli>… 〈pupillus>[未 成 熟 者]の 團 國 。

〈1753>Lucrumfacereextutelaquisnondebet.[Quisn6nde

betfacerelucrumextUtela.](Scαeび.D.26,7,58pr.)「 誰 も 、 後 見 か ら

利 得 を な す べ き で は な い 。」 〈tutela>… 〈tutela>[後 見]の 團 圏 。 ※ 〈quis>

の 位 置 に 〈tutor>[後 見 人]が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。 〈quis>は 〈aliquis>

の 代 用 で あ る 。 〈quis(aliquis)〉 は 、 ふ つ う 肯 定 文 で 用 い ら れ る 。 「代 用 型

と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈1753わfs>Lucrumnonintelligiturnisiomnidamnodeducto;

nequedamnumnisilucrodeducto.[Lucrumn6nintellegitur,ni

sidamn60mnldedUct6;nequedamnum,nisilucr6dedUct6.]「 あ

ら ゆ る 損 失 が 控 除 さ れ た と き で な い 限 り は 、 利 得 が[在 る も の と は]理 解

さ れ な い 。 ま た 、 利 得 が 控 除 さ れ た と き で な い 限 り 、 損 失 が[在 る も の と

は]理 解 さ れ な い 。」 〈deducto>… 〈deduco>[ひ く]の 囲 囹 〈deductus>

の 團 田 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(damno・lucro)プ ラ ス

完 了 分 詞(deducto)」 型 で 、 そ の 意 味 は 、 「～ の と き に 」 で あ る 。 圏 圏 →

<22>。 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・不 利 益 ・ 危 険 ・負 担 ・責)」 → 「索 引 」

〈1754>Lucrumradicatumestquasidamnum。[Lucrumradicat

umestdamnumquasi.](C.J.7,47,1)「 根 づ い た 利 益 は い わ ば 損 失 で あ

る 。」〈radicatum>… 〈radico>[根 づ か せ る]の 園 囹 〈radicatus>の 團 田 国 。

〈1755>Lucrumsinedamnoalteriusfierinonpotest.[Lucrum

n6npotestfierisinedamn6alterius.](Syr.454)「 利 得 は 、 他[人]

の 損 失 な し に な さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 ※ 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・

不 利 益 ・ 危 険 ・負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈1756>Lucrllm1111illsestalteriusdamnum.[LucrumUnlusest

damnumalterlus.]「 一[人]の 利 益 は 他[人]の 損 失 で あ る 。」 ※ 「利

益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」

〈1757>Lususnoxiusinculpaest.[NoxiusIUsUsestinculpa.]

(Pα ㍑Z.D,9,2,10)「 競 技 上 損 害 を 与 え た[人]は 、 過 失 の 中 に 在 る 。」 〈no

xiUS>… 「害 を 与 え る 」 を 意 味 す る 形 容 詞 が 名 詞 化 し た も の 、 〈lUSUS>… 〈l

USUS>[競 技]の 團 國 。 ※ 〈IUSUS>は 、 法 ・裁 判 に 関 係 す る 属 格 の 用 例 で

あ る 。 『新 ラ テ ン 文 法 』 §420を 参 照 。
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〈1758>Magisdebonoquamdemalolexintendit.[Lexintend

itdebon6magis,quamdemal6.](Co.Litt.78b)「 法 律(法)は 、 悪

い[こ と]に 関 し て よ り も 、 む し ろ 良 い[こ と]に 関 し て 、 注 目 す る 。」 〈i

ntendit>… 〈intendo>[注 意 を む け る]の 囲 国 團 。 ※ 〈magis～quam>

は 相 関 語 で あ る 。 「良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」

〈1759>Magistratumlegemesseloquentem,1egemautemmut

ummagistratum。[Magistratumesselegemloquentem,autemlege

mmagistratummUtum,](Cic,De.Leg,3,1,2)「 公 職 者(政 務 官)が 言

葉 を 発 す る 法 律(法)で あ り 、 他 方 で 、 法 律(法)が 言 葉 を 発 し な い 公 職

者(政 務 官)[で あ る]こ と 。」 〈magistratum>… 〈magistratus>[公 職 者]

の 團 囲 、 〈loquentem>… 圖 〈loquor>[話 す]の 囲 囹 〈loquens>の 團 國 囲 、

〈mutum>… 〈mutus>[無 言 の]の 團 囲 因]。 ※ 本 動 詞 が 欠 け た か た ち で 、

対 格 不 定 法 の 構 文 が 二 つ 見 え る 。 対 格 形 の 〈magistratum>と 〈legem>は 、

そ れ ぞ れ 、 主 語 と し て 、 不 定 法 〈esse>(一 つ は 省 略)に か か る 。 因]困 →<3

5>

〈1760>Magnaculpadolusest.[Culpamagnaestdolus.](Pα ㍑Z.

D.50,16,226)「 大 き な 過 失 は 悪 意 で あ る 。」 〈517>

〈1761>Magnadifficultasimpossibilitatiae唖uiperatur.[Diffic

ultasmagnaaequiperaturimpossibilitatl.]「 大 き な 困 難 は 不 能 と 同 視

さ れ る 。」 〈difficultas>… 「困 難 」、 〈aequiperatur>… 〈aequipero>[等 し

く す る]の 図 囲 国 團 、 〈impossibilitati>… 〈impossibilitas>[不 可 能]の

團 團 。 ※ 〈622>

〈1762>Magnanegligentiaculpaest,magnaculpadolusest.

[Negligentiamagnaestculpa,culpamagnaestdolus.](Pα αZ.D.50,

16,226)「 大 き な 不 注 意 は 過 失 で あ り 、[そ し て 、]大 き な 過 失 は 悪 意 で あ

る 。」 〈negligentia>… 「不 注 意 」。

〈1763>Magnaparsjusticiae(justitiae)estpatientiajudicis.

[patientiajUdicisestparsmagnajUsticiae(jUstitiae).]「 裁 判 官 の 忍

耐 は 裁 判 の 大 き な 部 分 で あ る 。」 〈patientia>… 「忍 耐 」、 〈pars>「 部 分 」。

〈1764>Magniminoressaepefurespuniunt.[FUresmagnipUni

untmin6ressaepe.](CaeciliusBalbus.Sententia,107;DiogenesL

aertios,VitaePhilosophorum,6,45)「 大 盗 人 は 小 盗 人 を し ば し ば 罰 す る 。」

<fures>… 〈fur>[盗 人]の 國 国 。 ※ 〈minor>に は 、 絶 対 的 比 較 級 と し て 訳

を つ け て い る 。 → 〈105>。 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」
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〈1765>Mahemiumestintercriminamajoraminimum,etint

ermilloramaximllm.[Maheniumestminimumintercrlminamaj

6ra,etmaximumintermin6ra.](Co.Litt.127a)「 身 体 へ の 加 害 は 、(比

較 的)大 き な 犯 罪 の 中 で は 、 最 も 小 さ い[も の]で あ り 、 そ し て 、(比 較 的)

小 さ い[犯 罪]の 中 で は 、 最 も 大 き な も の[で あ る]。 」 〈mahemium>… 「身

体 へ の 加 害 」。 ※ 「大 と 小 」 → 「索 引 」

〈1765わfs>Majorcasllsestcuihumanainfirmitasresisteren

onpotest.[Casusmajorest,cuiInflrmitashUmanan6npotestr

esistere.]「 不 可 抗 力 は 、 人 の 弱 さ が 抵 抗 出 来 な い[も の]で あ る 。」 〈inf

irmitas>… 「弱 さ 」、 〈humana>… 〈humanus>[人 の]の 團 國 匡1、 〈resist

ere>… 〈resisto>[抵 抗 す る]の 囲 困 。

〈1766>Majorcontinetinseminus.[Majorcontinetminusin

se.](Pα αZ.D.50,17,HOpr.;Jenk.Cent.208)「(比 較 的)大 き な[も の]

は 、(比 較 的)小 さ な[も の]を そ れ 自 体 の 中 に 含 む 。」 〈continet>… 〈con

tineo>[含 む]の 囲 国 團 。 ※ 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

〈1767>Majordividat,minoreligat.[Majordlvidat,minorelig

at.](Plut.Romulus,3,2;DiogenesLaertios,VitaePhilosophorum,9,

35;Sen.Controversiae,6,3,Summarium;Augustin.DeCivitateDei,1

6,20:0rationes,356,3;Sachsenspiegel,Landrecht,3,29,2.)「[年 令 の

上 で](い っ そ う)上 の[人]が 分 配 し 、[年 令 の 上 で](い っ そ う)下 の[人]

が 選 ぶ よ う 。」 〈dividat>… 〈divido>[分 配 す る]の 圏 國 国 團 、 〈eligat>… 〈e

ligo>[選 ぶ]の 國 囲 国 團 。 ※ 〈major>・<minor>の 概 念 内 容 に は 、 い ろ い

ろ な も の が あ る 。 「上 と 下 」 → 「索 引 」

〈1768>Majorestcausapossidentis.[Causapossidentisestma

jor.](σZp.D.5047,126,2)「 占 有[者]の 状 況 は い っ そ う 大 き い 。」 〈pos

sidentis>… 〈possideo>[占 有 す る]の 囲 囹 〈possidens>の 團 囲 國(匿 囮)。

〈1769>Majorhaereditas(hereditas)venitunicuiquenostrum

ajureetlegibus,quamaparentibus.[Haereditas(Hereditas)ma

jorvenitUnicuiquen6strumajUreetlegibus,quamaparentibu

s.](2Co.Inst,56)「 親 か ら の も の よ り も い っ そ う 大 き な 相 続 財 産 が 、 法

お よ び 法 律 か ら 私 た ち の 各 人 に 来 る 。」〈venit>…<venio>[く る]の 囲 国 團 、

〈parentibus>… 〈parens>[親]の[國 圏 。 ※ 〈nostrum>は 、 所 有 代 名 詞 〈no

ster>[私 た ち の]の 一 変 化 形 で は な く て 、 人 称 代 名 詞 〈nos>[私 た ち]の

属 格(複 数)の 方 で あ る 。 こ れ は 「～ の う ち の 」 を 意 味 す る 「部 分 の 属 格 」

の 用 法 に 関 係 す る 。 『新 ラ テ ン 文 法 』 §132を 参 照(cf.§137・ §138・ §100)。

<nostrum>の ほ か に 〈nostri>と い う 属 格 形 が あ る が 、 こ ち ら の 方 は 、 「～ の

こ と を 」 と い う う け と り か た に な る の で(英 語 の 〈of>に も 同 系 の 「を 」 の
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用 法 が あ る)、 要 注 意 で あ る 。 こ れ が 属 格 を ひ く 動 詞 ・形 容 詞 の 補 語 と な っ

て い る か ら で あ る 。 こ の よ う に 〈jus>[法]と 〈lex>[法 律]が 対 比 し て 登

場 し て く る 命 題 は 、 か な ら ず し も 多 く な い 。 な お 、 本 編 で は 、<lex>を 「法

律(法)」 と 訳 出 し て あ る ケ ー ス が ふ つ う で あ る 。 〈641翫s>・ 〈1436>・ 〈1

604>

〈1770>Majornumerusinsecontinetmillorem.[NUmerusmaj

orcontinetmin6reminse.](PαuZ.D.5,1,54;Brac.Fol.16)「(い っ そ

う)大 き な 数 は 、(い っ そ う)小 さ な 数 を そ れ 自 体 の 中 に 含 む 。」 〈numeru

S>… 「数 」、 〈COntinet>… 〈COntineO>[含 む]の 囲 国 團 。 ※ 「大(多)と

小(少)」 → 「索 引 」

〈1771>Majorparstrahitadseminorem.[Parsmajortrahitm

in6remadse.](Pα ㍑Z.D.5,1,54)「(い っ そ う)大 き な 部 分 は 、(い っ そ う)

小 さ い[部 分]を 自 身 の 許 へ 引 き よ せ る 。」 〈pars>… 「部 分 」、<trahit>…<t

raho>[ひ き よ せ る]の 囲 国 團 。 ※ 「大 は 小 を 自 身 の も と へ ひ き よ せ る 。」、

「大 は 小 を か か え る 。」 と 読 む と 、 絶 対 的 比 較 級 の 訳 し か た と な る 。 〈2843>

〈Quandoplusfitquamfieridebet,videturetiamilludfieriquod

faciendumest.〉[な さ れ る べ き で あ る よ り 以 上 に な さ れ る と き は 、 な さ

れ る べ き で あ る あ の[こ と]さ え も 、 な さ れ る も の と 見 ら れ る 。]も 、 過 剰

問 題 を と り あ げ て い る 、 同 趣 旨 の 格 言 で あ る 。〈faciendum>は 、〈facio>[な

す]の 國 圏 〈faciendus>[な さ れ る べ き[で あ る]]の 團 田 国 で あ る 。 國 圏

→ 〈1>。 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

〈1771わfs>Majorquaestiominoremcausamadsetrahit.[Qua

esti6majortrahitcausammin6remadse.]「 い っ そ う 大 き な 問 題 は

い っ そ う 小 さ い 状 況 を 自 身 の 許 へ 引 く 。」 〈quaestio>… 「問 題 」、 〈trahit>

… 〈traho>[ひ く]の 國 国 團 。 ※ 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

〈1772>Majorepoenaaffectusquamlegibusstatutaest,non

estinfamis.[Affectuspoenamaj6re,quameststatUtalegibus,n

6nestinfamis.](4Co.Inst.66)「 法 律(法)に 依 っ て 定 め ら れ た[刑

罰]よ り も い っ そ う 重 い 刑 罰 を 受 け た[人]は 、破 廉 恥 な[人]で は な い 。」

〈affectus>… 〈afficio>[扱 う]の 囲 囹 〈affectus>の 團 囲 国([圃)、 〈stat

uta>…<statuo>[定 め る]の 園 囹 〈statutus>の 團 國 国(受 動 相 完 了 の 構

成 要 素)、 〈infamis>… 「破 廉 恥 な 」 を 意 味 す る 形 容 詞 が 名 詞 化 し た も の 。

※ 〈affectus>に は 「性 向 」 な ど を 意 味 す る 名 詞 が あ る の で 、 ま ぎ ら わ し い 。

〈1772わfs>Majoremllabetallctoritatemqllamresjudicata.[Ha

betauct6ritatemmaj6remquamresjUdicata.]「[宣 誓 は]既 判 物 よ

り 大 き な 権 威 を 持 つ 。」 〈auctoritatem>… 〈auctoritas>[権 威]の 團 因]。

〈1773>Majorisummaeminorinest.[Minorinestsummaemaj6
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ri.](2Kent.Com.618;Story,Ag.§172)「(い っ そ う)少 な い[金 額]は 、

(い っ そ う)大 き な 金 額 に 内 在 す る 。」 〈inest>… 〈insum>「 内 在 す る 」の 國 国

團 、 〈SUmmae>… 〈SUmma>[金 額]の 團 團 。 ※ 「大(多)と 小(少)」 →

「索 引 」

〈1774>Majuscontinetminus.[Majuscontinetminus.](Jenk.

Cent.208)「(比 較 的)大 き な[も の]は 、(比 較 的)小 さ い[も の]を 含

む 。」 〈COntinet>… 〈COntineO>[含 む]の 囲 国 團 。 ※ 「大(多)と 小(少)」

→ 「索 引 」

〈1775>Majusdignumtrallitadseminusdignum.[Dignumma

justrahitdignumminusadse.](Broom,Max.176)「(比 較 的)価 値

の 多 い[も の]は 、(比 較 的)価 値 の 少 な い[も の]を そ れ 自 体 の 下 へ 引 き

よ せ る 。」 〈dignum>…<dignus>[価 値 の あ る]の 團 匠]国 ・ 因]([蟹)、<t

rahit>… 〈traho>[ひ く]の 囲 国 團 。 ※ 「多 と 少 」 → 「索 引 」

〈1776>Majusestdelictumseipsumocciderequamalium.[Oc

cidereseipsumestdelictummajus,quamalium.](Decr.Gratians,

2,23,5,10f.;3Co.Inst,54;4Co.Rep.45b;Bart.Max,108)「 自 身 を 殺

す こ と は 、 他[人]を[殺 す こ と]よ り も 、 い っ そ う 大 き な 犯 罪 で あ る 。」

〈occidere>… 〈occido>[殺 す]の 囲 團 。 ※ 「 自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」

〈1776わ ∫s>Malaelectioestinculpa。[Electi6malaestinculp

a.]「 悪 い 選 定 は 過 失 の 中 に 在 る 。」 〈electio>… 「選 定 」。

〈1777>Malafidessupervelliensnocet.[Fidesmalasupervenie

nsnocet.](Pα αZ.D.4ヱ,3,4,18;C.J.7,31,1;Decr.2,26,20)「 後 発 的 な

悪 意 は 害 す る 。」 〈superveniens>… 〈supervenio>[こ え て く る]の 囲 囹 〈s

uperveniens>の 團 國 国 、 〈nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 團 。

〈1778>Malagrammaticanollvitiatchartam.[Grammaticamal

an6nvitiatchartam.](6Co.Rep.39b;Broom,Max.466,686)「 言呉 ま

っ て い る 文 法(語 法)は 、 捺 印 証 書 を 無 効 と し な い 。」 〈grammatica>… 「文

法 」、 〈vitiat>… 〈vitio>[害 す る]の 囲 匡1團 、 〈chartam>… 〈charta>[証

書]の 團 圃 。

〈1778わfs>Malaeconsuetudinesne唖11eexlongotemporene噌u

eexlongaconsuetudineconfirmantur.[C6nsuetUdinesmalaec6

nfirmanturnequeextemporelong6nequeexc6nsuetUdinelonga.]

「悪 い 慣 習 は 、 長 い 時 間 に 依 っ て も 、 長 い 慣 習 に 依 っ て も 、 強 め ら れ な い 。」

〈confirmantur>… 〈confirmo>[強 め る]の 図 囲 国 圏 、 〈longo>… 〈longus>

[長 い]の 團 匝]圏 、 〈longa>… さ き の 〈longus>の 團[図 圏 。 ※ 〈neque～n

eque>は 相 関 語 で あ る 。

〈1778fer>Malaefideiemptioirritaest.[Empti6fideimalaee
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stirrita.]「 悪 意 の 購 入 は 無 効 で あ る 。」 〈irrita>… 〈irritus>[無 効 な]の

團 國 国 。

〈1778q㍑ αオer>Malaefideipossessoremessenullusam1⊃igitqu

ialiquidcontraleguminterdictamercatur.[NUIIusambigit,qu

imercaturaliquidcontrainterdictalegum,essepossess6remfid

elmalae,]「 誰 も 、 法 律(法)の 禁 止 に 反 し て あ る も の を 購 入 す る[人]

が 悪 意 の 占 有 者 で あ る こ と は 、 疑 問 視 し な い 。」 〈ambigit>… 〈ambigo>[疑

問 と す る]の 囲 国 團 、 〈mercatur>… 圖 〈mercor>[買 う]の 囲 国 團(図)、

〈interdicta>… 〈interdictum>[禁 止]の[國[瑚 。 ※ 〈ambiguit>に ひ か れ た

対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 、 関 係 代 名 詞 対 格 形 の 先 行 詞 は 、

意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈esse>に か か る 。 因]困 → 〈35>

〈1779>Malecaptus,benedetentus.[Captusmale,detentusbe

ne.]「 不 正 に 捕 え ら れ た[人][で さ え も]、 よ く 確 保 さ れ た[人][で あ る 。]」

〈captus>… 〈capio>[つ か ま え る]の 見 出 し 語 囲 囹([囮)、 〈detentus>

… 〈detineo>[確 保 す る]の 見 出 し 語 囲 囹(匿 唾]) 。 ※ 二 つ の 完 了 分 詞 を 受

動 相 完 了(三 人 称 単 数)の 構 成 要 素 と 見 る の な ら 、 動 詞 が 省 略 さ れ て い る

こ と に な る 。

〈1780>Malejurenostroutinondebemus.[N6ndebemusUtij

Uren6str6male.](Gai.1.1,53)「 私 た ち は 、 私 た ち の 権 利 を 悪 く 用 い る

べ き で は な い 。」 ※ 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」。 〈852>・ 〈1956>・ 〈3504>

〈1781>Maledictaexpositio,quaecorrumpittextum.[Expositi

6,quaecorrumpittextum,maledicta.](Broom,Max.622;4Co.Rep.

35a;Wing.Max,26)「 文 言 を 壊 す 解 釈 は 非 難 さ れ る べ き も の[で あ る 。]」 〈e

xpositio>… 「解 釈 」、 〈corrumpit>… 〈corrumpo>[破 壊 す る]の 囲 国 團 、

〈textum>… 〈textus>[文 言]の 團 因]、 〈maledicta>… 〈maledico>[悪 口 を

言 う]の 園 囹 〈maledictus>の 團 國 国 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈13>・ 〈3

776>・ 〈3818>

〈1782>Maleficianondebentremanereimpunita,etimpunita

scontinuumaffectumtribuitdelinquendi.[Malefician6ndeben

tremanereimpUmta,etimpUnitastribuitaffectumcontinuumde

linquendl.](4Co.Rep.45b)「 悪 行 は 罰 せ ら れ な い ま ま に さ れ る べ き で は

な い 。 そ し て 、 不 加 罰 は 、 不 法 な 行 為 を 犯 す 永 続 的 な 欲 望 を 与 え る 。」 〈ma

leficia>… 〈maleficium>[悪 事]の 圏 国 、 〈remanere>… 〈remaneo>[と ど

ま る]の 囲 困 、 〈impunita>… 〈impunitus>[罰 を う け な い]の 國 田 国 、 〈i

mpunitas>… 「不 可 罰 」、 〈tribuit>… 〈tribuo>[与 え る]の 囲 国 團 、 〈aff

ectum>… 〈affctus>[欲 望]の 團 因]、 〈continuum>… 〈continuus>[永 続

し て い る]の 團 圃 圃 、 〈delinquendi>… 〈delinquo>[不 法 な 行 為 を 犯 す]
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の 國 囮 〈delinquendum>の 國(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈1783>Maleficiapropositisdistinglluntur.[Maleficiadistingu

unturpr6positls.](Jenk.Cent.290,Case29)「 犯 行 は[た だ の]計 画

か ら は 区 別 さ れ る 。」 〈maleficia>… 〈maleficium>[犯 行]の 國 国 、 〈disti

nguuntur>… 〈distinguo>[区 別 す る]の 図 囲 国 圏 、 〈propositiis>'"〈pr

opositum>[計 画]の 困到圏 。 ※ 「タ テ マ エ(計 画)と ホ ン ネ(犯 行)」 →

「索 引 」。 〈348>・ 〈565>・ 〈3438>

〈1784>Maleficiorumsocietasnullaest.[Societasmalefici6ru

mestnUlla.](σZp.D.27,3,1,14)「 悪 事[実 行]の た め の 組 合 は 、 無 効

で あ る 。」 〈societas>… 「組 合 」、 〈maleficiorum>… 〈maleficium>[悪 事]

の 圏 圓 。 ※ 「悪 事 に つ い て は 」 と い う よ う に 属 格 の 意 味 を 強 調 す る 訳 法 も

あ る 。 こ の よ う な 、 文 頭 の 属 格 か ら は じ ま る 表 現 法 は 格 言 的 命 題 の な か に

多 く 見 ら れ る 。 「文 頭 の 属 格 」 → 「索 引 」。<804>

〈1784わfs>Maleficiumiteratumgraviusest.[Maleficiumiterat

umestgravius.]「 繰 り か え さ れ た 悪 行 は い っ そ う 重 い 。」 〈maleficium>

… 「悪 行 」、 〈iteratum>… 〈itero>[く り か え す]の 匠1囹 〈iteratus>の 團 田

国 、 〈graViUS>… 〈graViS>[重 い]の 圃 〈graViOr>の 團 匝 国 。

〈1785>Malitiacrescentecresceredebetetpoena.[Etpoena

debetcrescere,malitiacrescente.]「 悪 意 が 増 大 す る と 、 罰 も 増 大 す る

べ き で あ る 。」 〈crescere>… 〈cresco>[増 大 す る]の 囲 圏 、 〈malitia>… 〈m

alitia>[悪 意]の 團 團 、 〈crescente>… 〈cresco>[増 大 す る]の 國 囹 〈cre

scens>の 團 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(malitia)プ ラ ス

現 在 分 詞(crescente)」 型 の 絶 対 的 奪 格 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ

る 。 囮[奪1→ 〈22>。 〈1053>・ 〈2502>・ 〈2603>

〈1786>Malitiasllppletaetatem.[Malitiasuppletaetatem.](C.

J.2,42,3 .ρr.;Broom,Max.215,316;Dyer.1046)「 悪 意 は 年 令 を 補 充 す る 。」

〈malitia>… 「悪 意 」、 〈supplet>… 〈suppleo>[ネ 甫 充 す る]の 囲[ヨ 國 、 〈ae

tatem>… 〈aetas>[年 令]の 團 因]。

〈1787>Malitiishominumestobviandum.[Estobviandummali

tilshominum.](4Co,Rep.15b)「 人 の 悪 意 に は 対 抗 す る べ き で あ る 。」〈o

bviandum>… 〈obvio>[妨 げ る]の 國 囮 〈obviandus>[妨 げ る べ き[で あ

る]]の 團 圃 国 、 〈malitiis>… 〈malitia>[悪 意]の 國 團 。 ※ 國 囮 → 〈1>、

「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>・ 「索 引 」。

〈1788>Malitiisnonestindulgendllm.[N6nestindulgendum

malitils.](CθZ.D.64,38)「 悪 意 は 許 す べ き で は な い 。」 〈indulgendum>

…<indulgeo>[許 す]の 國 囮 〈indulgendus>[許 す べ き[で あ る]]の 團 圃

国 、 〈malitiis>… 〈malitia>[悪 意]の 圏 團 。 ※ 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈5
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74>

〈1789>Malorumfacinorumministri噌uasiexprobrantesaspic

iuntur.[Ministrlfacin6rummal6rumaspiciunturexprobrantesqu

asi.](C.J.2,42,3pr.;Broom,Max.215,316;Dyer,104b)「 悪 行 の 需 助

者 は 、 い わ ば 非 難 す る 人 と 見 ら れ る 。」 〈ministri>… 〈minister>[助 成 者]

の 圏 国 、 〈facinorum>… 〈facinus>[悪 事]の 圏 國 、 〈aspiciuntur>… 〈as

picio>[見 る]の 図 囲 国 圏 、 〈exprobrantes>… 〈exprobro>[非 難 す る]

の 囲 囹 〈exprobrans>の 圏 囲 国(匿 囮)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主

語 の 〈ministri>は 、 〈aspiciuntur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国

匠]→ 〈98>

〈1790>Malorumpoellapraesidiumestbonis.[Poenamal6rum

estpraesidiumbonls.](Syr.)「 悪 い[人 々]へ の[加]罰 は 、 良 い[人

々]へ の 砦 で あ る 。」<praesidium>… 「砦 」。 ※ 「良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」。

〈846>・ 〈1166>。 〈1385>。 〈1410>・ 〈2601>・ 〈2765>・ 〈3708>。 〈3709>

・ 〈3710>

〈1791>Malumllonhabetefficientem;seddeficielltemcallsa

m.[Malumn6nhabent[causam]efficientem;sedcausamdefic

ientem.](31nst.Praeme.)「 悪 い[こ と]は 、 効 果 的 な[原 因 は]持 た

な い が 、 し か し 、 欠 け た 原 因 は 持 っ て い る 。」 〈efficientem>… 〈efficiens>

[効 果 的 な]の 團 國 園]、 〈deficientem>… 〈deficio>[欠 け る]の 國 囹 〈defi

ciens>の 團[冤 因]。

〈1792>Malumnonpraesumitur.[Malumn6npraesUmitur.](σZ

p.D.2,3,18,1;Branch,Princ.;4Co.Inst.72a)「 悪 い[こ と]は 推 定 さ れ

な い 。」

〈1793>Ma111sususestabolendus.[Ususmalusestabolendus,]

(Co.Litt.141;Broom,Max.92)「 悪 習 は 廃 止 さ れ る べ き で あ る 。」 〈usus>

… 「慣 習 」
、 〈abolendus>… 〈aboleo>[廃 止 す る]の 見 出 し 語 國 囮[廃 止

さ れ る べ き[で あ る]]。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈1794>Mandatalicitastrictamrecipiuntinterpretationem,i

llicitalatametextellsam.[Mandatalicitarecipiuntinterpretati

6nemstrictam,illicitalatametextensam.](Bac.Max.Reg.16)「 適

法 な 委 任 は 厳 格 な 解 釈 を 受 け い れ る[が 、 し か し]、 不 適 法 な[委 任]は 広

く ま た 拡 大 さ れ た[解 釈]を[受 け い れ る]。 」 〈mandata>… 〈mandatum>

[委 任]の 圏 国 、 〈licita>… 〈licitus>[適 法 な]の 國 囲 国 、 〈recipiunt>…

〈recipio>[う け と る]の 囲 国 國 、 〈strictam>… 〈strictus>[厳 格 な]の 團

國 圖 、 〈illicita>… 〈illicitus>[不 適 法 な]の 圏 圃 国 、 〈latam>°"〈latus>

[広 い]の 團[冤 因]、 〈extensam>… 〈extendo>[広 げ る]の 囲 囹 〈extensus>
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の 團 國 因]。

〈1795>Mandatariustermillossibipositostrallsgredinonpot

est.[Mandatariusn6npotesttransgredltermin6sposit6ssibi.](G

ai.L3,156;Jenk.Cent.53)「 受 任[者]は 、 自 身 に 設 定 さ れ た 制 限 を 超

え る こ と は 出 来 な い 。」 〈mandatarius>… 「受 任 者 」、 〈transgredi>…[≡]〈t

ransgredior>「 こ え る 」 の 囲 困(図)、 〈terminos>… 〈terminus>[境 界]

の[園 因]、 〈positos>… 〈pono>[お く]の 匠1囹 〈positus>の[璽 陵]因]。

〈1795わfs>Mandatumetindiemdifferri,etsubconditionefi

eripotest.[Mandatumpotestetdifferriindiem,etfierisubco

nditi6ne.]「 委 任 は 、[一 定 の]日 へ と 延 ば さ れ る こ と も 、 条 件 つ き で な さ

れ る こ と も 出 来 る 。」 〈mandatum>… 「委 任 」、 〈differri>… 〈differo>[の

ば す]の 図 囲 匠]。 ※ 〈et～et>は 相 関 語 で あ る 。

〈1796>Mandatummortedissolvitur.[Mandatumdissolviturmo

rte.](Pα αZ.D.46,3,108:D.17,1,26pr.)「 委 任 は 死 亡 に よ っ て 解 消 さ れ

る 。」 〈mandatum>… 「委 任 」、 〈dissolvitur>… 〈dissolvo>[解 く]の 図 囲

国 團 、 〈morte>… 〈mors>[死]の 團 團 。

〈1797>Mandatumnisigratuitumnullumest.[MandatumnUll

umest,nisigratuitum.](Pα ㍑Z.D.17,1,1,4;1.J.3,26)「 無 償 の も の で

な[い]限 り 、 い か な る 委 任 も 存 在 し な い 。」 〈mandatum>… 「委 任 」、 〈g

ratuitum>… 〈gratuitus>[無 償 の]の 團 田 国 。

〈1797わfs>Mandatumllonestobligatoriumquodcontrabonos

moresest.[Mandatum,quodestcontramoresbon6s,n6nesto

bligat6rium.]「 良 い 習 俗 に 反 す る 委 任 は 、 拘 束 力 を 持 た な い 。」 〈mandat

um>… 「委 任 」、 〈mores>… 〈mos>[慣 習]の[園 因]、 〈obligatorium>… 〈ob

rigatorius>[拘 束 的 な]の 團 匝]国 。

〈1797オ εr>Mandatumreintegra,dominimortefinitur.[Manda

tumfiniturmortedomini,reintegra.]「 委 任 は 、 事 態 が 未 着 手 の 場 合

に は 、 所 有 権 者 の 死 に 依 っ て 、 終 了 す る 。」 〈mandatum>… 「委 任 」、 〈fini

tur>… 〈finio>[終 え る]の 図 囲 国 團 、 〈morte>… 〈mors>[死]の 團 團 、 〈i

ntegra>… 〈integer>[も と の ま ま の]の 團 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見

え る 。 「名 詞(re)プ ラ ス 形 容 詞(integra)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ で あ る

か ぎ り 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>

〈1798>Mandatumspecialederogatgenerali.[Mandatumspeci

alederogatgenerall.]「 特 別 の 委 任 は 、 一 般 的 な[委 任]を[部 分 的 に]

解 消 さ せ る 。」〈mandatum>… 「委 任 」、 〈speciale>… 〈specialis>[特 別 の]

の 團 圃 国 、 〈derogat>… 〈derogo>[部 分 的 に 廃 止 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈de

rogo>は 与 格 を ひ く 。 「一 般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(一 般)

B-428



と ホ ン ネ(特 殊)」 → 「索 引 」。

〈1799>Mallifestanonindigelltprobatiolle.[Manifestan6nind

igentprobati6ne.](σZp.D.33,4,1,8;7Co.Rep.40)「 明 白 な[こ と]は

証 明 を 必 要 と し な い 。」 〈manifesta>… 〈manifestus>[明 白 な]の 圏 圃 国

(囮)、 〈indigent>… 〈indigeo>[必 要 と す る]の 囲 国 圏 。 ※ 〈indigeo>は

奪 格 ・ 属 格 を ひ く(〈probatione>は 奪 格 形 で あ る)。 〈1684>・ 〈2304>

〈1799わfs>Manifestaeturpitudinisetconfessionisestnollen

ecjurarenecjusjurandumreferre.[N611enecjUrarenecreferre

jUsjUrandumestturpitUdinismanifestaeetc6nfessi6nis.]「 宣 誓 す

る こ と を 望 ま な い こ と も 、 宣 誓 を 押 し も ど す こ と も 望 ま な い こ と は 、 明 ら

か な 恥 辱 お よ び 自 白 に 属 す る 。」 〈jurare>… 〈juro>[宣 誓 す る]の 國 困 、 〈r

eferre>… 〈refero>[お し も ど す]の 囲 困 、 〈jusjurandum>… 〈jusjurand

um>[宣 誓]の 團 因]、 〈turpitudinis>…<turpitudo>[恥 辱]の 團 國 、 〈m

anifestae>… 〈manifestus>[明 白 な]の 團[冤[圃 、 〈confessionis>… 〈conf

essio>[自 白]の 團 圓 。 ※ 「～ の も の で あ る 」 と い う 「属 格 の 訳 し か た 」

→ 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。 〈nec～nec>は 相 関 語 で あ る 。

〈1800>Maritietfeminaeconjunctioestdejurenaturae.[Co

njUncti6maritietfeminaeestdejUrenatUrae.](σZp.D.1,1,1,3;C

alvinlsCase,7Co.Rep.13)「 夫 と 妻 の 結 合 は 、 自 然 法 上 の も の で あ る 。」

〈conjunctio>… 「結 合 」、 〈mariti>… 〈maritus>[夫]の 團 圓 、 〈feminae>

… 〈femina>[妻]の 團 圓
。

〈1800わfs>Martiononlicetonerarepropriauxoris.[N6nlicet

marit60nerarepropriaux6ris.]「 夫 に は 、 妻 の 固 有[財 産]に 負 担 を

負 わ せ る こ と は 、許 さ れ な い 。」〈onerare>… 〈onero>[負 担 を 課 す]の 囲 国 、

〈uxoris>… 〈uxor>[妻]の 團[国 、 〈marito>… 〈maritus>[夫]の 團 團 。

〈1801>Matersempercertaest;paterest,quemnuptiaedem

onstrant。[Materestcertasemper;paterest,quemnUptiaedem6

nstrant.](Pα αZ.D.2,4,5)「 母 は 常 に 確 か で あ る が 、 し か し 、 父 は 婚 姻 が

示 す[人]で あ る 。」 〈mater>… 「母 」、 〈pater>… 「父 」、 〈nuptiae>… 「婚

姻 」(複 数 形)、 〈demonstrant>… 〈demonstro>[示 す]の 囲 国 圏 。 ※ 「タ

テ マ エ(父)と ホ ン ネ(母)」 → 「索 引 」。<946>・<2518>・ 〈2520>

〈1802>Matemajuranonpossuntaboleri.[JUramaternan6n

possuntaboleri.](C.J.8,47,10,1:2)「 母 の 権 利 は 廃 止 さ れ る こ と は 出

来 な い 。」 〈materna>… 〈maternus>[母 の]の 國 團 国 、 〈aboleri>… 〈abol

eo>[廃 止 す る]の 図 囲 困 。

〈1802わfs>Matremcogemuspraesertimvulgoquaesitoslibero

salere.[C6gemusalerematremliber6squaesit6svulg6praeserti
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m.]「 私 た ち は 、 母 が と り わ け 庶 出 の 子 供 た ち を 養 う よ う 、 強 い る 。」 〈ale

re>… 〈aleo>[養 う]の 囲 困 、 〈matrem>… 〈mater>[母]の 團 因]、 〈liber

os>… 〈liberi>[子 供 た ち]の 因](國)、 〈quaesitos>…<quaero>[え る]

の 囲 囹 〈quaesitUS>の 閣 囲 因]。

〈1803>Matrimoniadebentesselibera.[Matrim6niadebentess

eIlbera,](C.J,8,38,2;Halk.Max.86;2Kent.Com.102)「 婚 姻 は 自 由

で あ る べ き で あ る 。」 〈matrimonia>… 〈matrimonium>[婚 姻]の 國 国 、 〈l

ibera>…<liber>[自 由 な]の 國 匝 国 。

〈1804>Matrimoniuminterinvitosnoncontrallitur.[Matrim6n

iumn6ncontrahiturinterinvit6s.](CeZ.D.23,2,22)「 婚 姻 は 、 そ れ

を 望 ま な い[人 た ち]の 間 で は 、 締 結 さ れ な い 。」 〈matrimonium>… 「婚

姻 」、 〈inVitOS>… 〈inVitUS>[望 ま な い]の 圏 囲 因]([蟹)。 ※ 「意 思 に 反

す る 」 → 「索 引 」

〈1805>Matrimoniumnonpraesumitur.[Matrim6niumn6nprae

sUmitur.]「 婚 姻 は 推 定 さ れ な い 。」 〈matrimonium>… 「婚 姻 」。

〈1806>Matrimoniumsubse⊂1uellslegitimosfacit.[Matrim6niu

msubsequensfacitlegitim6s.](C.J.5,27,5ρr.;Co.Litt.345)「 後 に

生 ず る 婚 姻 は[子 を]嫡 出 子 と す る 。」 〈matrimonium>… 「婚 姻 」、 〈subs

equens>… 囲 〈subsequor>[っ つ く]の 囲 囹 〈subsequens>の 團 園 国 。

〈1807>Matrimoniumsubsequenstollitpeccatumpraecedens.

[Matrim6niumsubsequenstollitpeccatumpraecedens.](Bart.Max.

218)「 後 に 生 ず る 婚 姻 は 、 先 に 生 じ て い る 過 ち を 取 り さ る 」 〈matrimoni

um>… 「婚 姻 」、 〈subsequens>… 圖 〈subsequens>の 團 圃 国 、 〈tollit>… 〈t

ollo>[奪 う]の 囲 国 團 、 〈peccatum>… 〈peccatum>[過 ち]の 團 圃 、 〈p

raecedens>… 〈praecedo>[先 行 す る]の 囲 囹 〈praecedens>の 團 囲 囲 。 ※

「前(先)と 後 」 → 「索 引 」

〈1808>Maximadebeturpueroreverentia.[Reverentiamaxima

debeturpuer6.](Jur.Sat.14,47)「 子 供 に は 最 大 の 畏 敬 が 負 わ れ る 。」 〈r

everentia>… 「畏 敬 」、 〈puero>… 〈puer>[子]の 團 團 。

〈1809>Maximaestillecebrapeccalldiimpunitatisspes.[Spes

impUnitatisestillecebramaximapeccandl.](Cic.ProMil.16,43)

「不 加 罰 へ の 期 待 は 、 犯 罪 を 犯 す こ と の 最 大 の 刺 激 で あ る 。」 〈spes>… 「期

待 」、 〈impunitatis>… 〈impunitas>[不 加 罰]の 團[國 、 〈illecebra>… 「魅

力]、 〈peccandi>… 〈pecco>[犯 す]の 國 囮 〈peccandum>の 國(團)。 ※ 國

匠≡]→ 〈153>・ 〈1540>

〈1810>Maximaitadictaquiamaximaestejusdiginitasetc

ertissimaauctoritas,atquequodmaximeomnibusprobetur.[M
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aximadictaita,quiadignitasejusestmaxima,etauct6ritascer

tissima,atquequodprobeturomnibusmaxime.](Co.Litt,11)「 格 言

(maxima)[と い う 言 葉]は 、 そ の 品 位 が 最 大(maxima)で あ り 、 ま た 、[そ

の]権 威 が 最 も 確 か[で あ る]の で 、 し か も 、 す べ て の[人 々]に 依 っ て

最 も 強 く(maxime)是 認 さ れ て い る 関 係 で 、 こ の よ う に 呼 ば れ[た]。 」 〈m

axima>… 「格 言 」(〈maximus>の 團 國 国 の 形)、 〈dignitas>… 「品 位 」、 〈a

uctoritas>… 「権 威 」。 ※ 〈quia>と 〈quod>は 、 と も に 理 由 を 意 味 す る 接 続

詞 で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈1811>Maximepacisuntcontrariae,visetinjuria.[Viseti

njUriasuntcontrariaepacimaxime.](Co.Litt.161b)「 暴 力 お よ び 不

法 は 、 平 和 に 最 も 対 立 す る も の で あ る 。」 〈contrariae>… 〈contrarius>[反

対 の]の 圏 國 国 、 〈paci>… 〈pax>[平 和]の 團 團 。

〈1812>Maximuserrorispopulusmagister.[Populusmagister

maximuserr6ris.](Broom,Max.)「 国 民 は 過 誤 の 最 大 の 師[で あ る 。]。」

〈populus>… 「国 民 」、 〈magister>… 「教 師 」。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈1813>Mediatemporanonnocellt.[Temporamedian6nnocen

t.](σZ .ρ.D.28,5,6,2)「 中 間 期 は 害 し な い 。」<media>… 〈medius>[中 間

の]の 閣 圃 国 、 〈nOCent>… 〈nOCeO>[害 す る]の 囲 国 國 。

〈1814>Medicoimputarieventusmortalitatisnondebet.[Eve

ntusmortalitatisn6ndebetimputarlmedic6.](Pseudo一 σZp.D,1,ヱ

8,6,7)「 死 亡 と い う 結 果 は 、 医 師 に 帰 せ ら れ る べ き で は な い 。」 〈eventus>

… 「結 果 」、<mortalitatis>… 〈mortalitas>[致 死 性]の 團 國 、<imputari>

… 〈imputo>[帰 す る]の 図 囲 困 、 〈medico>… 〈medicus>[医 師]の 團 團 。

※ 医 師 の 責 任 に つ い て の 興 味 あ る 格 言 で あ る 。 こ の よ う な 命 題 が 伝 え ら れ

て い る と い う こ と 自 体 か ら 、 当 時 、 医 師 の 治 療 行 為 に 関 し て 不 法 行 為 が ら

み の ト ラ ブ ル が 発 生 し て い た こ と が 判 明 す る 。 な お 、 ロ ー マ 時 代 の 医 師 の

社 会 的 地 位 は 、 か な ら ず し も 現 代 の 場 合 ほ ど 高 く は な か っ た 。 そ の 要 因 の

一 つ に
、 医 業 に 従 事 す る 人 々 が 低 い 身 分 の 出 で あ る こ と も 少 な く な か っ た

点 が あ げ ら れ る 。 そ う は 言 っ て も 、 医 療 行 為 は 、 無 償 の 委 任 に よ っ て と り

行 な わ れ る の で 、 賃 金 を 対 価 と す る 賃 約 と は ち が う 、 高 級 で 立 派 な 性 質 の

サ ー ヴ ィ ス と う け と ら れ て い る 。

〈1815>Meliorcondicionostraperservosfieripotest,deteri

orfierinonpotest。[Conditi6n6strapotestfierimeliorperserv

6s,n6npotestfierldeterior.](Gαf.D.50,17433)「 私 た ち の 状 況 は 、

[私 た ち の]奴 隷 を 通 じ て い っ そ う 良 く な る こ と は 出 来 る[が 、 し か し 、]

い っ そ う 悪 く な る こ と は 出 来 な い 。」 〈servos>…<servus>[奴 隷]の[國 因]。

「良 く と 悪 く 」 → 「索 引 」
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〈1816>Meliorestcausapossidentis.[Causapossidentisestm

elior.](σZp.D.50,17,126,2)「 占 有 す る[人]の 状 況 は 、 い っ そ う 良 い 。」

<possidentis>… 〈possideo>[占 有 す る]の 囲 囹 〈possidens>の 團 囲 國

(囮)※ 「 良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」.〈258>・ 〈1220>・ 〈1267>・ 〈1268>

・ 〈2639>

〈1817>Meliorestconditiodefendentis.[Conditi6defendentis

estmelior.](Gαf,D.50,ヱ7,125;Broom,Max.486,715,719;Jenk.Cent.

118)「 防 御 す る[人]の 地 位 は 、 い っ そ う 良 い 。」 〈defendentis>… 〈defe

ndo>[防 御 す る]の 囲 囹 〈defendens>の 團 囲 圏(囮)。 ※ 〈Indubio・i

ndubiis>論 → 「索 引 」。 〈2653>・ 〈2655>

〈1818>Meliorestcollditiopossidentisetrei噌uamactoris.

[Conditi6possidentisestmelior,etrel,quamact6ris.](41nst.Co.

180;Broom.Max.714,719)「 占 有 す る[人]の 状 況 は 、 い っ そ う 良 い 。 そ

し て 、 被 告 の[状 況 は]、 原 告 の[状 況]よ り[い っ そ う 良 い]。 」 〈possid

entis>… 〈possideo>[占 有 す る]の 囲 囹 〈possidens>の 團 囲 圏(囲)、 〈r

ei>… 〈reus>[被 告]の 團[国 。 ※ 「原 告 と 被 告 」 → 「索 引 」

〈1819>Meliorestconditiopossidentis(,u1⊃ineuterjushabe

t).[Conditi6possidentisestmelior(,ubineuterhabetjUs).](J㍑Z.

D.43,33,1,1:σZp.D.20,1,10:D.50,17,126,2;Jenk.Cent.118)「(二[人]

の 内 の ど ち ら も 権 利 を 持 た な い と き に は 、)占 有 す る[人]の 状 況 は い っ そ

う 良 い 。」 〈possidentis>… 〈possideo>[占 有 す る]の 國 囹 〈possidens>の

團 囲 圏(囮)。

〈1820>Meliorestjustitiaverepraeveniensquamseverepun

iens.[JUstitiapraeveniensvereestmelior,quampUnienssevere.]

(3Co.Inst.Epil.;BouvierlsLawDictioary,2145;JohnCottrel,Lat.

Max.39,148)「 厳 し く 罰 す る 正 義 よ り も 、 真 に 予 防 す る 正 義 の 方 が 、 い っ

そ う 良 い 。」 〈praeveniens>… 〈praevenio>[予 防 す る]の 囲 囹 〈praeveni

ens>の 團 國 国 、 〈puniens>… 〈punio>[罰 す る]の 囲 囹 〈puniens>の 團 國

国 。

〈1821>Meliorvicinicausafieripotest,deteriornonpotest.

[Causavlclnlpotestfierlmelior,nonpotestdeterior.](Pα ㍑Z.D.8,

2,20,5)「 隣 人 の 状 況 は 、 い っ そ う 良 い も の と な る こ と は 出 来 る[が 、 し

か し]い っ そ う 悪 い も の と[な る]こ と は 出 来 な い 。」 〈vicini>… 〈vicinus>

[隣 人]の 團[国 。 ※ 「良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」

〈1822>Melioremconditiollemsuamfacerepotestminor,det

erioremnequaquam。[Minorpotestfacereconditi6nemsuammeli

6rem,deteri6remnequaquam.](Co.Litt.337b)「 年 少[者]は 、 自 身
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の 地 位 を い っ そ う 良 い も の と す る こ と は 出 来 る[が 、 し か し 、]い っ そ う 悪

い も の と[す る こ と は]決 し て[出 来]な い 。」 ※ 〈meliorem>と 〈conditi

onem>は 分 け て 読 む 必 要 が あ る 。 「言 葉 の 切 り わ け 」 → 「索 引 」、 「良 い と 悪

い 」 → 「索 引 」。

〈1823>Meliorem,nondeterioremfacerepotestconditionem

sllampupillus.[PUpilluspotestfacereconditi6nemsuammeli6re

m,n6ndeteri6rem.](1,J.ヱ,21pr.)「 被 後 見 人 は 、 自 身 の 状 況 を い っ そ

う 良 い も の と す る こ と は 出 来 る[が 、 し か し]い っ そ う 悪 い も の と す る こ

と は 出 来 な い 。」 〈pupillus>… 「被 後 見 人 」。 ※ 〈conditionem,meliorem

・deteriorem>と い う よ う に 、 名 詞 と 形 容 詞 グ ル ー プ と の 二 つ の 対 格 が 直

結 さ れ る の で は な く 、 「～ を ～ と す る 」 と い う か た ち で 、 二 つ の 対 格 が 独 立

し て 現 わ れ る 。 そ れ が 、 こ の 場 合 の 、<facio>[～ を ～ と す る]と い う 動 詞

の 特 徴 で あ る 。 『新 ラ テ ン 文 法 』 §122に そ れ に つ い て の 説 明 が あ る 。 「言 葉

の 切 り わ け 」 → 「索 引 」、 「良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」。

〈1823わ1s>Meliorisconditionisemptornonsit吼uamfuitven

ditor.[Emptorn6nsitconditi6nismeli6ris,quamvenditorfuit.]

「買 主 は 、 売 主 の 場 合 よ り も い っ そ う 良 い 状 況 に 在 っ て は な ら な い 。」 ※ 属

格 の 訳 し か た → 〈68>・ 「索 引 」、 「売 主 と 買 主 」 → 「索 引 」。

〈1824>Meliusagiturcumlegequamcumllomine.[Agiturcu

mlegemelius,quamcumhomine.](Lofft,395)「 人 と 接 す る よ り も 、

法 律(法)と 接 す る 方 が い っ そ う 良 い 。」〈homine>… 〈homo>[人]の 團 團 。

※<970>

〈1824わfs>1M【eliusestfavererepetitioniquamadventiciolucr

o.[Favererepetiti6niestmeliusquamlucr6adventici6.]「 偶 然 の

利 得 に よ り も 返 還 請 求 に 有 利 な 扱 い を す る の は 、 い っ そ う 良 い 。」 〈favere>

…<faveo>[優 遇 す る]の 囲 困 、 〈repetitioni>… 〈repetitio>[返 還 請 求]

の 團 團 、 〈adventicio>… 〈adventicius>[外 来 の]の 團 圃 團 。

〈1825>Meliusestintemporeoccurrere,quampostquamcau

samvulneratamremediumquaerere。[Occurrereintemporeest

melius,quamquaerereremediumpostquamcausamvulneratam,]

(C.J.2,40,5,1;2Co.Inst.299)「 適 時 に 対 応 す る こ と は 、 損 害 を 受 け る

事 態 が 生 じ た 後 に な っ て[初 め て]救 済 を 求 め る こ と よ り も 、 い っ そ う 良

い 。」 〈occurrere>… 〈occurro>[出 あ う]の 囲 團 、 〈quaerere>… 〈quaero>

[求 め る]の 囲 困 、 〈remedium>… 〈remedium>の 團 圃 、 〈vulneratam>… 〈v

ulnero>[傷 つ け る]の 園 囹 〈vulneratus>の 團 國 因]。 ※ 「分 詞 の 訳 し か た 」

→ 〈206翫s>・ 「索 引 」、 「言 い か え の 訳 し か た 」 → 「索 引 」。

〈1826>Meliusestjusdeficiensquamjusincertum.[JUsdefi
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ciensestmelius,quamjUsincertum.](Lofft,395)「 欠 け て い る 法 は 、

不 確 定 な 法 よ り も 、 い っ そ う 良 い 。」〈deficiens>… 〈deficio>[欠 け る]の 囲

囹 〈deficiens>の 團 匝 国 、 〈incertum>… 〈incertus>[ふ た し か な]の 團 園

国 。 〈3641>

〈1827>Meliusestnonllaberetitulum吼uamllaberevitiosum.

[N6nhaberetitulumestmelius,quamhabereviti6sum.]「[執 行]

権 原 を[ま っ た く]持 た な い こ と は 、 暇 疵 の あ る 状 態 の[執 行 権 原 を]持

つ こ と よ り も 、 い っ そ う 良 い 。」 〈titulum>… 〈titulus>[権 原]の 團 因]、 〈v

itiosum>… 〈vitiosus>[暇 疵 あ る]の 團[劉 因]。

〈1828>Meliusestnonsolverequamsolutumrepetere。[N6ns

olvereestmelius,quamrepeteresolUtum.](Pomp.D.ヱ6,2,3)「 支 払

わ な い こ と は 、 支 払 わ れ た[も の]を 返 還 請 求 す る こ と よ り も 、 い っ そ う

良 い 。」 〈repetere>… 〈repeto>[返 還 請 求 す る]の 囲 匠]。 ※ 主 語 と な る 不

定 法 が 二 つ 登 場 し て い る → 〈171>。

〈1829>Meliusestomniapatiquammaloconsentire。[Patiom

niaestmelius,quamc6nsentlremal6.](3Co.Inst.23)「 す べ て の[こ

と]を 甘 受 す る こ と は 、 悪[い こ と]に 同 意 す る こ と よ り も 、 い っ そ う 良

い 。」 〈pati>… 圖 〈patior>[耐 え る]の 囲 国(図)。

〈1829わ ∫s>Meliusestpaucadividerequamtotumperdere.[Di

viderepaucaestmelius,quamperderet6tum,]「 少 な い[も の]を

分 け る こ と は 、 す べ て の[も の]を 失 な う こ と よ り も 、 い っ そ う 良 い 。」 〈d

ividere>…<divido>[分 け る]の 囲 困 、 〈pauca>… 〈paucus>[少 な い]の

閣 圃 因](囮)、 〈perdere>… 〈perdo>[失 な う]の 囲 團 。

〈1830>Meliusestpeterefontemquamsectaririvulos.[Peter

efontemestmelius,quamsectarlrlvul6s.]「 源 を 求 め る こ と は 、 細

流 を 探 る こ と よ り も 、 い っ そ う 良 い 。」 〈petere>… 〈peto>[追 求 す る]の 囲

匠]、 〈fontem>… 〈fons>[源]の 團 因]、 〈sectari>…[≡]… 〈sector>[追 い も

と め る]の 囲 團(図)、 〈riVUIOS>… 〈riVUIUS>[糸 田 流]の 圏 圃 。

〈1831>Meliusestpignoriincumbere,quaminpersonamager

e.[lncumbereplgnorlestmelius,quamagereinpers6nam.](σlp.

D.43,ヱ8,1,1)「 質 に 頼 る こ と は 、 人 に 対 し て 訴 え を 提 起 す る こ と よ り も 、

い っ そ う 良 い 。」 〈imcumbere>… 〈incumbo>[た よ る]の 囲 国 、 〈pignori>

… 〈pignus>[質]の 團 團
。 〈1857>・ 〈2587>

〈1832>Meliusestrecllrrere噌uammalocurrere.[Recurrerem

al6estmelius,quamcurreremal6.](41nst.176)「[悪 い[こ と]に

お い て]急 い で 退 く こ と は 、 悪 い[こ と]に お い て 急 い で 進 む こ と よ り も 、

い っ そ う 良 い 。」 〈recurrere>… 〈recurro>[急 い で も ど る]の 囲 困 、 〈mal
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o>_〈malus>[悪 い]の 團 囲 圏(囮)、 〈currere>… 〈curro>[急 ぐ]の 囲

困 。

〈1832わfs>Meliusestremllaberequamver1⊃a.[Habereremest

melius,quamverba.]「 物 を 持 つ こ と は 、 言 葉 を 持 つ こ と よ り も 、 い っ

そ う 良 い 。」

〈1832fθr>Meliusestsensummagisquamverbaamplecti.[Am

plectlsensumestmeliusmagis,quamverba,]「[言 葉 の]意 味 を 重

ん ず る こ と は 、 言 葉 を 重 ん ず る こ と よ り も 、 い っ そ う 良 い 。」<amplecti>

… 圖 〈amplector>[重 ん ず る]の 囲 團(図) 。

〈1832q照 オer>Meminerimusetiamadversusinfimosjustitiam

esseservandam.[MeminerimusjUstitiamesseservandametiama

dversuslnfim6s.]「 私 た ち は 、 極 め て 下 層 の[人 々]に 対 し て さ え も 正

義 が 保 持 さ れ る べ き[で あ る]と 記 憶 し て い る 。」 〈meminerimus>… 圖 〈m

emini>[記 憶 し て い る]の 圏 囲 日 圏 、〈servandam>… 〈serv・ 〉[維 持 す る]

の 國 囮 〈servandus>[維 持 さ れ る べ き[で あ る]]の 團[冤 因]、 〈infimos>

… 〈inferus>[下 の]の 國 〈infimus>の 國[劉 圃 。 ※ 〈meminerimus>に ひ か

れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈justitiam>は 、 主 語 と し て 、 〈e

sse(servandum)〉 に か か る 。 因]團 → 〈35>、 「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 →

〈235>・ 「索 引 」。

〈1832q㍑ 仇q㍑fθ ηs>Meminissedebetjudexnealiterjudicet噌u

amlegibllsproditumest.[JUdexdebetmeminisse,nejUdicetali

ter,quamestpr6ditumlegibus.]「 裁 判 官 は 、 法 律(法)に 依 っ て 示 さ

れ た の と 違 う や り か た で 裁 か な い よ う に 、 記 憶 し て い な け れ ば な ら な い 。」

〈meminisse>… 〈memini>[記 憶 し て い る]の 囲 匠]、 〈proditum>… 〈prodo>

[示 す]の 園 囹 〈proditus>の 團 田 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 「現 在

形 の 意 味 を も つ 完 了 」 → 〈275>・ 「索 引 」

〈1833>Menstestatorisintestamentisspectandaest.[Menst

estat6risestspectandaintestamentis.](Pαp.D.28,3,17;Jenk.Ce

nt.277)「 遺 言 に 於 い て は 、 遺 言 者 の 心 情 が 考 慮 さ れ る べ き で あ る 。」 〈me

ns>… 「心 情 」、 〈testatoris>… 〈testator>[遺 言 者]の 團 圓 、 〈spectanda>

…<specto>[考 慮 す る]の 國 囮 〈spectandus>[考 慮 さ れ る べ き[で あ る]]

の 團 國 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈1833わ ∫s>Mentecaptusdonarenonpotest。[Captusmenten6

npotestd6nare,]「[健 全 な]心 を 奪 わ れ た[人]は 、 贈 与 す る こ と は 出

来 な い 。」 〈captus>… 〈capio>[と る]の 見 出 し 語 園 囹(囮)、 〈mente>

…<mens>[心]の 團 圏 。

〈1834>Mercisappellatioadresmobilestantumpertinet。[Ap
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pellati6mercispertinetadresm6bilestantum.](σZμD.50,16,66)

「商 品 と い う 名 称 は 動 産 に の み 係 わ る 。」 〈appellatio>… 「名 称 」、 〈mercis>

…<merx>[商 品]の 團 國 、<pertinet>… 〈pertineo>[関 係 す る]の 囲 国 團 、

〈mobiles>… 〈mobilis>[動 か す こ と が で き る]の[國 國 因]。

〈1835>Mercisappellationellominesnoncontineri.[Homines

n6ncontinerlappellati6nemercis,](A∫r,D.5046,207)「 商 品 と い う

名 称 に 人 間 が 含 ま れ な い こ と 。」〈contineri>… 〈contineo>[保 存 す る]の 図

囲 匠]、 〈appellatione>… 〈appellatio>[名 称]の 團 匿]、 〈mercis>… 〈merx>

[商 品]の 團[國 。 ※ 不 定 法 止 の 構 文 で あ る 。 〈homines>は 、 主 格 で は な く 、

対 格 で あ り 、 こ こ に 、 本 動 詞 を 欠 い た か た ち の 対 格 不 定 法 が あ る も の と 理

解 し て お こ う 。 〈homines>は 、 主 語 と し て 、 不 定 法 〈contineri>に か か る 。

因]圏 → 〈35>、 「不 定 法 止 」 → 「索 引 」。

〈1836>Meritobeneficiumlegisamittit,quilegemipsamsu1⊃

vertereintendit。[Quiintenditsubverterelegemipsam,amittitb

eneficiumlegismerit6.](2Co.Inst.53)「 法 律(法)自 体 を 覆 え す こ と

を 企 て る[人 が]法 律(法)の 利 益 を 失 な う の は 、 当 然 で あ る 。」 〈intend

it>… 〈intendo>[志 す]の 囲 国 團 、 〈subvertere>… 〈subverto>[く つ が え

す]の 囲 困 、 〈amittit>… 〈amitto>[失 な う]の 囲 国 團 、 〈beneficium>…

〈beneficium>[利 益]の 團 因]。 ※ 〈merito>は 文 全 体 に か か る 副 詞 で あ る 。

「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン

ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈1837>Merxestquicquidvendipotest.[Quicquidpotestvend

i,estmerx.](Montr.355;3Wood.Lec.236;Co.Litt.365;3Metc.(M

ass.)367)「 売 却 さ れ る こ と が 出 来 る も の は 、 す べ て 、 商 品 で あ る 。」 〈ven

di>… 〈vendo>[売 ら れ る]の 図 國 困 、 〈merx>… 「商 品 」。

〈1838>Messissementemsequitur.[Messissequitursementem.]

「収 穫 は 種 ま き を し た こ と に 従 う 。」 〈messis>… 「収 穫 」、 〈sementem>… 〈s

ementis>[種 ま き]の 團 因]。

〈1839>Meumestpromittere,nondimittere.[Pr6mittereest

meum,dlmitteren6n.](2Rolle,39)「 約 束 す る こ と は 私 の こ と で あ る

が 、[し か し 、]解 消 す る こ と は[私 の こ と で は]な い 。」<promittere>… 〈p

romitto>[約 束 す る]の 囲 困 、 〈dimittere>… 〈dimitto>[と く]の 囲 困 。

〈1840>Migransjuraamittatacprivilegiaetimmunitatesdo

miciliiprioris.[MigransamittatjUraacprlvilegiaetimmunitate

sdomicililpri6ris.](Voet,Com.AdPand.Tom.1,347;1Kent.Com.76)

「移 住 す る[人]は 、 以 前 の 居 住 地 の 、 権 利 な ら び に 特 権 、 お よ び 免 除 資 格

を 失 な う べ き で あ る 。」 〈migrans>… 〈migro>[移 住 す る]の 見 出 し 語 囲 囹
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(囮)、 〈amittat>… 〈amitto>[失 な う]の 圏 囲 国 團 、 〈privilegia>'"〈Pr

ivilegium>[特 権]の[園 因]、 〈immunitates>… 〈immunitas>[免 除]の 國

因]、 〈domicilii>… 〈domicilium>[住 所]の 團 國 。

〈1841>Mihidebetur,quodexremihidebitasuperest。[Quod

superestexredebitamihi,debeturmihi.](CθZ.D.6,1,49,1)「 私 に

負 わ れ た も の の 内 で 残 っ て い る[も の が]、 私 に 負 わ れ る 。」 〈superest>…

〈supersum>[残 っ て い る]の 國 国 團 。

〈1842>Minaturinnocentibus,quiparcitnocentibus。[Qulpar

citnocentibus,minaturinnocentibus.](4Co.Rep.45)「 罪 の あ る[人]

を 許 す[人 は]、 無 実 の[人]に 脅 威 を 与 え る 。」 〈parcit>… 〈parcio>[許

す]の 囲 国 團 、 〈nocentibus>… 〈nocens>[罪 の あ る]の 國 囲 團(囮)、

<minatur>… 圖 〈minor>[お び や か す]の 囲 国 團(図)、 〈innocentibus>

…<innocens>[無 実 の]の 國[到 團([亘 囮) 。 ※ 〈parco>も 〈minor>も 、 与 格

を 支 配 す る 。 〈270>・ 〈1359>

〈1843>Minimacircumstantiavariatjus.[Circumstantiamini

mavariatjUs,]「 極 め て 小 さ い 状 況 で[さ え も]、 法 を 変 更 す る 。」 〈cir

CUmStantia>… 「状 況 」、 〈Variat>… 〈VariO>[か え る]の 囲 国 團 。 ※ 最 上

級 は 、 文 脈 に よ っ て は 、 「～ さ え も 」 の ニ ュ ア ン ス を お び る こ と が あ る 。 「「 さ

え も 」 の 最 上 級 」 → 〈1729>・ 「索 引 」

〈1844>Millimanollcllratpraetor.[Praetorn6ncUratminima.]

(CαZZ.D,44,4;DeNaturaDeorum,3,86)「 法 務 官(裁 判 官)は 些[事]

に は 配 慮 し な い 。」<praetor>… 「法 務 官 」、 〈curat>… 〈curo>[配 慮 す る]

の 囲 国 圓 。 ※ 〈minima>の と こ ろ は 絶 対 的 最 上 級 と 理 解 し た → 〈105>。

〈1845>Minimapoenacorporalisestmajor吼ualibetpecuniari

a.[PoenacorporalisminimaestmajorpecUniariaqualibet.](2C

o.Inst.220)「 身 体 上 の 罰 は 、最 小 の も の で あ っ て[も]、 あ ら ゆ る 金 銭[罰]

よ り も い っ そ う 大 き い 。」 〈corporalis>… 〈corporalis>「 身 体 の 」 の 團 國 国 、

〈pecuniaria>… 〈pecuniarius>[金 銭 の]の 團 國 圏 。 ※ 「比 較 の 奪 格 」 →

「索 引 」、 「「 さ え も 」 の 最 上 級 」 → 〈1729>、 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」。

〈1846>Minimemutandas1111t,噌uaecertamllabentinterpreta

tionem.[Quaehabentinterpretati6nemcertam,suntmutandami

nime.](Pα ㍑1.D.1,3,23;Co.Litt.229b,365a;Wing.Max.748,202)「 確

定 し た 解 釈 を 持 つ[も の は]、 最 小 限 度 で 変 更 さ れ る べ き で あ る 。」 〈muta

nda>… 〈muto>[変 更 す る]の 國 匪ヨ〈mutandus>[変 更 さ れ る べ き[で あ

る]]の 圏 囲 国 。 ※ 國 圏 → 〈1>

〈1847>Minimumestnilliloproximum.[Minimumestpr6ximu

snihil6.](5Brac.340;Co.Litt.172b;Bacon,Arg.Low「sCaseofTe
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nures)「 極 め て 小 さ い[も の]は 、 無 に 極 め て 近 い 。」 〈proximum>… 〈pr

ope>[近 く]に 由 来 す る 國 〈proximus>の 團 團 国 。 ※ 二 つ の 最 上 級 は 、 絶

対 的 最 上 級 と う け と め て 、訳 出 し て あ る → 〈105>。 「絶 対 的 最 上 級 ・比 較 級 」

→ 「索 引 」

〈1848>MinorantetempusagerenonpotestincasuProP「iet

atis,necetiamconvenire.[Minorantetempusn6npotestagere

incasUproprietatis,necconvemreetiam,](12Co,Inst.291)「[青

年]期 前 の 年 少[者]は 、 所 有 権 の 事 案 に 於 い て は 訴 え る こ と は 出 来 な い 。

ま た 、 和 解 す る こ と さ え も[出 来]な い 。」 〈proprietatis>… 〈proprietas>

[所 有 権]の 團 圏 、 〈convenire>… 〈convenio>[和 解 す る]の 囲 匠]。

〈1849>Millorindelictismajorhabetllr.[Minorhabeturmajor

indelictls.](Trひp.D.4,4,37,1;σZp.D.4,4,9,2;C.J.2,42,3pr.)「 年 少

[者]は 、 不 法 行 為 に 於 い て は 、 年 長[者]と 扱 わ れ る 。」 ※ 〈minor>と 〈m

ajor>に は 、 絶 対 的 比 較 級 と し て の 訳 を つ け て い る → 〈105>。

〈1850>Minorjurarenonpotest.[Minorn6npotestjUrare.](5

Brac.340;Co.Litt,172b)「 年 少[者]は 宣 誓 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈jur

are>… 〈juro>[宣 誓 す る]の 囲 匠]。

〈1851>Minorminoremcustodirenondebet.[Minorn6ndebet

cUst6diremin6rem.](Fleta,Lib.1.C.10;Co.Litt.88b)「 年 少[者]は 、

年 少[者]を 保 護 す る 義 務 を 負 わ な い 。」 〈custodire>… 〈custodio>[見 守

る]の 國 困 。

〈1852>Minornonteneturrespondereduranteminoriaetate,

nisiincasudotis.[Minorn6nteneturrespondere,aetatemin6r

idUrante,nisiincasUd6tis.](3Bulst.143)「 年 少[者]は 、 嫁 資

の 事 案 に 於 け る 場 合 以 外 に は 、 年 少 期 が 継 続 し て い る 間 は 、 答 弁 す る よ う

拘 束 さ れ な い 。」 〈respondere>… 〈respondeo>[答 え る]の 囲 困 、 〈aetat

e>… 〈aetas>[年 令]の 團 圏 、 〈durante>… 〈duro>[つ づ く]の 囲 囹 〈dur

ans>の 團[冤 圏 、 〈dotis>… 〈dos>[嫁 資]の 團[圃 。 ※ 〈tenetur>は 補 足 不 定

法 〈respondere>を ひ く 。 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。[名 詞(aetate)プ

ラ ス 現 在 分 詞(durante)]型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る あ い だ は 」 で あ る 。

囮 團 → 〈22>

〈1853>MinorquiinfraaetatemXllannorumfuerit,utlagari

nonpotest,necextralegemponi,quiaantetalemaetatemno

llestsublegeali⊂1ua.[Minor,qulfueritinfraaetatemXIIann6r

um,n6npotestutlagarl,necp6nlextralegem,quian6nestsub

legealiquaanteaetatemtalem.](Co.Litt.128a;Brac.Fol.125b)「 一

二 才 以 下 で あ っ た 年 少[者]は 、 法 益 を 剥 奪 さ れ る こ と が 出 来 な い 。 ま た 、

B-438



法 律(法)の[保 護]の 外 に 置 か れ る こ と も[出 来 な い]。 そ れ は 、 そ の 人

が こ の よ う な 年 令[に 達 す る]以 前 に は 、 そ の 人 は な ん ら の 法 律(法)の

下 に も な い か ら で あ る 。」 〈aetatem>…<aetas>[年 令]の 團 因]、 〈annoru

m>… 〈annus>[年]の[國 國 、 〈utlagari>… 〈utlago>[法 益 を 剥 奪 す る]の

図 囲 国 、 〈poni>… 〈pono>[お く]の 図 囲 團 。

〈1854>Minorrestituiturllontam⊂1uammillor,sedtam唖11aml

aesus.[Minorrestituiturn6ntamquamminor,sedtamquamlaes

us.](σZp.D.4,4,44;Pα αZ.D.3,3,39,6)「 年 少[者]は 、 年 少[者]の よ

う に で は な く て 、 被 害[者]の よ う に し て 、[そ の 地 位 を]回 復 さ れ る 。」 〈r

estituitur>… 〈restituo>[も ど す]の 図 囲 国 團 、 〈laesus>… 〈laedo>[傷

つ け る]の 見 出 し 語 匠1囹(囮)。 ※ 〈non～sed>は 相 関 語 で あ る 。

〈1855>Minorrestituiturquasiminor.[MinorrestituiturquasI

minor.]「 年 少[者]は 、 い わ ば 年 少[者]と し て 、[そ の 地 位 を]回 復

さ れ る 。」 〈restituitur>… 〈restituo>[回 復 す る]の 図 囲 国 團 。 〈3558>

〈1856>Minorseptemdecimannisnonadmittiturforeexsecut

orem.[Minorannlsseptemdecimn6nadmittiturforeexecUt6rem.]

(6Co.Rep.67)「 一 七 才 未 満 の[人]は 、[自 身 が][遺 言]執 行 者 と 成 る

こ と を 認 め ら れ な い 。」 〈annis>… 〈annum>[年]の[國 團 、 〈septemdeci

m>… 「一 七 の 」、 〈admittittur>… 〈amitto>[入 れ る]の 図 囲 国 團 、 〈exe

cutorem>… 〈executor>[執 行 者]の 團 因]、 〈fore>… 〈sum>の 未 来 不 定 法 〈e

ssefuturus>[で あ ろ う こ と]が 対 格 に 展 開 し た も の 。 ※ 〈admitto>に ひ

か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 か く れ て い る 男 性 形 の 対 格 は 、 意 味 上

の 主 語 と し て 、 〈fore>(essefuturum)に か か る 。 因]匠]→ 〈35>。 こ こ に

見 え る 対 格 不 定 法 は 、 正 規 の も の と は 少 し 異 な る 構 造 の も の で あ る 。 「未 来

分 詞 」 → 「索 引 」

〈1857>Minusestactionemhaberequamrem.[Habereacti6ne

mestminus,quamrem.](PoπLp.D.50,17,204)「 訴 権 を 持 つ こ と は 、

[対 象]物 を[持 つ こ と]よ り も[そ の 価 値 に 於 い て]少 な い 。」 ※ 「タ テ

マ エ(訴 権)と ホ ン ネ(物)」 → 「索 引 」。 〈1831>・ 〈2587>・ 〈2854>

〈1858>Minusmalumpermittitur,utevitetllrmajus.[Malum

minuspermittitur,utmajusevitetur.](C.J.1,14)「(い っ そ う)大

き な[悪]が 避 け ら れ る た め に 、(い っ そ う)小 さ な 悪 が 許 さ れ る 。」 〈per

mittitur>… 〈permitto>[許 す]の 図 囲 国 團 、 〈evitetur>'"〈evito>[避 け

る]の 國 図 囲 国 團 。 ※ 〈minus>と 〈majus>に は 、 絶 対 的 比 較 級 と し て の 訳

を つ け て い る 。 → 〈105>。 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

〈1858わfs>Minuspretiumessevidetur,sinecdimidiaparsv

eripretiisolutasit.[Pretiumvideturesseminus,sinecparsd
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imidiapretiiverisitsolUta.]「 も し 眞 の 価 格 の 二 分 の 一 の 額 も 弁 済 さ

れ な か っ た 場 合 に は 、代 価 は 少 な い も の と 見 ら れ る 。」〈pretium>… 「代 価 」、

<pars>… 「部 分 」、 〈dimidia>… 〈dimidius>[半 分 の]の 團[図 国 、 〈pretii>

… 〈pretium>[代 価]の 團[國 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈pre

tium>は 、 〈videtur>と 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈1859>Minussolvit噌uitardiussolvit.[Qulsolvittardius,so

lvitminus.](σlp.D.50,16,124;Broom,Max.92;4Co.lnst.246)「 い

っ そ う 遅 れ て 弁 済 す る[人 は]、(い っ そ う)少 な く 弁 済 す る 。」 〈tardius>

… 〈tarde>[お そ く]の 副 詞 匪1 。 ※ こ の 〈minus>の よ う に 不 規 則 な 変 化 を

す る 副 詞 比 較 級 の 一 覧 表 は 、 「辞 書 」 の[49]に あ る 。

〈1860>Miseraestservitus,ubijusestvagumautillcertum.

[ServitUsestmisera,ubljUsestvagumautincertum.](Broom,M

ax.92;4Co.Inst.246;11Pet.(U.S.)286,9L.ED.709)「 法 が 漠 然 と し

て い た り あ る い は 不 確 定 で あ っ た り す る と き に 、[法 に]服 従 す る こ と は 、

嘆 か わ し い こ と で あ る 。」 〈servitus>… 「隷 従 」、 〈misera>… 〈miser>[嘆

か わ し い]の 團 園 国 、 〈vagum>… 〈vagus>[漠 然 と し た]の 團 囲 国 、 〈in

certum>… 〈incertus>[不 確 定 な]の 團 匝 国 。

〈1860わfs>Mitiorcircamulieresdebetessesententiaquas,p

roinfirmitatesexus,minusausurasesseconfidimus.[Sententi

adebetessemltiorcircamulieres,quasc6nfldimusesseausUra

sminuspr61nflrmitatesexUs.]「 私 た ち が 、 性 の 弱 さ の た め に あ ま り

果 敢 で な い 、 と 確 信 し て い る 婦 女 に 関 し て は 、 判 決 は い っ そ う 温 和 な も の

で あ る べ き で あ る 。」〈mitior>… 〈mitis>[温 和 な]の 囲 〈mitior>の 團 國 国 、

〈mulieres>… 〈mulier>[婦 女]の 團 因]、 〈confidimus>… 〈confido>[信 ず

る]の 國 日 國 、 〈ausuras>… 〈aude・ 〉[あ え て ～ す る]の 困 囹 〈ausurus>

の 圏 國 囲 、 〈infirmitate>… 〈infirmitas>[弱 さ]の 團 團 、 〈sexus>… 〈se

xus>[性]の 團 圏 。 ※ 〈confidimus>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え

る 。対 格 形 の 関 係 代 名 詞 〈quas>は 、意 味 上 の 主 語 と し て 、〈esse>に か か る 。

因]圏 → 〈35>。 対 格 不 定 法 中 の 対 格 が 関 係 代 名 詞 で あ る ケ ー ス は 、 め ず ら し

い 。「関 係 代 名 詞 を 軸 と す る 対 格 不 定 法 」→ 「索 引 」、「未 来 分 詞 」→ 「索 引 」。

〈1861>Mitiusagiturcumsponteconfesso,quamcuminjure

convicto.[Agiturcumc6nfess6spontemitius,quamcumconvic

t6injUre.](Dam.Reg.Can.123)「 自 発 的 に 自 白 し た[人]は 、 法 廷 に

お い て 有 罪(責)判 決 を 受 け た[人]よ り も 、 い っ そ う 温 和 に 扱 わ れ る 。」

〈confesso>… 圖 〈confiteor>[自 白 す る]の 匠1囹 〈confessus>[自 白 し た]

の 團 囲 團(囮)、 〈mitius>… 〈mite>[温 和 に]の 副 詞 匪1、 〈convicto>… 〈c

onvinco>[有 罪(責)判 決 す る]の 囲 囹 〈convictus>の 團 医]圏(囮)。
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〈1862>Mitiusimperantimeliusparetur。[Pareturimperantimi

tiusmelius.](3Co.Int,24)「 い っ そ う 緩 や か に 命 ず る[人]に は 、[他

の 人 は]い っ そ う 良 く 従 う 。」 〈paretur>… 〈pareo>[し た が う]の 図 囲 国

團 、〈imperanti>… 〈impero>[命 ず る]の 囲 囹 〈imperans>の 團 囲 團(囮)、

〈mitius>… 〈mite>[温 和 な]の 副 詞 囲 。

〈1863>Mobiliallonhabelltse噌uelam.[M6bilian6nhabentseq

uelam,]「 動[産]は 後 続 す る も の を 持 た な い 。」 〈mobilia>… 〈mobilis>

[動 か す こ と が で き る]の 國 圃 国(匿 囮)、 〈sequelam>… 〈sequela>[後 続]

の 團 囲 。

〈1864>Mobilianonllabentsitum.[M6bilian6nhabentsitum.]

(Holmesv.Remsen,4Johns,Ch.(N,Y,)472,8Am.Dec.581)「 動[産]

は 所 在 地 を 持 た な い 。」 〈mobilia>…<mobilis>[動 か す こ と が で き る]の 國

圃 国(匿 囮)、 〈situm>… 〈situs>[場 所]の 團 囲 。

〈1865>Mobiliasequunturpersonam.[M6biliasequunturpers6

nam.](Story,ConfLLaw,638,639)「 動[産]は 人 に 随 伴 す る 。」 〈mobil

ia>… 〈mobilis>[動 か す こ と が で き る]の 國 田 国(囮)。 〈3482>

〈1866>Mo1⊃iliumvilispossessio.[Possessi6m6biliumvllis.]「 動

[産]の 占 有 は 価 値 の な い も の[で あ る]。 」 〈mobilium>… 〈mobilis>[動 か

す こ と が で き る]の[園 園 圓(囮)、 〈vilis>… 〈vilis>[つ ま ら な い]の 團 國

国 。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 〈3223>

〈1867>Modicacircumstantiafactijusmutat.[Circumstatiam

odicafactlmUtatjUs.]「 事 実 の 中 程 度 の 状 況[で も]、 法 を 変 え る 。」 〈c

ircumstantia>… 「事 情 」、〈modica>… 〈modicus>[中 く ら い の]の 團 國 国 、

〈mutat>… 〈muto>[変 え る]の 囲 国 團 。

〈1868>Modllscogit,sedllonsllspelldit.[Modusc6git,sedn6

nsuspendit.]「 負 担 は 強 い る が 、 し か し 未 定 に は し な い 。」〈modus>… 「負

担 」、 〈cogit>… 〈cogo>[強 い る]の 囲 国 團 、 〈suspendit>… 〈suspendo>

[つ る す]の 囲 国 團 。 〈378>

〈1869>Modusdenondecimandononvalet.[Modusden6nde

cimand6n6nvalet.](Cro,Elz.511;Lofft,427;2Shars.Bl.Com.31)

「一 〇 分 の 一 税 を 課 さ な い こ と に 関 す る 負 担[設 定]は 、有 効 で は な い 。」〈m

odus>… 「負 担 」、 〈decimando>… 〈decimo>[-0分 の 一 税 を 課 す る]の 國

囮 〈decimandum>の 圏(團)。

〈1870>Modllsdonationidatlegem.[Modusdatlegemd6nati6

nl,](Co.Litt.19;Plowd.251)「 負 担 は 贈 与 に 法 律(法)を 与 え る 。」 〈m

odus>… 「負 担 」、 〈donationi>… 〈donatio>[贈 与]の 團 團 。

〈1871>Modusetconventiovincuntlegem.[Modusetconventi
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6vincuntlegem.](Co.Rep.73;Broom,Max.689;13Pic.(Mass.)491)

「負 担[設 定]と 合 意 は 法 律(法)に 勝 つ 。」 〈modus>… 「負 担 」、 〈vincun

t>… 〈vinco>[勝 つ]の 囲 国 國 。

〈1872>Modussaepeappellaturconditio,noncontra.[Modus

appellaturconditi6saepe,n6ncontra.]「 負 担 は し ば し ば 『条 件 』 と

呼 ば れ る[が 、 し か し]、 逆 は[そ う で は]な い 。」 〈modus>… 「負 担 」、 〈a

ppellatur>_〈appello>[よ ぶ]の 図 囲 国 團 。

〈1872わfs>Moneatlexpriusquamferiat.[Lexmoneat,priusqua

mferiat.]「 法 律(法)は 、 打 撃 を 与 え る 前 に 、 警 告 す る べ き で あ る 。」 〈m

oneat>… 〈moneo>[警 告 す る]の 圏 囲 国 團 、 〈feriat>… 〈ferio>[打 つ]の

圏 囲 国 團 。

〈1873>Monetandijuscomprehenditurinregalibusquaenum

quamaregiosceptroabdicantur.[JUsmonetandlcomprehendit

urinregalibus,quaeabdicanturasceptr6regi6numquam.](Dav.

Ir.K.B.18)「 貨 幣 鋳 造 権 は 、 王 笏 か ら 決 し て 切 り は な さ れ な い 、 国 王 の[権

利]の 中 に 包 含 さ れ る 。」 〈monetandi>… 〈moneto>[貨 幣 に 鋳 造 す る]の 國

囮 〈monetandum>の[国(團)、 〈comprehenditur>… 〈comprehendo>[つ

つ む]の 図 囲 国 團 、 〈regallibus>… 〈regalis>[国 王 の]の 國 圃 圏(囮)、

〈abdicatur>… 〈abdico>[こ ば む]の 図 囲 国 團 、 〈sceptro>… 〈sceptrum>

[笏]の 團 圏 、 〈regio>… 〈regius>[国 王 の]の 團EE1圏 。 ※ 國 囮 → 〈153>

・ 〈1540>

〈1874>Morade1⊃itorisnondebetessecreditoridamnosa.[Mo

radebit6risn6ndebetessedamn6sacredit6ri.](Poth.C.DeVente,

58)「 債 務 者 の 遅 滞 は 、 債 権 者 に 損 害 を 与 え る も の で あ っ て は な ら な い 。」

〈mora>… 「遅 滞 」、 〈damnosa>… 〈damnosus>[損 害 を お よ ぼ す]の 團 國

国 。

〈1875>Moradebitorisperpetuatobligationem.[Moradebit6ri

sperpetuatobligati6nem.](Pα αZ.D.46,1,58,1)「 債 務 者 の 遅 滞 は 債 務

関 係 を 永 久 化 さ せ る 。」 〈mora>… 「遅 滞 」、 〈perpetuat>… 〈perpetuo>[永

続 さ せ る]の 囲 国 團 。

〈1875わfs>Morafierivideturcumpostulantinondatur.[Mora

videturfieri,cumn6ndaturp6stulanti.]「 請 求 す る[人]に あ る も

の が 与 え ら れ な い と き に は 、 遅 滞 が な さ れ る も の と 見 ら れ る 。」 〈mora>…

「遅 滞 」、 〈postulanti>… 囲 囹 〈postulans>の 團 囲 團([蟹)。 ※ 主 格 不 定

法 の 構 文 が 見 え る 。主 語 の 〈mora>は 、〈videtur>と 〈fieri>の 双 方 に か か る 。

国 圏 → 〈98>

〈1875fer>Morape叩etuatobligationem.[Moraperpetuatoblig
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ati6nem.]「 遅 滞 は 債 務 関 係 を 永 久 化 す る 。」 〈mora>… 「遅 滞 」、 〈perpet

uat>… 〈perpetuo>[永 久 イヒ す る]の 國 国 團 。

〈1875qα αオθr>Morareifidejussoriquoquenocet.[Morarelnoc

etfidejuss6riquoque.]「 被 告 の 遅 滞 は 信 命 人 も 害 す る 。」 〈mora>… 「遅

滞 」、 〈nocet>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 團 、 〈fidejussori>… 〈fidejusso

r>[信 命 人]の 團 團 。

〈1876>Morareprobatllri111ege.[Morareprobaturinlege.](J

enk.Cent.51)「 遅 滞 は 法 律(法)に 於 い て は 非 難 さ れ る 。」<mora>… 「遅

滞 」、 〈reprobatur>… 〈reprobo>[非 難 す る]の 図 囲 国 團 。

〈1877>Morasuacuilibetestnociva.[Morasuaestnocivacui

libet.](Lib.Sex,5,13,25)「 各 人 自 身 の 遅 滞 は 各 人 に 有 害 で あ る 。」 〈mor

a>… 「遅 滞 」、 〈nociva>… 〈nocivus>[有 害 な]の 團[図 国 。<187>・ 〈3678>

〈1878>Morbusestimpedimentumlegale.[MorbusestimpedI

mentumlegale.]「 疾 病 は 法 的 な 障 害 で あ る 。」 〈morbus>… 「疾 病 」、 〈i

mpedimentum>… 「障 害 」。

〈1879>】M【oressunttacitusconsensuspopuli,10ngaconsuetu

dineinveteratlls.[M6ressuntc6nsensustacitus,inveteratusc6

nsuetUdinelonga,populi.](Ulp.R.Pr.4)「 慣 習 は 、 国 民 の 、 暗 黙 の 、

そ し て 、 長 い 慣 行 に 依 っ て 保 ち つ づ け ら れ た 合 意 で あ る 。」 〈mores>… 〈mo

s>[慣 習]の 圏 国 、 〈tacitus>… 「 暗 黙 の 」、 〈inveteratus>… 〈invetero>

[も ち つ づ け る]の 見 出 し 語 匠1囹 、 〈longa>… 〈longus>[長 い]の 團[冤 團 、

<populi>… 〈populus>[国 民]の 團 圏 。 ※ 〈mores>は 、 こ の 場 合 、 複 数 の

形 を と る 名 詞 で あ り 、 動 詞 の 〈sunt>も 複 数 形 と な っ て い る が 、 し か し 、 〈s

unt>と 結 ば れ た 〈consensus>は 単 数 形 で あ る 。 〈consensus>に か か る 形 容

詞 で あ る 〈tacitus>も 〈inveteratus>も 、 形 容 詞 の 単 数 男 性 主 格 の 形 だ か ら

で あ る 。 も っ と も 、 長 音 ぬ き で 示 さ れ た 〈consensus>の 形 は 、 複 数 主 格 の

と こ ろ に も 存 在 す る(「 辞 書 」 の[28]を 参 照)。

〈1880>Morsdiciturultimumsupplicium.[Morsdicitursuppli

ciumultimum.](CθZ.D.48,19,21;3Co.Inst.212)「 死[刑]は 、 究 極

の 刑 罰[で あ る]と 言 わ れ る 。」 〈mors>… 「死 」、 〈supplicium>… 「刑 罰 」。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈mors>は 、<dicitur>と 隠 れ て い る 〈e

sse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈1881>Morsomniajurasolvit.[MorssolvitjUraomnia.](1Voひ.

22,20 .ρr.;Jenk.Cent,160)「 死 亡 は す べ て の 権 利 を 解 消 さ せ る 。」 〈mors>

… 「死 亡 」
。

〈1882>Mortiscausadonationescomparanturlegatis.[D6nati

6nesmortiscausacomparanturlegatis.](σZp.D.38,5,1,1)「 死 因 贈
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与 は 遺 贈 と 同 視 さ れ る 。」 〈donationes>… 〈donatio>[贈 与]の[園 国 、 〈mo

rtis>… 〈mors>[死]の 團[国 、 〈comparantur>… 〈comparo>[比 較 す る]

の 図 囲 国 圏 、<legatiS>… 〈legatUS>[遺 贈]の 國 團 。 ※ 〈CaUSa>は い わ ば

後 置 詞 の よ う な も の で あ る 。 「後 置 詞 」 → 「索 引 」

〈1883>Mortismomentumestultimumvitaemomentum.[M6

mentummortisestm6mentumultimumvltae.](4Brandf,(N,Y.)24

5,250)「 死 の 瞬 間 は 、 生 の 最 後 の 瞬 間 で あ る 。」 〈momentum>… 「瞬 間 」、

<mortis>…<mors>[死]の 團[国 、<vitae>… 〈vita>[生 命]の 團 圓 。

〈1884>Mortuusexitusnonestexitus.[Exitusmortuusn6ne

stexitus.](Co.Litt.29)「 死 ん だ ま ま で 生 ま れ た[人]は 、 生 ま れ た[人]

で は な い 。」 〈exitus>… 〈exeo>[出 て く る]の 見 出 し 語 匠1囹(囮)、 〈mo

rtuus>… 「死 ん で い る 」(形 容 詞)。 ※ 〈mortuus>は 、 「死 ん だ 状 態 で 」 と

い う ニ ュ ア ン ス で 、〈exitus>に か か る 。「分 詞 の 訳 し か た 」→ 〈55>・ 「索 引 」。

な お 、 〈mortuus>の 形 は 、 巨]〈morior>[死 ぬ]の 囲 囹 で も あ る 。 同 時 に 〈m

ortuus>は 名 詞(死 者)と も な る 。 な お 、 〈estexitus>は 〈exeo>の 図 囲 国 團

[そ れ は 生 ま れ た]の 形 で も あ る 。

〈1885>Mortuusfacitpossessoremvivumsineullaapprehens

ione.[Mortuusfacitvivumpossess6remsineapprehensi6neulla.]

「死 ん だ[人]は 、 な ん ら の 確 保 行 為 も な し に 、 生 き て い る[人]を 占 有 者

と す る 。」 〈mortuus>… 圖 〈morior>[死 ぬ]の 見 出 し 語 匠1囹 〈mortuus>[死

ん だ]が 名 詞 化 し た も の 、 〈vivum>… 〈vivus>[生 き て い る]の 團 囲 圃 、 〈a

PPrehensione>… 〈apPrehensio>[と ら え る こ と]の 團 團 。 ※<posseseor

em>と 〈vivum>は 直 接 に は つ な が っ て い な い 。 「言 葉 の 切 り わ け 」→ 「索 引 」

〈1886>Mortullsredllibetur.[Mortuusredhibetur.](σZp.D.21,1,

31:38,3)「 死[ん だ 人]は 回 復 さ れ る 。」 〈mortuus>… 圖 〈morior>[死 ぬ]

の 園 囹 〈mortuus>[死 ん だ]が 名 詞 化 し た も の 、<redhibetur>… 〈redhib

eo>[も ど す]の 図 囲 国 團 。

〈1887>Mortuusvelledesiit.[Mortuusdesiitvelle.]「 死 ん だ[人]

は 望 む こ と を 止 め た 。」〈mortuus>… 圖 〈morior>[死 ぬ]の 見 出 し 語 囲 囹 〈m

ortuus>[死 ん だ]が 名 詞 化 し た も の 、 〈desiit>… 〈desino>[や め る]の 匠1

国 團 。

〈1888>Mosretinendusestfidelissimaevetustatis.[M6svetus

tatisfidelissimaeestretinendus.](4Co.Rep.78a)「 極 め て 信 頼 性 の

高 い 、 古 い 時 代 の 慣 習 は 、 維 持 さ れ る べ き で あ る 。」 〈mos>… 「慣 習 」、 〈v

etustatis>… 〈vetustas>[古 さ]の 團[国 、 〈fidelissimae>… 〈fidelis>[信

頼 す べ き]の 國 〈fidelissimus>の 團 國 圓 、 〈retinendus>… 〈retineo>[保

存 す る]の 見 出 し 語 國 囮[保 存 さ れ る べ き[で あ る]]。 ※ 國 囮 → 〈1>
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〈1888わ ∫s>Motusdoluminserecepit。[M6tusrecepitdolumin

se.]「[暴 力 的 な]衝 動 は 悪 意 を そ れ 自 体 の 中 に 受 け と っ た 。」 〈motus>

… 「衝 動 」、 〈recepit>… 〈recipio>[う け い れ る]の 匠1国 團 。

〈1889>Mulierfamiliaesuaeetcaputetfinisest.[Mulierest

etcaputetfinisfamiliaesuae.](σZp.D.5046,195,5)「 妻 は 、 そ の

家 の 頭 で も あ り 、 終 わ り で も あ る 。」 〈mulier>… 「妻 」、 〈caput>… 「頭 」、

〈finis>… 「終 わ り 」、 〈familiae>… 〈familia>[家]の 團 圓 。 ※ 〈mulier>に

は 、 「婦 女 」 と い う 一 般 的 な 意 味 と 、 「妻 」 と い う 限 定 さ れ た 意 味 と が あ る

が,こ こ で は 後 者 の 意 味 に と る こ と に し て い る 。 〈et～et>は 相 関 語 で あ る 。

〈1890>Muliernondebetabirenuda.[MuliernUdan6ndebet

ablre,]「 婦 女 は 、[財 産 を 持 た ず に]裸 の ま ま で 、[婚 姻 か ら]去 る べ き で

は な い 。」 〈mulier>… 「婦 女 」、<nuda>…<nudus>[裸 の]の 團 國 匡1、 〈a

bire>… 〈abeo>[去 る]の 囲 匠]。 ※<nuda>は 、 意 味 の 上 で は 、 〈mulier>

に は ス ト レ ー ト に か か ら な い 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈1891>M111iertaceatinecclesia.[Muliertaceatinecclesia.]

(S.Paulus,Cor.1,14,34)「 婦 女 は 教 会 で は 沈 黙 す る よ う 。」 〈mulier>… 「婦

女 」、<taCeat>… 〈taCeO>[だ ま る]の 圏 囲 国 團 、 〈eCCIeSia>… 〈eCCIeSia>

[教 会]の 團 圏 。

〈1892>Mulieresadprobationemstatushominisadmittinon

debent.[Mulieresn6ndebentadmittladprobati6nemstatUshom

inis,](Co.Litt.6)「 婦 女 は 、 人 の 地 位 の 証 明 に 関 与 さ せ ら れ る べ き で は な

い 。」<mulieres>… 〈mulier>[婦 女]の[國 国 、<admitti>…<admitto>[ひ

き い れ る]の 図 囲 團 。

〈1893>Multaconcedunturperobli吼uum,quaenonconcedunt

urdedirecto.[Multa,quaen6nconcedunturdedlrect6,concedu

nturperobllquum.](6Co.Rep.47)「 直 接 的 な[こ と]か ら は 許 さ れ な

い 多 く の[こ と]が 、 間 接 的 な[こ と]を 通 じ て 許 さ れ る 。」 〈concedunt

ur>… 〈concedo>[大 目 に 見 る]の 図 囲 国 圏 、 〈directo>… 〈directus>[直

接 の]の 團 囲 團(囮)、 〈obliquum>… 〈obliquus>[間 接 の]の 團 田 因](匿 唾])。

※ 「直 接 と 間 接 」 → 「索 引 」

〈1894>Multadamnumfamaenoninrogat.[Multan6ninrogat

damnumfamae.](C.J.1,54,1)「 罰 金 は 評 判 に 損 害 を 課 さ な い 。」 〈mult

a>… 「罰 金 」、 〈inr・gat>… 〈inr・g・ 〉[課 す る]の 囲 国 團 、 〈famae>'"〈fa

ma>[評 判]の 團 團 。

〈1895>Multafidempromissalevant.[Pr6missamultalevantf

idem.](Brownv.Castler,11Cush.(Mass.)350)「[あ ま り に]多 く の

約 束 は 、 信 頼 性 を 減 ら す 。」 〈promissa>… 〈promissum>[約 束]圏 国 、 〈l
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evant>… 〈levo>[減 ら す]の 囲 国 國 、 〈fidem>… 〈fides>[信 頼]の 團 圃 。

〈1896>Multafieriprohibentur・"uae・sifactafue「int・ju「is

obtinentfirmitatem.[Multa,quaeobtinentflrmitatemjUris,slf

uerintfacta,prohibenturfieri.]「 も し な さ れ て い た な ら ば 法 上 の 確 定

[的 な 状 況]を 獲 得 す る 多 く の[こ と]が 、 な さ れ る こ と を 禁 じ ら れ る 。」 〈o

btinent>… 〈obtineo>[確 保 す る]の 囲 国 國 、 〈firmitatem>… 〈firmitas>

[確 定]の 團 因]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈multa>は 、 〈proh

ibentur>と 〈fieri>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>。 〈2781>

〈1897>Multainjurecommuni,contrarationemdisputandip

rocommuniutilitateintroductasunt.[Multasuntintr6ductai

njUrecommUnl,pr6UtllitatecommUnlcontrarati6nemdisputan

dl.](J㍑Z.D.9,2,51,2;Broom,Max.96,158;Co.Litt.70b)「 多 く の[こ

と]が 、 論 議 す る こ と の 理 に 反 し て 、 共 通 の 利 益 の た め に 、 共 通 の 法 の 中

で 取 り い れ ら れ た 。」 〈introducta>… 〈introduco>[導 き い れ る]の 囲 囹 〈i

ntroductus>の 圏 囮 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈utilitate>… 〈utilitas>

[有 用 性]の 團 團 、 〈disputandi>… 〈disputo>[論 議 す る]の 國 囮 〈disput

andum>の 圓(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈1898>Multanonvetatlex,quaetamentacitedamnavit.[Le

xn6nvetatmulta,quaedamnavittacitetamen.](Co.Litt.12b)

「法 律(法)が[明 文 上]禁 止 し て は い な い が 、 そ れ で も や は り そ れ が 無 言

の う ち に 非 難 し た[こ と]が 、 多 く あ る 。」 〈vetat>… 〈veto>[禁 ず る]の 囲

国 團 、 〈damnavit>… 〈damno>[有 責 と 判 断 す る]の 匠1国 團 。

〈1899>Multatranseuntcumuniversitatequaenonpersetr

anseunt。[Multa,quaen6ntranseuntperse,transeuntcumUniv

ersitate.](Co,Litt.12b)「 そ れ 自 体 と し て は 進 ま な い[が 、 し か し 、]全

体 と 共 に な ら ば 進 む[も の]が 、 多 く あ る 。」 〈transeunt>… 〈transeo>[進

む]の 囲 国 國 、 〈UniVerSitate>… 〈UniVerSitaS>[全 体]の 團 團 。

〈1900>Multimulta,nemoomnianovit.[Multimulta,nem6n6

vitomnia.](C4Co.Inst.348)「 多 く の[こ と]を[知 っ て い る][人]

は 数 多 い[が 、 し か し]、 す べ て の[こ と]を 知 っ て い る 人 は 、誰 も い な い 。」

<nOVit>… 〈nOSCO>[知 る]の 園 国 團 。 ※<nOSCO>の 完 了 は 現 在 の 時 制 の 意

味 を も つ こ と に な っ て い る の で 、 こ こ は 「知 っ て い た 」 で は な く て 、 「知 っ

て い る 」 と な る → 〈275>。 「現 在 形 の 意 味 を も つ 完 了 」 → 「索 引 」。 ち な み

に 、 〈multum>な ら 、 「大 い に 」 と い う 副 詞 の 意 味 と 、 「多 く の こ と が(を)」

と い う 名 詞(形 容 詞 の 名 詞 化)の 意 味 と が あ っ て 、 読 解 の さ い 注 意 が 必 要

と な る 。

〈1901>Multiplicatatrangressionecrescatpoenaeinflictio.[I
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nflicti6poenaecrescat,trangressi6nemultiplicata.](Sα 如mfη αs,

D.4849,1640;2Co.Litt,479)「 違 反 が 繰 り か え さ れ れ ば 、 刑 罰 を 科 す

[程 度]が 増 大 す る よ う 。」<inflictio>… 「科 す る こ と 」、 〈crescat>… 〈cre

SCO>[増 え る]の 國 囲 国 團 、 〈trangreSSiOne>… 〈trangreSSiO>[違 反]

の 團 團 、 〈multiplicata>… 〈multiplico>[何 倍 に も す る]の 囲 囹 〈multipl

icatus>の 團 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(trangressione)

プ ラ ス 完 了 分 詞(multiplicata)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す れ ば 」 で あ る 。

囮 團 → 〈22>。<599>

〈1902>Multitudinemdecemfaciunt.[DecemfaciuntmultitUdi

nem.](CαZZ.D.4744,3pr.;Co.Litt.247)「 一 〇[人]は 多 数 を 作 る 。」 〈d

ecem>… 「一 〇 の 」 が 名 詞 化 し た も の 、 〈multitudinem>… 〈multitudo>[多

数]の 團 因]。

〈1903>Multitudoerrantiumnonpariterroripatrocinium.[M

ultitUd6errantiumnonparitpatr6ciniumerr6ri.](11Co.Rep.75a)

「錯 誤[す る 人]が 多 い こ と は 、 錯 誤 に 保 護 を 生 み だ さ な い 。」 〈multitudo>

… 「多 数 」
、 〈errantium>… 〈erro>[錯 覚 す る]〈errans>の[園[劉 圓(囮)、

<parit>… 〈pario>[生 む]の 囲 国 團 、 〈patrocinium>… 〈patrocinium>[保

護]の 團 因]。 〈359>

〈1904>Multitudoimperitorumperditcuriam.[MultitUd6impe

rlt6rumperditcUriam.]「 未 熟 な[裁 判 官]の 多 さ は 、 法 廷 を 滅 ぼ す 。」

(2Co.Inst.219)〈multitudo>… 「多 数 」、 〈imperitorum>… 〈imperitus>

[経 験 の な い]の 圏 囲 圏(囮)、 〈perdit>… 〈perdo>[ほ ろ ぼ す]の 囲 国 團 、

〈curiam>… 〈curia>[法 廷]の 團 園]。

〈1905>Multitudopeccantiumnonexonerat,sedmagisaggra

vat.[MultitUd6peccantiumn6nexonerat,sedaggravatmagis.]「 犯

罪 を 犯 す[人]が 多 い こ と は 、[責 任 を]軽 減 す る の で は な く て 、 む し ろ[そ

れ を]高 め る 。」 〈multitudo>… 「多 数 」、 〈peccantium>… 〈pecco>[犯 す]

の 囲 囹 〈peccans>の 圏 囲[國(囮)、 〈exonerat>… 〈exonero>[軽 減 す る]

の 囲 国 團 、 〈aggraVat>… 〈aggraVO>[重 く す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈nOn～S

ed>は 相 関 語 で あ る 。

〈1906>Multumlucratur,quialitediscedit。[Quldiscedital

ite,lucraturmultum.]「 訴 訟 か ら 引 き さ が る[人 は]、 多 く の[も の]

を 利 益 と し て え る 。」 〈discedit>… 〈discedo>[し り ぞ く]の 囲 国 團 、 〈luc

ratur>… 圖 〈lucror>…[も う1ナ る]の 囲 国 團(図)。 〈3591>

〈1907>Mutarecollsilium唖uisllonpotestinalteriusdetrime

ntum.[Quisn6npotestmutarec6nsiliumindetrlmentumalteriu

s.](Pαp.D.50,17,75;Lib.Sex.5,13,33)「 誰 も 、 他[人]の 不 利 益 と な
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る よ う へ と 計 画 を 変 更 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈mutare>… 〈muto>[変 更 す

る]の 囲 困 、 〈consilium>… 〈consilium>[計 画]の 團 因]、 〈detrimentu

m>…<detrimentum>[損 害]の 團 因]。 ※ 〈quis>は<aliquis>の か わ り で あ

る 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。 〈aliquis>は 、 ふ つ う 、 肯 定 文 に

登 場 す る 。
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